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私
が
東
大
に
在
籍
し
て
い
た
頃
か
ら
、私
た
ち
の
研
究
室
に
中
国
か
ら
の
留
学
生
の
方
々
を
沢
山
迎
え
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
共
同
研
究
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
40
年
以
上
に
も
な
り
ま
す
。
ま
ず
最
初
は
、
中
国
科
学
院
感
光
化
学

研
究
所
の
黎
甜
楷
さ
ん
に
2
年
間
、
東
京
大
学
工
学
部
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
国
政
府
派
遣
の
最
初
の
7
人
の

う
ち
の
お
ひ
と
り
で
し
た
。

黎
さ
ん
が
帰
国
さ
れ
た
次
の
年
に
、
私
が
北
京
の
感
光
化
学
研
究
所
に
招
か
れ
、
3
週
間
の
共
同
研
究
を
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
の
北
京
は
馬
車
と
自
転
車
が
中
心
で
、今
の
北
京
の
現
状
か
ら
は
想
像
が
で
き
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
私
に
と
っ

て
は
素
晴
ら
し
い
経
験
で
し
た
。
こ
の
共
同
研
究
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
以
後
中
国
か
ら
の
留
学
生
の
方
々
を
お
迎
え

す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け
で
す
。

私
の
と
こ
ろ
に
来
て
い
た
だ
い
た
主
な
留
学
生
の
方
々
8
人
の
経
験
談
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
方
も

す
ば
ら
し
い
才
能
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
そ
の
力
を
花
開
か
せ
て
、
今
や
世
界
を
相
手
に
大
活
躍
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
方
々
と
今
も
共
同
研
究
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
さ
ら
に

発
展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
私
の
好
き
な
中
国
の
言
葉
は
「
物
華
天
宝
、
人
傑
地
霊
」。
こ
れ
は
中
国
初
唐
の
詩
人
王
勃
の
詩
の
一
節
で
、

中
国
か
ら
の
留
学
生
の
方
々
と
共
に
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や
は
り
留
学
生
の
方
か
ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

中
国
で
は
お
め
で
た
い
句
と
し
て
春
節
に
門
柱
に
貼
ら
れ
た
り
す
る
そ
う
で
す
が
、
私
は
自
分
な
り
に
、
次
の
よ
う

に
解
釈
し
て
い
ま
す
。
科
学
技
術
（
物
）
の
成
果
（
華
）
は
天
に
隠
さ
れ
た
宝
で
あ
り
、そ
れ
は
す
ぐ
れ
た
雰
囲
気
（
地

霊
）
を
持
つ
人
（
研
究
グ
ル
ー
プ
）
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
る
と
、
自
然
に
各
人
が

高
め
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

や
は
り
中
国
古
典
の
魅
力
は
、
簡
潔
な
表
現
で
あ
り
な
が
ら
、
ず
ば
り
人
間
や
人
生
の
真
実
に
迫
っ
て
い
く
名
言
の

数
々
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
以
心
伝
心
」、「
温
故
知
新
」、「
大
器
晩
成
」、「
四
面
楚
歌
」
を
始
め
、
中
国
古
典
に
由
来
す
る
四
字
句
を
良
く
使

い
ま
す
が
、
ど
の
言
葉
も
そ
れ
ぞ
れ
深
い
意
味
を
も
っ
て
い
て
、
そ
の
由
来
を
知
る
と
感
動
す
る
こ
と
が
多
い
も
の
で

す
。
か
つ
て
日
本
の
先
人
た
ち
は
、
中
国
古
典
に
学
び
、
そ
れ
ら
の
名
言
を
心
に
刻
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
を
理
解

し
、
人
生
を
生
き
る
指
針
と
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

社
会
は
激
し
く
変
化
し
て
い
て
も
、
そ
の
底
に
は
、
変
化
し
な
い
部
分
が
厳
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
人
間
の
も
つ
本
質
的
な
性
格
や
行
動
を
示
す
人
間
学
は
、
変
化
し
な
い
部
分
の
代
表
的
な
も
の
と
言
え
ま
す
。

２
５
０
０
年
前
に
書
か
れ
た「
論
語
」を
始
め
と
す
る
中
国
古
典
の
人
間
学
は
、も
っ
ぱ
ら
原
理
原
則
を
説
い
て
い
ま
す
。

原
理
原
則
な
る
が
ゆ
え
に
、
時
代
の
変
化
に
ほ
と
ん
ど
影
響
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
現
在
の
我
々
が
読
ん
で
も
、
新
鮮

な
魅
力
に
富
ん
で
い
る
し
、
う
な
ず
け
る
面
が
多
い
も
の
で
す
。
変
化
の
激
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
な
お
さ
ら
原
理

原
則
に
立
ち
返
っ
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
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私
自
身
は
光
触
媒
を
中
心
に
科
学
に
関
す
る
研
究
を
し
て
き
た
研
究
者
の
ひ
と
り
で
す
が
、
以
上
で
お
話
し
し
ま
し

た
よ
う
に
折
に
触
れ
て
中
国
の
古
典
を
読
み
、
様
々
な
場
面
で
そ
の
深
い
意
味
に
影
響
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

私
は
最
近
中
国
古
典
に
関
連
す
る
次
の
3
冊
を
出
版
し
ま
し
た
。

１ 

理
系
の
た
め
の
中
国
古
典
名
言
集
（
朝
日
学
生
新
聞
社
、
２
０
１
６
年
6
月
、
藤
嶋
昭 

著
）

２ 

科
学
者
と
中
国
古
典
名
言
集
（
朝
日
学
生
新
聞
社
、
２
０
１
６
年
12
月
、
藤
嶋
昭
・
守
屋
洋 

著
）

３ 

や
さ
し
い
科
学
者
の
こ
と
ば
と
論
語
（
朝
日
学
生
新
聞
社
、
２
０
１
７
年
6
月
、
藤
嶋
昭 

著
、
守
屋
洋 

監
修
）

中
国
が
生
ん
だ
偉
大
な
方
々
に
よ
っ
て
す
ば
ら
し
い
言
葉
が
残
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
科
学
の
世
界
の
偉
人
の
残
し

て
く
れ
た
言
葉
と
の
同
一
性
に
お
ど
ろ
い
て
い
ま
す
。

中
国
古
典
に
親
し
み
、
社
会
の
底
の
変
わ
ら
な
い
本
質
の
部
分
に
思
い
を
い
た
す
、
そ
う
し
て
常
に
自
ら
を
高
め
る

努
力
を
す
る
。
研
究
開
発
チ
ー
ム
の
中
に
そ
の
よ
う
な
人
が
ひ
と
り
で
も
多
く
い
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
中
国
か
ら

の
留
学
生
の
方
々
は
ど
の
人
も
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
方
々
で
し
た
。

私
自
身
「
論
語
」
の
中
の
次
の
言
葉
に
感
動
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

「
己
立
た
ん
と
欲
し
て
人
を
立
て
、
己
達
せ
ん
と
欲
し
て
人
を
達
す
」

こ
の
言
葉
を
中
国
か
ら
の
皆
さ
ん
は
チ
ー
ム
で
共
有
し
て
、
目
標
達
成
へ
前
進
し
て
い
く
こ
と
で
、
彼
ら
の
ま
わ
り

に
は
物
の
華
の
咲
く
日
が
訪
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
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（
ふ
じ
し
ま　

あ
き
ら
）　

１
９
４
２
年
３
月
10
日　

愛
知
県
生
ま
れ

学　

歴

１
９
６
６
年
、
横
浜
国
立
大
学
工
学
部
電
気
化
学
科 

卒
業
。
そ
の
後
１
９
６
８
年
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科 

修
士
課
程
修

了
。
１
９
７
１
年
、
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科 

博
士
課
程
修
了
（
工
学
博
士
）。

職　

歴

１
９
７
１
年
、神
奈
川
大
学
工
学
部
応
用
化
学
科 

専
任
講
師
。１
９
７
５
年
、東
京
大
学
工
学
部 

講
師
。１
９
７
６
年
〜
１
９
７
７
年
、

テ
キ
サ
ス
大
学
オ
ー
ス
チ
ン
校 

博
士
研
究
員
。
１
９
７
８
年
、東
京
大
学
工
学
部 

助
教
授
。
１
９
８
６
年
、東
京
大
学
工
学
部 

教
授
。

１
９
９
５
年
、東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科 

教
授
。
２
０
０
３
年
、（
財
）神
奈
川
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー 

理
事
長
。
２
０
０
３
年
、

Ｊ
Ｒ
東
海
機
能
材
料
研
究
所 
所
長
。
２
０
０
３
年
、東
京
大
学 

名
誉
教
授
。
２
０
０
５
年
、東
京
大
学 

特
別
栄
誉
教
授
。
２
０
０
８
年
、

（
独
）
科
学
技
術
振
興
機
構 

中
国
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長
。
２
０
１
０
年
、
東
京
理
科
大
学 

学
長
。（
現
在
に
至
る
）

主
な
受
賞
歴

１
９
７
３
年
、
電
気
化
学
協
会
進
歩
賞
、
佐
野
賞
。
１
９
７
６
年
、
日
本
化
学
会 

進
歩
賞
。
１
９
８
３
年
、
朝
日
賞
。
１
９
８
７
年
、

電
気
化
学
協
会 

学
術
賞
。
１
９
８
８
年
、
光
化
学
協
会
賞
。
１
９
９
３
年
、
電
気
化
学
協
会 

論
文
賞
。
１
９
９
７
年
、
日
本
照
明
学

会
賞
。
１
９
９
８
年
、井
上
春
成
賞
。
１
９
９
８
年
、Innovations in Real M

aterials A
w
ard

（
実
用
材
料
発
明
賞
）。
１
９
９
９
年
、

電
気
化
学
会
賞
・
武
井
賞
。
１
９
９
９
年
、A

w
ard of Federation of A

sian Chem
ical Societies

（
ア
ジ
ア
化
学
連
合
会
賞
）。

２
０
０
０
年
、
日
本
化
学
会
賞
。
２
０
０
０
年
、A

w
ard of Journal of A

O
T
s A
dvanced O

xidation T
echnologies 

（T
iO
2

賞
）。
２
０
０
３
年
、
第
１
回T

he Gerischer A
w
ard

。
２
０
０
３
年
、
紫
綬
褒
章
。
２
０
０
４
年
、
日
本
国
際
賞
。
２
０
０
４
年
、

日
本
学
士
院
賞
。
２
０
０
４
年
、
産
学
官
連
携
功
労
者
表
彰
・
内
閣
総
理
大
臣
賞
。
２
０
０
４
年
、
川
崎
市
民
栄
誉
賞
。
２
０
０
５
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年
、
横
浜
国
立
大
学
名
誉
博
士
。
２
０
０
６
年
、
恩
賜
発
明
賞
。
２
０
０
６
年
、
神
奈
川
文
化
賞
。
２
０
１
０
年
、
川
崎
市
文
化
賞
。

２
０
１
０
年
、文
化
功
労
者
顕
彰
。
２
０
１
１
年
、The Luigi Galvani M

edal

。
２
０
１
２
年
、イ
タ
リ
ア
ト
リ
ノ
大
学
名
誉
博
士
。

２
０
１
２
年
、
ト
ム
ソ
ン
・
ロ
イ
タ
ー
引
用
栄
誉
賞
。
２
０
１
７
年
、
文
化
勲
章
。

学
会
な
ど
に
お
け
る
活
動

こ
れ
ま
で
に
電
気
化
学
会
会
長
、
光
化
学
協
会
会
長
、
日
本
化
学
会
会
長
、
日
本
学
術
会
議
会
員 

化
学
委
員
会
委
員
長
、
日
本
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
理
事
な
ど
を
歴
任
。
現
在
は
、
東
京
応
化
科
学
技
術
振
興
財
団
理
事
長
、
光
機
能
材
料
研
究
会
会
長
、
か
わ
さ
き

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事
長
。

海
外
に
お
け
る
活
動
実
績

名
誉
教
授
の
授
与
歴
と
し
て
上
海
大
学
、
東
北
師
範
大
学
、
吉
林
大
学
、
中
国
科
学
院
化
学
研
究
所
、
中
国
科
学
院
電
子
学
研
究

所
（
１
９
９
３
年
８
月
19
日
）、
上
海
電
力
学
院
（
１
９
８
８
年
９
月
）、
上
海
交
通
大
学
（
２
０
０
９
年
６
月
）、
中
国
科
学
院
大

学
（
２
０
１
６
年
９
月
）
な
ど
が
あ
る
。
客
員
教
授
と
し
て
も
北
京
大
学
、
ア
モ
イ
大
学
（
１
９
８
７
年
９
月
24
日
）
な
ど
が
あ

る
。
そ
の
他
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
を
は
じ
め
イ
ン
ド
化
学
会
名
誉
会
員
（
２
０
０
９
年
４
月
）、
中
国
工
程
院
外
国
院
士

（
２
０
０
３
年
12
月
12
日
）、
中
国
化
学
会
名
誉
会
員
な
ど
海
外
に
お
い
て
も
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。

 

学
術
的
成
果
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
論
文
（
英
文
の
み
）
８
２
４
編
、著
書
（
分
担
執
筆
、英
文
を
含
む
）
約
50
編
、総
説
・
解
説
４
７
２
編
、

特
許
２
９
０
編
。

以　

上
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初
め
て
日
本
に
学
び
、
藤
嶋
昭
先
生
と
直
接
接
す
る

私
が
日
本
に
留
学
し
て
か
ら
30
年
以
上
た
っ
た
。
す
で

に
古
稀
を
超
え
た
私
は
、
今
で
も
愛
す
る
研
究
室
で
仕
事

を
続
け
、
研
究
の
話
に
な
る
と
楽
し
く
て
し
か
た
が
な
い
。

１
９
８
３
年
1
月
6
日
、
初
め
て
東
京
大
学
を
訪
れ
た
こ
の

日
は
、
私
に
は
ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
だ
。

１
９
６
３
年
に
南
開
大
学
を
卒
業
し
た
私
は
、
中
国
科

学
院
化
学
研
究
所
で
勤
め
始
め
、
１
９
７
５
年
に
新
し
く

設
立
さ
れ
た
中
国
科
学
院
感
光
化
学
研
究
所
に
移
っ
た
。

１
９
８
３
年
、
43
歳
に
な
っ
た
私
は
、
中
国
科
学
院
に
推
薦

さ
れ
、
中
国
教
育
部
の
資
金
援
助
を
受
け
て
客
員
研
究
員
と

し
て
日
本
へ
の
研
修
に
派
遣
さ
れ
た
。
日
本
に
行
く
前
、
中

国
科
学
院
感
光
化
学
研
究
所
の
江
龍
教
授
（
現
・
中
国
科
学

院
院
士
）
は
、
日
本
に
行
く
な
ら
一
番
い
い
大
学
に
行
く
べ

き
だ
と
私
に
言
っ
た
。
折
良
く
江
教
授
は
会
議
で
東
京
大
学

の
本
多
健
一
先
生
と
面
識
が
で
き
、
本
多
先
生
は
私
に
自
分

の
研
究
室
に
来
る
よ
う
勧
め
た
。

1985年、日本にいたころの筆者（仙台にて撮影）
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そ
れ
よ
り
前
、
私
は
１
９
７
０
年
代
に
化
学
界
を
揺
る
が
し
た
「
本
多

藤
嶋
効
果
」
に
よ
っ
て
本
多
健
一
先
生
と

藤
嶋
昭
先
生
を
知
っ
て
い
た
。
本
多
研
究
室
の
光
触
媒
研
究
と
私
の
感
光
化
学
は
方
向
性
が
一
致
し
て
お
り
、
私
は
そ

の
名
声
を
慕
っ
て
申
請
を
出
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
本
多
研
究
室
の
助
教
授
と
な
っ
た
藤
嶋
先
生
が
中
国
へ
学
術

交
流
に
訪
れ
た
の
で
、
私
の
面
接
試
験
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
本
多
先
生
は
「
喜
ん
で
受
け
入
れ

ま
す
」
と
江
龍
教
授
に
連
絡
を
入
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
私
は
江
教
授
の
推
薦
を
受
け
、
本
多
研
究
室
で
研

究
を
す
る
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
。

日
本
留
学
と
い
う
と
、
私
は
最
初
に
東
京
大
学
を
訪
れ
た
と
き
の
景
色
を
思
い
出
す
。
ま
ず
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た

の
は
、
徳
川
時
代
の
典
型
的
な
建
造
物
で
あ
り
、
東
京
大
学
の
象
徴
で
あ
る
赤
門
だ
。
続
い
て
写
真
集
で
何
度
も
目
に

し
た
古
い
時
計
塔
。
こ
れ
ら
は
東
京
大
学
の
歴
史
だ
。
さ
ら
に
奥
へ
入
り
、
本
多
研
究
室
は
東
京
大
学
メ
イ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
の
北
端
の
5
号
館
に
あ
っ
た
。
こ
こ
は
私
の
留
学
生
活
が
始
ま
り
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
場
所
な
の
で
あ

る
。
本
多
研
究
室
は
藤
嶋
研
究
室
の
前
身
で
、
有
名
な
「
本
多

藤
嶋
効
果
」
は
藤
嶋
先
生
と
本
多
先
生
が
共
同
で
発

見
し
た
化
学
現
象
だ
っ
た
。
私
が
本
多
研
究
室
に
入
っ
た
頃
、
藤
嶋
先
生
は
本
多
研
究
室
の
助
教
授
で
あ
っ
た
。
2
年

後
、
本
多
先
生
は
京
都
大
学
へ
転
出
し
、
藤
嶋
先
生
が
教
授
と
な
っ
て
藤
嶋
研
究
室
に
な
っ
た
。

私
の
留
学
生
活
は
本
多
研
究
室
で
始
ま
っ
た
。
私
の
日
本
で
の
研
究
は
国
の
公
務
派
遣
で
あ
り
、
中
国
教
育
部
と
日

本
の
文
部
省
の
両
方
か
ら
の
資
金
援
助
が
あ
っ
た
の
で
、
日
本
で
の
生
活
は
基
本
的
に
保
障
さ
れ
、
全
身
全
霊
を
注
い

で
学
習
と
研
究
に
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

国
内
で
の
研
究
テ
ー
マ
は
感
光
化
学
で
あ
っ
た
が
、
本
多
研
究
室
で
は
電
気
化
学
を
専
攻
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
感
光
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化
学
を
ベ
ー
ス
に
し
て
よ
り
多
く
の
知
識
と
研
究
手
法
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
１
９
８
０
年
代
に
日
本
は

す
で
に
先
進
国
で
あ
っ
た
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
ま
だ
今
の
よ
う
に
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
、
実
験
デ
ー
タ
グ

ラ
フ
を
描
く
の
は
今
の
よ
う
に
便
利
で
は
な
く
完
全
に
手
作
業
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
定
規
を
使
っ
て
大
小
の
数
字
、
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
曲
線
を
組
み
合
わ
せ
、
長
い
時
間
を
か
け
て
や
っ
と
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
は
毎
日
定
規
を
持
っ
て
数
字
や
線
を
書
き
続
け
た
。実
験
デ
ー
タ
を
整
理
し
て
毎
回
美
し
い
グ
ラ
フ
を
描
き
上
げ
、

そ
の
多
く
が
日
本
や
ア
メ
リ
カ
の
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
研
修
中
の
最
初
の
2
年
で
私
は

5
本
の
論
文
を
発
表
し
、
さ
ら
に
全
国
的
な
学
会
で
口
頭
発
表
も
行
っ
た
。

私
が
客
員
研
究
員
と
し
て
本
多
研
究
室
に
来
た
時
、
中
国
の
留
学
生
は
私
1
人
だ
っ
た
。
日
本
の
学
生
は
ほ
と
ん
ど

１
階
の
研
究
室
に
い
た
が
、
私
は
本
多
先
生
や
藤
嶋
先
生
の
い
る
４
階
で
、
藤
嶋
先
生
と
同
じ
部
屋
を
与
え
ら
れ
た
。

向
か
い
の
部
屋
は
本
多
先
生
と
高
橋
洋
子
技
官
の
部
屋
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
私
は
偉
大
な
化
学
者
と
接
す
る
機

会
、
藤
嶋
先
生
の
仕
事
ぶ
り
を
見
る
時
間
を
多
く
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
藤
嶋
先
生
よ
り
２
歳
年
上
で
、
年
齢
が

近
く
同
じ
研
究
室
に
い
た
の
で
、
い
つ
も
議
論
を
戦
わ
せ
、
時
に
は
言
い
争
い
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
本
当
に
心

を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
藤
嶋
先
生
は
冗
談
交
じ
り
に
私
を
「
ね
え
さ
ん
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。

藤
嶋
先
生
と
私
は
住
ま
い
が
離
れ
て
い
た
。
私
は
、
異
国
へ
勉
強
に
来
て
い
る
の
だ
か
ら
骨
身
を
惜
し
ま
ず
努
力
を

し
な
け
れ
ば
成
果
が
出
な
い
と
考
え
、
毎
朝
７
時
30
分
に
は
研
究
室
へ
や
っ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
時
間
、「
藤
嶋
昭
」

の
名
札
は
も
う
裏
返
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
あ
、
藤
嶋
先
生
は
私
よ
り
早
く
来
て
い
る
―
―
先
生
は
毎
日
一
番
に
出

勤
し
て
、
最
後
に
帰
っ
て
い
る
。
私
は
感
化
さ
れ
、
自
分
は
外
国
へ
勉
強
に
来
て
い
る
の
だ
か
ら
、
怠
け
る
こ
と
決
し
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て
許
さ
れ
な
い
。
藤
嶋
先
生
を
見
習
っ
て
毎
日
早
く
来
て
遅
く
帰
る
こ
と
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。
た
い
て
い
私
は
帰
宅

が
夜
遅
く
、
終
バ
ス
に
乗
っ
て
11
時
す
ぎ
に
家
へ
帰
り
、
夕
食
を
食
べ
な
が
ら
テ
レ
ビ
で
日
本
語
の
勉
強
を
し
て
い
た
。

本
多
先
生
は
そ
れ
に
気
づ
く
と
、
日
本
の
学
生
た
ち
に
、
私
を
見
習
え
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

藤
嶋
先
生
の
努
力
は
、
周
り
に
も
い
い
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
お
り
、
周
囲
の
人
た
ち
は
彼
の
努
力
や
目
標
に
向
か

う
精
神
に
影
響
を
受
け
て
い
た
。
藤
嶋
先
生
に
は
の
ん
び
り
し
て
い
る
時
間
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
研
究
室
で
も
あ
ら
ゆ

る
こ
と
に
つ
い
て
注
意
深
く
質
問
し
、
指
導
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
。
ほ
か
の
時
間
も
、
興
味
は
読
書
や
文
章
を
書

く
こ
と
に
あ
り
、
平
日
は
大
量
の
文
献
を
読
み
、
忙
し
い
中
で
も
多
く
の
著
書
を
書
い
た
。
そ
れ
は
学
術
的
・
応
用
的

な
角
度
か
ら
化
学
研
究
者
、小
学
生
、大
学
生
、高
齢
者
、企
業
に
向
け
て
光
触
媒
の
知
識
を
普
及
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

恩
師
の
指
導
で
、
飛
び
立
つ
た
め
の
羽
を
つ
け
た

藤
嶋
先
生
は
、
私
か
ら
見
て
聡
明
で
、
機
敏
で
、
勤
勉
で
、
や
さ
し
い
先
生
で
あ
っ
た
。
新
し
い
発
見
を
す
る
と
す

ぐ
に
研
究
を
し
て
そ
の
結
果
を
発
表
し
た
。
で
き
る
だ
け
早
く
論
文
を
発
表
す
る
こ
と
が
藤
嶋
先
生
の
や
り
方
で
、
発

表
さ
れ
る
の
が
超
一
流
の
雑
誌
で
あ
る
か
ど
う
か
は
気
に
せ
ず
、
研
究
過
程
で
発
見
し
た
こ
と
を
で
き
る
だ
け
早
く
検

証
し
て
発
表
し
、
そ
の
後
改
め
て
系
統
的
に
深
く
研
究
し
、
そ
の
分
野
で
の
先
頭
の
位
置
と
権
威
性
を
確
保
し
よ
う
と

し
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
分
野
で
影
響
力
を
持
つ
論
文
の
ほ
と
ん
ど
が
藤
嶋
研
究
室
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
藤
嶋
先
生
は
研
究
室
で
の
学
術
的
指
導
も
、
授
業
で
も
非
常
に
優
秀
な
教
員
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
方
に
師
事

し
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
利
益
と
な
っ
た
。
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教
員
と
し
て
は
、
教
え
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
。
講
義
中
は
、
聞
き
手
の
考
え
を
把
握
す
る
こ
と
が
教
え
る
カ
ギ

に
な
る
。
藤
嶋
先
生
は
授
業
前
、
非
常
に
念
入
り
に
準
備
を
し
、
授
業
の
時
間
配
分
も
考
え
、
授
業
の
終
わ
り
の
チ
ャ

イ
ム
が
鳴
る
と
、
ち
ょ
う
ど
講
義
が
終
わ
っ
た
。
授
業
中
も
学
生
一
人
一
人
の
視
線
の
動
き
に
注
意
し
、
学
生
の
気
が

散
っ
て
い
る
と
、
少
し
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
話
を
し
て
笑
わ
せ
、
そ
れ
か
ら
再
度
集
中
し
て
授
業
を
し
た
。
私
は
授
業
の

し
か
た
に
つ
い
て
藤
嶋
先
生
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
帰
国
後
の
講
義
で
は
藤
嶋
先
生
の
よ
う
に
、
自
分
の
持
つ
知
識

を
正
確
に
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
学
生
に
伝
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
多
研
究
室
に
は
優
れ
た
国
際
的
な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
私
は
感
光
化
学
に
関
連
し
た
電
気
化
学
の
研
究
を
行
い
、

当
時
の
先
端
機
器
で
あ
る
回
転
リ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
電
極
（
Ｒ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
）
を
使
っ
て
感
光
過
程
の
酸
化
還
元
反
応
を
観
察

し
、
現
像
の
最
初
に
起
き
る
酸
化
還
元
過
程
を
と
ら
え
た
。
こ
れ
は
当
時
、
先
端
技
術
で
あ
り
、
私
は
す
ぐ
に
最
初
の

化
学
論
文
を
書
い
て
発
表
し
た
。
こ
れ
は
１
９
８
３
年
、
私
は
日
本
に
来
て
わ
ず
か
2
ヵ
月
後
の
こ
と
で
、
唐
沢
文
男

博
士
と
の
共
同
発
表
で
あ
っ
た
。
藤
嶋
先
生
は
私
の
研
究
を
気
に
か
け
、
励
ま
し
て
く
れ
て
い
た
。
私
は
あ
る
実
験
を

1
ヵ
月
続
け
た
の
だ
が
、
何
度
や
っ
て
も
再
現
で
き
ず
、
最
後
に
空
気
中
の
酸
素
量
が
影
響
し
て
い
る
と
わ
か
っ
た
。

こ
れ
は
私
の
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
理
由
で
、
悔
し
く
て
涙
が
出
た
が
、
藤
嶋
先
生
は
私
を
な
ぐ
さ
め
、
す
ぐ
に
研
究

室
の
お
金
を
用
立
て
て
、
乾
燥
石
英
酸
素
除
去
装
置
を
作
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
装
置
の
お
か
げ
で
実
験
は
成
功
し
、
論

文
はJ. Soc. Photogr. Sci. Tech. Japan

に
掲
載
さ
れ
た
。

１
９
８
６
年
に
帰
国
す
る
ま
で
に
私
は
10
本
以
上
の
論
文
を
発
表
し
た
。
そ
の
間
、私
は
日
本
写
真
協
会
の
専
門
家
、

た
と
え
ば
千
葉
大
学
の
小
林
裕
幸
教
授
、
三
位
信
夫
教
授
、
東
京
工
芸
大
学
学
長
の
菊
池
真
一
教
授
、
浜
野
裕
司
教
授
、
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さ
ら
に
は
三
菱
製
紙
研
究
所
の
二
木
清
所
長
、
富
士
フ
イ
ル
ム
研
究
所
主
任
で
国
際
画
像
技
術
学
会
主
席
の
谷
忠
昭
博

士
ら
と
交
流
・
協
力
を
し
、
彼
ら
の
熱
心
な
指
導
や
支
援
を
受
け
た
。

客
員
研
究
員
と
し
て
日
本
に
来
て
い
た
た
め
、
私
は
当
初
、
博
士
の
学
位
を
取
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
日
本
滞
在
中
に
発
表
し
た
論
文
は
す
で
に
東
京
大
学
の
博
士
の
要
求
に
達
し
て
い
た
た
め
、
本
多
先
生
は
、
私
に

学
位
を
取
る
た
め
の
口
頭
試
問
を
受
け
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
。
当
時
の
中
国
科
学
院
感
光
化
学
研
究
所
長
の
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
、
最
終
的
に
私
は
学
位
取
得
の
た
め
の
口
頭
試
問
を
申
請
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
口
頭
試
問
の
準
備
を

始
め
る
前
に
本
多
先
生
は
東
京
大
学
を
離
れ
て
京
都
大
学
へ
異
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
多
先
生
は
京
都

大
学
で
口
頭
試
問
を
受
け
て
も
よ
い
と
言
っ
て
く
れ
た
が
、
私
は
藤
嶋
先
生
や
ほ
か
の
先
生
の
意
見
を
聞
き
、
最
終
的

に
東
京
大
学
に
残
る
こ
と
を
決
め
た
。
１
９
８
４
年
12
月
の
教
授
会
で
私
の
博
士
学
位
の
口
頭
試
問
申
請
が
認
め
ら
れ

た
。
１
９
８
５
年
初
め
、私
は
客
員
研
究
員
と
し
て
の
研
究
を
終
え
て
帰
国
し
、口
頭
試
問
の
通
知
を
待
つ
こ
と
に
な
っ

た
。
博
士
の
試
験
と
口
頭
試
問
の
た
め
、
藤
嶋
先
生
は
同
窓
生
で
キ
ヤ
ノ
ン
推
進
技
術
部
長
の
中
津
井
博
士
の
資
金
援

助
を
受
け
る
な
ど
特
に
準
備
を
し
て
、
夏
休
み
に
あ
た
る
6
月
〜
8
月
に
東
京
大
学
で
2
ヵ
月
間
実
験
で
き
る
よ
う
に

計
ら
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
間
、
私
は
2
本
の
論
文
を
発
表
し
た
。

再
び
日
本
へ
、
さ
ら
に
一
歩
前
進
す
る

１
９
８
５
年
4
月
、
本
多
先
生
の
離
任
後
、
東
京
大
学
教
授
会
を
経
て
藤
嶋
先
生
は
助
教
授
か
ら
教
授
へ
昇
格
し
、

本
多
研
究
室
を
藤
嶋
研
究
室
と
し
て
率
い
る
こ
と
に
な
っ
た
。
１
９
８
５
年
末
、
私
は
再
び
東
京
大
学
を
訪
れ
、
藤
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嶋
先
生
が
行
う
博
士
学
位
の
口
頭
試
問
の
最
初
の
受
験
者
と
な
っ
た
。
私
は
東
京
大
学
工
学
部
で
最
初
の
外
国
人
女

性
工
学
博
士
と
な
り
、
１
９
８
６
年
1
月
、
東
京
大
学
は
工
学
博
士
証
書
を
授
与
し
た
。
１
９
８
８
年
１
月
、
私
が

東
京
で
の
会
議
に
出
席
し
た
と
き
、
産
経
新
聞
が
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
取
材
を
し
、
1
月
21
日
に
は
「
東
大
留
学
生
、

博
士
号
取
得
の
中
国
人
女
性
研
究
者
」
と
し
て
報
道
し
た
。
そ
の
後
、
私
は
北
京
で
中
国
光
明
日
報
の
取
材
も
受
け
、

１
９
９
１
年
4
月
19
日
、「
女
性
博
士
」
と
し
て
報
道
さ
れ
た
。

私
は
博
士
学
位
の
口
頭
試
問
の
期
間
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
か
ら
の
支
援
を
受
け
、
非
常
に
感
激
し
た
。
１
９
８
５
年

末
、
口
頭
試
問
が
行
わ
れ
る
2
ヵ
月
間
の
費
用
は
す
べ
て
東
京
大
学
が
援
助
し
て
く
れ
た
。
当
時
東
京
大
学
の
資
金
援

助
を
受
け
て
外
国
人
が
博
士
学
位
の
口
頭
試
問
を
受
け
ら
れ
る
機
会
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

新
技
術
開
発
事
業
団
（
Ｊ
Ｒ
Ｄ
Ｃ
、
現
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
や
友
人
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
っ
た
。
私
の

下
宿
先
の
渡
辺
さ
ん
一
家
、
日
本
感
光
色
素
研
究
所
の
小
合
社
長
、
山
野
貿
易
株
式
会
社
の
岡
田
社
長
な
ど
が
私
を
支

援
し
て
く
れ
て
い
た
。
私
は
ず
っ
と
岡
田
社
長
を
「
お
か
あ
さ
ん
」
と
呼
び
、
岡
田
社
長
は
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
私

に
電
話
を
し
て
仕
事
や
勉
強
の
様
子
を
聞
い
た
。
最
初
の
う
ち
、
岡
田
社
長
は
私
に
手
紙
を
書
く
よ
う
求
め
、
ど
の
手

紙
も
て
い
ね
い
に
添
削
し
て
返
し
て
く
れ
た
の
で
、
私
の
作
文
力
は
大
い
に
向
上
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
研
修
中
の
最
初

の
2
年
間
、中
国
の
駐
日
本
大
使
館
は
日
中
友
好
活
動
を
す
る
渡
辺
社
長
の
家
を
私
の
下
宿
先
と
し
て
紹
介
し
た
の
で
、

私
は
渡
辺
夫
妻
に
い
ろ
い
ろ
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
た
。
１
９
８
５
年
の
夏
休
み
と
年
末
の
2
回
、
私
は
日
本
を
訪
れ
て

実
験
と
口
頭
試
問
に
臨
ん
だ
が
、
い
ず
れ
も
渡
辺
夫
妻
が
成
田
空
港
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
、
さ
ら
に
家
で
ご
ち
そ
う

を
用
意
し
て
も
ら
い
、
資
金
の
援
助
も
し
て
く
れ
た
。
私
は
こ
の
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
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本
の
友
人
た
ち
も
私
の
論
文
執
筆
を
助
け
た
。
研
究
室
の
高
橋
洋
子
技
官
は
指
導
教
員
の
秘
書
と
し
て
、
私
の
口
頭
試

問
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
し
て
く
れ
た
。
試
験
官
た
ち
の
示
す
満
足
や
賛
辞
を
見
れ
ば
、
私
の
口
頭
試
問
へ
の

準
備
が
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
行
き
届
い
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
今
で
は
パ
ソ
コ
ン
で
論
文
を
執
筆
す
る
の
は
簡

単
だ
が
、
30
年
前
に
パ
ソ
コ
ン
は
今
ほ
ど
普
及
し
て
お
ら
ず
、
日
本
語
で
１
０
０
ペ
ー
ジ
以
上
の
論
文
を
書
く
こ
と
は

大
変
な
作
業
だ
っ
た
。
当
時
の
最
高
レ
ベ
ル
の
パ
ソ
コ
ン
は
ま
だPC-8001

で
、
私
は
日
本
語
を
打
つ
速
度
が
遅
か
っ

た
の
で
、
論
文
の
多
く
の
部
分
は
実
際
に
は
高
橋
洋
子
技
官
が
手
の
空
い
た
時
間
に
私
の
た
め
に
打
っ
た
も
の
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
一
部
は
、
こ
れ
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
が
、
萩
原
光
子
さ
ん
が
私
を
手
伝
っ
て
打
っ
て
く
れ
た
。
萩

原
さ
ん
は
私
が
出
版
社
で
働
い
た
と
き
の
友
人
で
、
ま
っ
た
く
化
学
用
語
を
知
ら
ず
、
化
学
式
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、

ミ
ス
な
く
正
確
な
文
章
を
打
っ
て
く
れ
た
。
最
終
的
に
博
士
論
文
を
装
丁
す
る
と
と
て
も
美
し
く
、
手
書
き
の
も
の
と

は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
。
私
は
東
京
大
学
の
口
頭
試
問
を
1
回
で
パ
ス
し
て
博
士
号
の
学
位
を
取
得
し
、
試
験

官
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
が
、
少
な
く
と
も
半
分
は
彼
女
た
ち
の
助
け
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

博
士
論
文
の
口
頭
試
問
の
前
に
は
専
門
の
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
１
９
８
５
年
11
月
〜
12
月
、
私

は
優
秀
な
成
績
で
物
理
化
学
、
英
語
、
分
析
化
学
、
有
機
化
学
な
ど
の
試
験
に
合
格
し
た
。
そ
の
後
口
頭
試
問
に
な
っ

た
が
、
私
の
博
士
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
「
電
気
化
学
的
方
法
を
用
い
た
感
光
化
学
に
お
け
る
銀
塩
拡
散
転
移
過
程
の

研
究
」
で
あ
っ
た
。
私
の
指
導
教
官
で
あ
る
藤
嶋
先
生
は
、
私
の
解
答
に
厳
し
い
要
求
を
出
し
、
時
間
は
55
〜
60
分

以
内
、
日
本
語
の
論
述
は
論
理
的
で
明
確
、
は
っ
き
り
と
表
現
す
る
よ
う
求
め
た
。
そ
し
て
藤
嶋
先
生
の
前
で
行
っ

た
予
備
試
問
で
、
私
は
先
生
の
お
墨
付
き
を
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
私
は
予
備
試
問
の
段
階
で
合
格
し
、
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二
次
試
問
を
免
除
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
も
、
ま
た
試
問
中
の
論
述
に
つ
い
て
も
、
藤
嶋
先
生
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
た
の
だ
っ
た
。

異
国
で
、
二
つ
と
な
い
友
情
を
得
た

私
に
と
っ
て
、
日
本
で
の
生
活
は
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
１
９
８
３
年
初
め
、
私
は
教
育
部
の
派
遣
し
た
20

人
あ
ま
り
の
中
国
人
と
一
緒
に
日
本
へ
行
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
大
使
館
か
ら
日
本
人
の
家
に
下
宿
す
る
よ
う
ア
レ
ン

ジ
さ
れ
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
日
本
語
の
上
達
に
も
役
立
ち
、
よ
り
早
く
日
本
社
会
に
と
け
込
め
る
か
ら
だ
。
私
は
東

北
か
ら
来
た
于
爾
捷
さ
ん
と
と
も
に
東
京
大
学
か
ら
離
れ
た
江
戸
川
区
に
あ
る
渡
辺
家
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
渡
辺

さ
ん
一
家
は
、
私
の
博
士
学
位
口
頭
試
問
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
私
た
ち
に
と
て
も
親
切
に
し

て
く
れ
た
。
ふ
だ
ん
、
渡
辺
夫
人
は
私
た
ち
の
た
め
に
米
や
麺
を
買
い
、
夏
に
は
冷
蔵
庫
に
す
い
か
を
冷
や
し
て
お
い

て
く
れ
た
し
、
私
た
ち
は
時
に
は
餃
子
を
作
っ
て
渡
辺
一
家
に
食
べ
て
も
ら
っ
た
。
休
み
の
日
に
は
、
渡
辺
夫
妻
は
私
と

よ
く
お
し
ゃ
べ
り
し
、
こ
れ
は
私
の
日
本
語
上
達
に
大
い
に
役
立
っ
た
。
私
は
本
多
先
生
や
藤
嶋
先
生
、
研
究
室
の
学

生
た
ち
を
家
に
招
待
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
渡
辺
家
は
東
京
大
学
の
先
生
が
う
ち
に
き
て
く
れ
る
な
ん
て
光
栄
だ
と

言
っ
て
喜
び
、
玄
関
で
一
家
が
に
こ
や
か
に
出
迎
え
、
腰
を
か
が
め
て
い
る
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
１
９
８
５
年
初

め
、
私
は
客
員
研
究
員
と
し
て
の
仕
事
を
終
え
て
日
本
を
離
れ
る
時
、
渡
辺
家
は
名
残
を
惜
し
ん
で
空
港
ま
で
送
っ
て

く
れ
た
。
半
年
後
、
今
度
は
私
を
空
港
ま
で
出
迎
え
た
の
だ
が
、
ゲ
ー
ト
を
出
て
顔
を
見
た
と
た
ん
、
渡
辺
夫
人
は
「
お

か
え
り
な
さ
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
私
は
本
当
に
感
動
し
た
。
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私
は
明
る
く
活
発
な
性
格
で
あ
り
、
日
本
で
多
く
の
友
だ
ち
が
で
き
た
。
私
が
博
士
学
位
を
取
っ
た
時
、
友
人
た
ち

が
電
話
で
お
祝
い
を
言
っ
て
く
れ
た
。
偶
然
に
も
、
口
頭
試
問
が
終
わ
っ
た
と
き
に
日
本
感
光
色
素
研
究
所
の
小
合
社

長
が
電
話
を
か
け
て
き
た
の
だ
が
、
合
格
を
知
っ
た
と
た
ん
「
ば
ん
ざ
い
」
と
叫
ん
だ
。
私
は
ぼ
う
ぜ
ん
と
し
て
ど
う

し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
招
待
を
受
け
て
2
度
目
に
研
究
所
を
訪
問
し
た
際
、
研
究
所

が
と
っ
て
く
れ
た
新
幹
線
の
切
符
は
前
回
よ
り
よ
い
指
定
席
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
東
京
大
学
で
の
博
士
学
位

取
得
が
、
日
本
人
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。
私
を
い
ろ
い
ろ
助
け
て
く
れ
た
出
版
社
の

友
人
、
萩
原
光
子
さ
ん
は
私
の
た
め
に
指
輪
を
オ
ー
ダ
ー
し
て
く
れ
た
。
そ
の
指
輪
は
今
で
も
私
の
指
に
は
め
ら
れ
て

い
る
。
本
多
研
究
室
で
親
切
に
し
て
く
れ
た
高
橋
洋
子
技
官
も
、
小
さ
な
こ
と
ま
で
行
き
届
い
て
私
の
面
倒
を
み
て
く

れ
た
。こ
の
2
人
の
こ
と
は
話
さ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
し
、彼
女
た
ち
と
の
友
情
は
生
涯
自
慢
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

東
京
大
学
5
号
館
は
私
に
多
く
の
感
動
的
な
物
語
を
残
し
て
く
れ
た
。
最
初
の
頃
の
本
多
研
究
室
も
、
そ
の
後
の
藤

嶋
研
究
室
も
、
そ
こ
で
の
出
来
事
は
ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
だ
。
藤
嶋
先
生
は
ア
メ
リ
カ
留
学
の
経
験
が
あ
り
、

留
学
生
の
外
国
生
活
が
ど
ん
な
に
大
変
か
を
、
身
を
も
っ
て
知
っ
て
い
た
の
で
、
留
学
生
を
国
内
の
学
生
よ
り
も
気
に

か
け
て
く
れ
た
。
私
は
日
本
に
来
る
前
に
少
し
日
本
語
を
勉
強
し
た
が
、
レ
ベ
ル
が
低
か
っ
た
の
で
、
研
究
室
に
来
て

か
ら
も
引
き
続
き
授
業
を
受
け
て
勉
強
し
た
い
と
思
っ
た
。
し
か
し
藤
嶋
先
生
は
そ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
。

「
言
語
は
ツ
ー
ル
だ
。
お
金
で
買
う
こ
と
が
で
き
る
。
で
も
き
み
は
技
術
と
方
法
を
学
び
に
来
た
。
そ
れ
は
お
金
で

買
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
の
き
み
の
日
本
語
で
十
分
だ
」。

半
年
後
、
藤
嶋
先
生
は
「
日
本
語
で
夢
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
か
い
」
と
聞
い
た
。
私
は
「
ほ
ん
と
う
に
見
る
よ
う
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に
な
り
ま
し
た
」
と
言
う
と
、
藤
嶋
先
生
は
笑
っ
て
、「
そ
れ
で
い
い
ん
だ
」
と
言
っ
た
。
私
は
2
年
間
、
自
身
の
努

力
と
藤
嶋
先
生
、
高
橋
洋
子
さ
ん
、
下
宿
の
渡
辺
夫
妻
、
岡
田
さ
ん
、
さ
ら
に
多
く
の
友
人
た
ち
に
助
け
ら
れ
て
長
足

の
進
歩
を
遂
げ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人
と
日
本
語
で
交
流
す
る
の
も
問
題
は
な
く
、
会
議
で
学
術
的
な
発
表
を
す
る
の
も
問
題
な

か
っ
た
。
あ
る
時
、
京
都
の
日
本
写
真
学
会
で
口
頭
発
表
を
し
た
が
、
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
と
質
問
へ
の
完
璧
な
回
答

で
、
2
度
の
大
き
な
拍
手
を
受
け
た
。
さ
ら
に
東
大
の
研
究
室
に
戻
る
と
突
然
み
ん
な
か
ら
祝
福
を
受
け
た
。
日
本
の

学
会
の
発
表
で
2
度
も
拍
手
を
も
ら
う
な
ん
て
、
め
っ
た
に
あ
る
こ
と
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
っ
た
。

恩
師
と
の
縁
は
、
一
生
か
け
て
も
話
し
終
わ
ら
な
い
物
語
だ

１
９
８
７
年
、
私
は
す
で
に
中
国
に
戻
っ
て
い
た
。
藤
嶋
先
生
は
招
待
を
受
け
て
湖
北
省
の
襄
樊
大
学
へ
講
演
に
来

る
こ
と
に
な
り
、
同
時
に
襄
樊
大
学
の
名
誉
教
授
と
な
っ
た
。
藤
嶋
先
生
は
中
国
で
初
め
て
名
誉
教
授
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
襄
樊
大
学
は
藤
嶋
先
生
に
物
理
化
学
を
2
日
間
講
義
し
て
も
ら
う
予
定
だ
っ
た
。
言
語
の
問
題
か
ら
、
藤
嶋
先

生
は
日
本
語
で
講
義
を
し
た
が
、
化
学
に
は
多
く
の
専
門
用
語
が
あ
る
の
で
、
一
緒
に
訪
問
し
た
私
が
通
訳
を
し
た
。

2
日
間
の
講
義
を
無
事
に
終
え
、
襄
樊
大
学
の
学
長
に
伴
わ
れ
、
藤
嶋
先
生
と
私
は
桂
林
観
光
を
し
た
。
藤
嶋
先
生
は

中
国
の
美
し
い
山
河
に
感
動
し
、
途
中
で
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。
こ
れ
も
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ
る
。

藤
嶋
先
生
は
普
段
と
て
も
忙
し
い
が
、
い
つ
も
細
や
か
に
周
り
の
人
を
気
遣
っ
て
く
れ
た
。
あ
る
時
、
私
は
長
く

家
か
ら
手
紙
が
届
か
な
い
と
言
っ
て
非
常
に
心
配
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
当
時
、
電
話
は
今
の
よ
う
に
普
及
し
て
い
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な
か
っ
た
し
、
国
際
電
話
は
非
常
に
高
か
っ
た
。
藤
嶋

先
生
は
私
に
お
金
を
渡
し
て
、
早
く
家
に
電
話
を
し
な

さ
い
と
言
っ
て
く
れ
た
。
電
話
を
終
え
て
私
は
や
っ
と

安
心
す
る
こ
と
が
で
き
、
心
の
中
は
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

藤
嶋
夫
人
も
優
し
い
方
で
、
留
学
生
に
と
て
も
よ
く
し

て
く
れ
た
。
私
が
日
本
に
来
て
間
も
な
い
頃
、
非
常
に
寒

か
っ
た
の
で
藤
嶋
夫
人
は
私
に
こ
た
つ
を
買
っ
て
く
れ

た
。
足
を
伸
ば
す
と
暖
か
く
、
私
の
心
ま
で
温
か
く
な
っ

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
藤
嶋
先
生
夫
妻
は
よ
く
留
学

生
や
研
究
室
の
学
生
を
家
に
招
待
し
て
く
れ
た
。
客
間
の

中
央
に
は
、
私
の
贈
っ
た
額
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
中
国
の
著
名
な
書
道
家
、
米
南
陽
が
書
い
た
、
藤
嶋
昭

先
生
の
名
前
の
字
の
入
っ
て
い
る
「
康
泰
昭
祥
」
の
額
で

あ
る
。
私
は
や
は
り
米
南
陽
先
生
に
本
多
健
一
先
生
の
た

め
に
「
健
挙
凌
雲
」
の
額
も
書
い
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
れ

は
本
多
先
生
の
客
間
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。

1987秋、藤嶋先生（右から２人目）は襄樊大学で
2日間の講義を終え，桂林観光をした。（左端が筆者）
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藤
嶋
夫
人
は
日
本
舞
踊
花
柳
流
の
名
取
で
有
名
な
人
で
あ
り
、
よ
く
公
演
を
開
い
て
い
た
。
私
や
学
生
た
ち
は
毎
回

見
に
行
き
、
藤
嶋
先
生
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
。
藤
嶋
先
生
の
家
に
集
ま
る
時
は
、
踊
り
を
踊
っ
た
り
ご
ち

そ
う
を
食
べ
た
り
、
非
常
に
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
当
時
、
研
究
室
に
は
ア
メ
リ
カ
の
共
同
研
究
者
が
3
歳

の
子
ど
も
と
一
緒
に
日
本
に
来
て
い
た
が
、
藤
嶋
先
生
夫
妻
は
嫌
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
に
面
倒
を
見
て
い
て
、
こ
の
ア
メ

リ
カ
の
研
究
者
と
も
非
常
に
仲
が
良
か
っ
た
。

本
多
先
生
と
藤
嶋
先
生
の
誠
実
さ
と
善
意
は
研
究
室
を
引
っ
張
り
、
研
究
室
メ
ン
バ
ー
も
誠
実
さ
で
応
え
た
。

１
９
８
５
年
1
月
、
客
員
研
究
員
と
し
て
の
仕
事
を
終
え
て
帰
国
す
る
時
、
下
宿
先
の
渡
辺
さ
ん
が
車
を
運
転
し
て
成

田
空
港
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
。
と
こ
ろ
が
空
港
に
つ
く
と
、
な
ん
と
10
数
人
の
研
究
室
の
学
生
た
ち
が
目
の
前
に
立
っ

て
い
る
で
は
な
い
か
。
成
田
空
港
は
都
内
か
ら
離
れ
て
い
る
し
、
学
生
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら

学
校
に
通
っ
て
い
る
。
成
田
空
港
を
往
復
す
る
と
そ
の
交
通
費
は
2
日
分
の
ア
ル
バ
イ
ト
代
と
同
じ
く
ら
い
だ
。
私
は

思
わ
ず
涙
が
出
た
。
5
ヵ
月
後
、
博
士
の
口
頭
試
問
の
た
め
、
藤
嶋
先
生
や
学
生
た
ち
の
援
助
を
受
け
て
私
は
日
本
へ

戻
っ
た
。
翌
日
研
究
棟
に
入
る
と
、
1
階
の
廊
下
に
は
学
生
た
ち
が
書
い
た
「
陳
さ
ん
の
再
訪
を
歓
迎
し
ま
す
」
と
い

う
横
断
幕
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
私
は
ま
た
感
動
で
涙
を
流
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
研
究
室
の
学
生
た
ち
が
出
て
き

て
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
2
日
間
、
私
は
5
号
館
の
有
名
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
真
心
で
あ
っ
た
。

１
９
８
６
年
、私
は
中
国
科
学
院
感
光
化
学
研
究
所
に
戻
り
、１
９
８
７
年
に
副
研
究
員
、研
究
室
主
任
に
選
ば
れ
た
。

１
９
９
０
年
に
研
究
員
に
昇
格
、
１
９
９
２
年
に
は
感
光
化
学
研
究
所
の
副
所
長
に
任
じ
ら
れ
た
。
私
は
帰
国
後
、
国
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内
唯
一
の
銀
塩
拡
散
転
移
シ
ス
テ
ム
を
研
究
す
る
研
究
室
と
電
気
化
学
研
究
の
基
盤
を
確
立
し
た
。
私
が
帰
国
後
、
ス

ム
ー
ズ
に
実
験
が
で
き
る
よ
う
、藤
嶋
教
授
は
私
に
回
転
リ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
電
極
（
Ｒ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
）
電
気
化
学
装
置
を
贈
っ

て
く
れ
た
が
、
そ
れ
に
は
10
数
個
の
電
極
や
部
品
も
含
ま
れ
て
お
り
、
電
極
は
1
個
10
万
円
ほ
ど
し
て
い
た
。
こ
う
し

た
サ
ポ
ー
ト
は
、
藤
嶋
教
授
が
私
の
研
究
の
計
画
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
。

帰
国
後
に
創
業
、
恩
師
た
ち
の
期
待
を
決
し
て
裏
切
ら
な
い

私
は
日
本
に
い
る
と
き
、
藤
嶋
先
生
の
影
響
を
受
け
、
革
新
的
な
価
値
の
あ
る
論
文
を
発
表
し
続
け
た
。
同
時
に
応

用
研
究
も
行
い
、
実
用
的
価
値
の
あ
る
も
の
を
国
や
社
会
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
た
。
藤
嶋
先
生
の
自
己
浄

化
材
料
が
日
本
の
有
名
な
ビ
ル
に
使
わ
れ
、社
会
か
ら
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、私
も
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

私
は
帰
国
後
、
責
任
が
重
大
だ
と
感
じ
た
。
学
ん
だ
海
外
の
先
進
的
な
考
え
方
、
方
法
、
技
術
を
中
国
国
内
に
定
着

さ
せ
、
国
内
の
ト
ッ
プ
を
走
る
感
光
化
学
研
究
の
分
野
を
よ
り
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
心
に
決
め
た
。
私
は
研
究

者
を
育
て
、
電
気
化
学
的
な
方
法
と
新
た
な
Ｃ
Ｃ
Ｄ
電
荷
結
合
素
子
を
使
い
、
感
光
化
学
に
お
け
る
物
理
的
現
像
過
程

の
瞬
間
的
高
速
現
像
動
力
学
を
研
究
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
書
い
た
論
文
は
数
本
連
続
し
て
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の

感
光
画
像
関
連
の
一
流
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
、
そ
の
う
ち
2
本
は
ト
ッ
プ
掲
載
さ
れ
た
。

ま
た
私
は
帰
国
後
、
山
野
貿
易
と
協
力
し
、
中
国
科
学
院
と
日
本
感
光
色
素
研
究
所
と
の
研
究
を
進
め
て
、
日
中
友

好
研
究
所
関
係
を
結
ん
だ
。
１
９
８
８
年
頃
、有
機
系
光
記
憶
デ
ィ
ス
ク
が
世
界
の
記
憶
材
料
研
究
の
焦
点
に
な
っ
た
。

両
研
究
所
は
２
０
０
３
年
ま
で
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
共
同
研
究
を
行
い
、
日
本
側
が
色
素
を
提
供
し
、
私
の
研
究
グ
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ル
ー
プ
は
シ
ア
ニ
ン
を
使
っ
た
有
機
系
光
記
憶
デ
ィ
ス
ク
を
研
究
し
、
4
人
の
修
士
・
博
士
課
程
学
生
と
1
人
の
ポ
ス

ト
ド
ク
タ
ー
を
育
て
、
外
国
の
雑
誌
に
10
数
本
の
論
文
を
発
表
し
て
、
２
０
０
３
年
に
共
同
で
岡
山
市
の
「
山
陽
科
学

技
術
賞
」
を
受
賞
し
た
。
同
時
に
、
私
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
清
華
大
学
と
中
国
科
学
院
が
担
当
す
る
国
家
科
学
技
術
部

の
８
６
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
1
つ
「
光
記
憶
デ
ィ
ス
ク
と
材
料
」
に
参
加
し
て
成
果
を
上
げ
、国
の
検
査
に
合
格
し
た
。

中
国
に
戻
っ
て
か
ら
、
私
は
そ
れ
ま
で
の
研
究
を
ベ
ー
ス
に
、
国
の
経
済
や
国
民
生
活
へ
の
応
用
へ
関
心
を
移
し
て

い
っ
た
。
そ
れ
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
か
っ
た
と
も
言
え
る
。
私
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
長
年
蓄
積
し
て
き
た
感
光
に
お
け

る
銀
塩
拡
散
転
移
シ
ス
テ
ム
が
、
新
し
い
高
速
直
接
製
版
印
刷
に
使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
三

菱
製
紙
研
究
所
の
二
木
清
所
長
を
挙
げ
な
い
わ
け
に
い
か
な
い
。
私
た
ち
は
日
本
写
真
学
会
で
知
り
合
い
、
私
は
こ
の

研
究
所
が
開
発
し
た
写
真
直
接
製
版
が
銀
塩
拡
散
転
移
の
技
術
を
使
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

二
木
所
長
は
私
を
研
究
所
見
学
に
招
い
て
交
流
を
行
い
、
そ
の
成
果
は
大
き
か
っ
た
。
１
９
８
６
年
、
私
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
国
家
出
版
署
か
ら
の
依
頼
で
、
短
期
間
で
高
速
製
版
印
刷
の
開
発
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
印
刷
分
野
に
足
を

踏
み
入
れ
た
。
１
９
９
５
年
、
ド
イ
ツ
の
国
際
印
刷
・
メ
デ
ィ
ア
産
業
展
Ｄ
Ｒ
Ｕ
Ｐ
Ａ
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か

ら
の
直
接
製
版
技
術
（Com

puter to Plate, CT
P

）
が
紹
介
さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
発
展
に
伴
っ
て
、
全
世

界
を
席
巻
し
た
。

こ
の
こ
と
は
10
数
年
に
わ
た
り
、
私
の
研
究
と
仕
事
に
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
し
た
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
こ
の

ト
レ
ン
ド
を
捉
え
、
優
位
性
を
発
揮
し
、
国
家
自
然
基
金
委
員
会
と
中
国
科
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

支
援
を
受
け
て
、
銀
塩
拡
散
転
移
の
原
理
を
利
用
し
て
Ｃ
Ｔ
Ｐ
の
開
発
に
成
功
し
、
写
真
直
接
製
版
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
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タ
直
接
製
版
の
開
発
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
テ
ス
ト
を
完
了
し
た
。
そ
れ
は
印
刷
・
製
版
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
ハ
イ
テ
ク
と

し
て
、
材
料
や
技
術
な
ど
多
く
の
難
題
を
解
決
し
、
科
学
研
究
成
果
の
実
用
化
、
産
業
化
の
成
功
と
し
て
、
中
国
科
学

院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
国
家
８
６
３
計
画
、
国
家
発
展
改
革
委
員
会
の
支
持
を
得
た
の
で
あ
る
。

２
０
０
３
年
、
広
東
省
に
国
内
最
初
の
銀
塩
Ｃ
Ｔ
Ｐ
機
器
生
産
基
地
が
設
立
さ
れ
、
銀
塩
Ｃ
Ｔ
Ｐ
生
産
ラ
イ
ン
が
産

業
化
を
実
現
し
た
。
こ
の
製
品
は
品
質
が
高
く
、
価
格
が
安
い
と
い
う
優
位
性
を
持
ち
、
人
民
日
報
、
北
京
日
報
、
羊

城
晩
報
な
ど
の
印
刷
媒
体
に
利
用
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
輸
出
さ
れ
て
高
い
評
価
を
受
け
、
海
外
の
多
国
籍
企
業
と

肩
を
並
べ
る
ま
で
に
な
り
、
多
国
籍
企
業
の
中
国
で
の
独
占
を
打
破
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
国
家
発
展
改
革
委

員
会
新
材
料
分
野
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
選
ば
れ
、
10
年
優
秀
成
果
賞
を
受
賞
し
た
。

２
０
０
６
年
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
新
材
料
分
野
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
の
第
5
位
に
選
ば
れ
た
。
２
０
０
７
年
、
科
技
日

報
が
私
を
取
材
し
、
11
月
13
日
に
全
面
記
事
で
報
道
さ
れ
た
。
２
０
１
２
年
、
私
は
中
国
感
光
学
会
科
学
技
術
一
等
賞

を
受
賞
し
た
。

私
の
指
導
の
下
、
研
究
室
は
Ｃ
Ｔ
Ｐ
研
究
に
お
い
て
常
に
国
内
ト
ッ
プ
を
走
っ
て
い
る
。
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
私

た
ち
は
新
た
な
研
究
分
野
を
切
り
開
き
、
研
究
員
た
ち
の
た
め
に
将
来
性
の
あ
る
ポ
リ
チ
オ
フ
ェ
ン
誘
導
体
な
ど
の
導

電
性
化
合
物
の
研
究
を
行
い
、
独
自
の
真
空
自
己
集
合
方
法
の
開
発
や
一
次
元
、
二
次
元
、
中
空
、
コ
ア
シ
ェ
ル
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
構
造
の
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
Ｔ
ナ
ノ
複
合
材
料
の
製
造
を
実
現
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
修
士
・
博
士
課
程
の
大
学
院
生

を
30
人
以
上
育
て
、１
０
０
本
以
上
の
学
術
論
文
を
発
表
し
、10
件
以
上
の
発
明
特
許
を
申
請
し
て
権
利
を
取
得
し
、『
永

存
的
視
覚
（
永
遠
に
残
る
視
覚
）』
を
執
筆
し
た
。
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後
進
の
育
成
、
恩
師
た
ち
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
取
る

帰
国
後
も
私
は
藤
嶋
研
究
室
と
緊
密
に
連
携
し
て
き
た
。
特
に
、
後
に
藤
嶋
研
究
室
で
勉
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た
将

来
有
望
な
学
生
の
劉
忠
範
、
蔡
汝
雄
、
姚
建
年
、
江
雷
、
只
金
芳
た
ち
は
研
究
室
と
深
い
関
係
を
持
つ
。
１
９
８
５
年

夏
、
蔡
汝
雄
と
劉
忠
範
は
相
次
い
で
藤
嶋
研
究
室
の
博
士
課
程
に
合
格
し
、
ち
ょ
う
ど
東
大
に
い
た
私
は
、
藤
嶋
先
生

と
と
も
に
2
人
に
面
接
試
験
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
江
雷
は
１
９
９
１
年
に
北
京
で
開
か
れ
た
日
中
光
化
学
学

会
の
際
に
、
私
に
希
望
し
て
藤
嶋
先
生
と
会
っ
た
が
、
そ
の
頃
の
彼
は
ま
だ
無
口
で
可
愛
い
少
年
だ
っ
た
。
只
金
芳
は

私
と
は
天
津
の
南
開
大
学
の
同
窓
で
あ
る
優
秀
な
学
生
で
、
１
９
９
１
年
公
費
日
本
留
学
生
と
な
り
、
北
京
へ
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
に
来
た
が
、
私
は
迷
わ
ず
藤
嶋
先
生
を
推
薦
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
１
９
９
５
年
に
私
は
研
究
室
の
修
士
課

程
学
生
、
孫
仁
徳
が
公
費
日
本
留
学
生
に
な
れ
る
よ
う
骨
を
折
り
、
博
士
課
程
に
進
学
で
き
る
よ
う
藤
嶋
先
生
に
推
薦

し
た
。
彼
は
日
本
の
あ
る
大
企
業
に
就
職
し
、
現
在
は
技
術
部
門
の
中
心
的
立
場
に
い
る
。

学
業
を
終
え
、
帰
国
す
る
こ
れ
ら
の
留
学
生
た
ち
に
、
藤
嶋
先
生
は
惜
し
み
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
。
藤
嶋
先
生
は

私
に
、
彼
ら
が
い
い
仕
事
に
つ
き
、
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
助
け
る
つ
も
り
だ
と
話
し
て
い
た
。
私
も
彼
ら
を
で
き

る
だ
け
助
け
た
い
と
思
っ
た
。
藤
嶋
先
生
か
ら
の
推
薦
を
受
け
て
北
京
大
学
に
最
初
に
勤
め
た
劉
忠
範
は
、
私
が
電
気

化
学
の
専
門
家
で
あ
る
蔡
生
明
教
授
と
何
度
も
会
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
最
終
的
に
北
京
大
学
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
姚
建
年
の
帰
国
は
や
や
遅
く
、
１
９
９
５
年
に
藤
嶋
先
生
は
、
私
が
副
所
長
を
務
め
る
感
光
化
学
研
究
所

に
行
け
る
よ
う
、
中
国
科
学
院
に
彼
を
推
薦
し
た
。
私
も
全
力
で
協
力
し
、
中
国
科
学
院
人
事
局
に
行
っ
て
留
学
か
ら

帰
国
し
た
彼
の
就
職
の
交
渉
を
し
、
最
後
に
は
院
が
管
理
す
る
３
Ｄ
Ｋ
の
住
宅
の
最
後
の
1
室
を
確
保
し
、
姚
建
年
一
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家
は
無
事
に
帰
国
し
て
仕
事
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

帰
国
後
、
私
は
自
分
が
呼
び
寄
せ
た
学
生
の
う
ち
、
優
秀
な
楊
永
安
に
姚
建
年
の
指
導
に
当
た
ら
せ
、
彼
が
で
き
る

だ
け
早
く
研
究
に
打
ち
込
め
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
１
年
後
、
感
光
研
究
所
は
姚
建
年
を
全
国
政
協
委
員
に
推
薦
し

た
の
で
あ
る
。
２
０
０
０
年
、
彼
は
中
国
科
学
院
の
人
事
異
動
で
中
国
科
学
院
化
学
研
究
所
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
只
金
芳
は
藤
嶋
先
生
の
推
薦
に
よ
り
、
私
の
い
る
中
国
科
学
院
理
科
学
技
術
研
究
所
（
以
前
の
中
国
科
学
院
感

光
化
学
研
究
所
）
に
入
り
、
私
は
彼
女
の
た
め
に
中
国
科
学
院
１
０
０
人
計
画
の
資
金
獲
得
を
援
助
し
た
。

江
雷
は
藤
嶋
先
生
の
自
慢
の
学
生
で
、
国
家
１
０
０
人
計
画
の
1
人
と
し
て
中
国
科
学
院
化
学
研
究
所
に
推
薦
さ
れ

て
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
み
な
藤
嶋
先
生
の
学
生
で
あ
り
、
帰
国
後
、
中
国
の
科
学
技
術
に
大
き
な
貢

献
を
し
、
最
高
の
栄
誉
を
獲
得
し
た
。
こ
れ
は
藤
嶋
先
生
も
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
私
も
彼
ら
の
先
輩
と
し
て
、

や
は
り
彼
ら
を
心
か
ら
誇
り
と
し
て
い
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

中
国
科
学
院
理
化
学
技
術
研
究
所
研
究
員
、
博
士
課
程
教
員
。
１
９
６
３
年
天
津
南
開
大
学
化
学
学
部
を
卒
業
、
中
国
科
学
院
に
配
属

さ
れ
る
。
化
学
研
究
所
、
感
光
化
学
研
究
所
、
理
化
学
技
術
研
究
所
な
ど
で
研
究
を
行
い
、
中
国
科
学
院
感
光
化
学
研
究
所
の
副
所
長
を

務
め
た
。
中
国
感
光
学
会
常
務
副
理
事
長
兼
秘
書
長
。
欧
米
同
窓
会
日
本
留
学
分
会
副
理
事
長
。
中
国
印
刷
設
備
・
器
材
工
業
協
会
技
術

委
員
会
委
員
。
感
光
材
料
標
準
委
員
会
副
主
任
。
印
刷
材
料
標
準
委
員
会
副
主
任
。
中
国
の
感
光
化
学
と
印
刷
分
野
に
お
け
る
著
名
専
門

家
で
あ
る
。
１
９
８
３
年
、
客
員
研
究
員
と
し
て
東
京
大
学
工
学
部
に
留
学
、
１
９
８
６
年
1
月
、
藤
嶋
教
授
が
最
初
の
主
宰
主
審
で
東
京

大
学
工
学
部
初
の
外
国
人
女
性
工
学
博
士
号
取
得
。





グ
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劉忠範
（北京大学博雅首席教授、北京グラフェン研究院院長、

中国科学院院士、発展途上国科学院院士）
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藤
嶋
昭
先
生
の
研
究
室
と
出
会
い
、「
Ｌ
Ｂ
膜
研
究
」
分
野
で
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
科
学
者
に

私
は
１
９
８
４
年
10
月
に
日
本
に
留
学
し
、
１
９
９
０
年
3
月
に
東
京
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
た
。
１
９
９
０
年

4
月
か
ら
１
９
９
１
年
8
月
、
１
９
９
１
年
8
月
か
ら
１
９
９
３
年
6
月
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
東
京
大
学
と
愛
知
県
岡
崎

市
に
あ
る
分
子
科
学
研
究
所
で
ポ
ス
ド
ク
と
し
て
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
後
、
１
９
９
３
年
6
月
5
日
に
北
京
大

学
に
戻
り
、
化
学
学
部
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
。

１
９
９
３
年
に
帰
国
し
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
私
は
北
京
大
学
で
す
で
に
24
年
間
教
壇
に
立
っ
て
い
る
。
そ
し

て
現
在
は
、
中
国
科
学
院
院
士
、
全
国
人
民
代
表
大
会
の
代
表
な
ど
数
多
く
の
肩
書
を
持
つ
身
だ
。
１
９
８
４
年
10
月

5
日
に
遡
る
と
、
当
時
は
ま
さ
に
中
国
の
改
革
開
放
が
始
ま
っ
て
ま
も
な
い
初
期
の
段
階
だ
っ
た
。
中
国
国
家
教
育
委

員
会
か
ら
の
派
遣
で
、
私
は
他
の
成
績
優
秀
な
学
生
約
１
０
０
人
と
共
に
、
日
本
へ
留
学
し
た
。
私
が
初
め
に
通
っ
た

の
は
横
浜
国
立
大
学
で
、
そ
こ
で
2
年
半
勉
強
し
、
修
士
号
を
取
得
し
た
。

横
浜
国
立
大
学
で
、
私
は
、
生
物
電
気
化
学
を
研
究
し
、
学
術
上
の
成
果
を
あ
る
程
度
収
め
た
も
の
の
、
私
自
身
が

想
像
し
て
い
た
科
学
研
究
と
は
ま
だ
開
き
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
新
し
く
環
境
を
変
え
る
た
め
、
横
浜
国
立
大
学
か
ら
、

日
本
の
最
高
学
府
で
あ
る
東
京
大
学
に
研
究
の
場
を
移
す
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
光
電
気
化
学
と
光
触
媒
反
応
の
分

野
で
非
常
に
有
名
な
藤
嶋
昭
先
生
と
出
会
っ
た
。
１
９
８
７
年
4
月
、
東
京
大
学
の
博
士
課
程
の
入
学
試
験
に
無
事
合

格
し
た
私
は
、
志
望
通
り
藤
嶋
先
生
の
研
究
室
で
の
研
究
を
始
め
た
。
こ
の
研
究
室
で
、
私
は
本
当
の
意
味
で
の
学
術

キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
そ
し
て
こ
の
研
究
室
こ
そ
が
私
が
夢
を
追
い
求
め
始
め
る
場
所
に
も
な
っ
た
。
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ま
だ
貧
し
く
発
展
が
遅
れ
て
い
た
中
国
か
ら
先
進
国
の
日
本
へ
渡
る
に
際
し
、
私
は
祖
国
の
大
き
な
期
待
を
背
負
う

と
同
時
に
、
旺
盛
な
知
識
欲
を
抱
い
て
い
た
。
し
か
し
、
横
浜
国
立
大
学
で
学
ん
だ
2
年
半
の
間
、
私
は
常
に
物
足
り

な
さ
を
感
じ
、
ど
の
分
野
を
研
究
す
れ
ば
い
い
の
か
も
定
ま
ら
ず
、
藤
嶋
先
生
の
研
究
室
に
行
く
ま
で
、
ず
っ
と
喪
失

感
に
襲
わ
れ
て
い
た
。
１
９
８
７
年
4
月
、
私
が
藤
嶋
先
生
の
研
究
室
に
入
っ
て
ま
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

が
、
研
究
課
題
の
選
択
だ
。
藤
嶋
先
生
は
あ
る
実
験
室
に
私
を
案
内
し
、
ほ
こ
り
が
積
も
っ
た
器
具
を
指
さ
し
な
が
ら
、

「
こ
れ
は
Ｌ
Ｂ
膜
を
作
る
装
置
で
、
今
は
誰
も
使
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
使
っ
て
、
学
位
論
文
を
書
い
て
み
る
の
は
ど

う
か
」と
勧
め
た
。
こ
う
し
て
私
は
状
況
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
Ｌ
Ｂ
膜
分
野
の
研
究
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

当
時
、
Ｌ
Ｂ
膜
の
研
究
は
最
新
の
分
野
だ
っ
た
。
Ｌ
Ｂ
膜
技
術
を
活
用
す
る
と
、
両
親
媒
性
の
分
子
を
き
れ
い
に
秩

序
立
て
て
並
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
１
９
８
０
年
代
、
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
デ
バ
イ
ス
、
分
子
電
子
学
な
ど
、
新

し
い
学
科
・
分
野
が
登
場
す
る
に
つ
れ
、
広
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
藤
嶋
先
生
の
研
究
室
は
、
主

に
半
導
体
・
光
電
気
化
学
を
研
究
し
て
お
り
、
Ｌ
Ｂ
膜
分
野
は
あ
ま
り
研
究
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
Ｌ
Ｂ
膜
の
研

究
を
し
て
い
た
学
生
ら
は
既
に
卒
業
し
て
お
り
、
私
は
当
時
同
研
究
室
で
Ｌ
Ｂ
膜
を
研
究
す
る
唯
一
の
大
学
院
生
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
は
と
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
必
要
と
す
る
孤
独
な
旅
で
あ
っ
た
。

藤
嶋
先
生
は
普
段
、
実
験
す
る
学
生
に
具
体
的
な
指
示
を
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
も
の
の
、
私
に
は
研
究
を
始
め

た
ば
か
り
の
時
期
に
、「
文
献
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
、
興
味
を
覚
え
た
文
献
は
何
度
も
読
み
な
お
す
よ
う
に
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。
そ
の
言
葉
に
従
い
、
私
は
Ｌ
Ｂ
膜
関
連
の
文
献
を
た
く
さ
ん
読
み
、
そ
の
過
程
で
、
ア
ゾ
ベ
ン
ゼ
ン

Ｌ
Ｂ
膜
に
関
す
る
作
業
に
強
い
興
味
を
抱
い
た
。
藤
嶋
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
私
は
何
度
も
実
験
を
繰
り
返
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し
、
そ
れ
を
博
士
論
文
の
テ
ー
マ
に
し
た
。
偶
然
出
会
っ
た

長
鎖
ア
ゾ
ベ
ン
ゼ
ン
分
子
の
Ｌ
Ｂ
膜
の
研
究
だ
っ
た
も
の
の
、

私
は
科
学
研
究
の
真
の
お
も
し
ろ
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、

少
し
ず
つ
成
果
が
出
る
喜
び
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
私
の
3
本
目
と
な
る
論
文
が
国
際
的
な
総
合
科

学
ジ
ャ
ー
ナ
ルN

ature

に
掲
載
さ
れ
る
と
、
ア
ゾ
ベ
ン
ゼ
ン

Ｌ
Ｂ
膜
に
基
づ
く
光
電
気
化
学
情
報
保
存
技
術
が
多
く
の
人

の
注
目
を
集
め
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
も
こ
れ
を
取
り
上
げ
る
特
別

報
道
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
私
は
Ｌ
Ｂ
膜
分
野
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
科
学
研
究

論
文
を
数
十
本
発
表
し
、
同
分
野
で
は
名
実
共
に
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
専
門
家
に
な
っ
た
。
２
０
０
０
年
、
ド
イ
ツ
・

ポ
ツ
ダ
ム
で
開
催
さ
れ
た
第
9
回
分
子
・
組
織
分
子
膜
国
際

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
招
か
れ
た
私
は
招
待
論
文
を
発
表
し
た
。

ま
た
、
私
は
２
０
０
３
年
に
第
10
回
分
子
・
組
織
分
子
膜
国

際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
会
長
を
務
め
、
そ
の
後
も
長
年
に
わ

メディアで紹介される藤嶋先生と筆者
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た
り
、
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
国
際
組
織
委
員
会
の
委
員
を

務
め
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
私
は
2
人
の
科
学
者
と
共
に
、

ア
ジ
ア
組
織
分
子
膜
学
術
会
議
を
立
ち
上
げ
た
。
藤
嶋
先
生

の
研
究
室
で
、
私
は
本
当
の
意
味
で
科
学
研
究
に
魅
せ
ら
れ
、

藤
嶋
先
生
が
私
を
そ
の
神
聖
な
科
学
の
世
界
へ
と
導
き
、
科

学
研
究
を
私
に
と
っ
て
一
生
打
ち
込
め
る
仕
事
に
し
た
の
だ
。

教
師
と
学
生
の
枠
を
超
え
た
「
ド
リ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
」

夢
を
追
い
求
め
続
け
る
過
程
で
、
私
は
藤
嶋
先
生
を
「
ド

リ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
私
が
抱
い
て

い
た
夢
の
一
つ
一
つ
が
、藤
嶋
先
生
の
導
き
の
下
で
生
ま
れ
、

現
実
と
な
っ
た
か
ら
だ
。

こ
こ
で
は
ビ
ー
ル
券
に
ま
つ
わ
る
あ
る
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。
日
本
の
経
済
が
バ
ブ
ル
景
気
に

沸
い
て
い
た
１
９
８
０
年
代
末
、
有
名
な
教
授
だ
っ
た
藤
嶋

先
生
は
、
企
業
か
ら
よ
く
ビ
ー
ル
券
を
贈
ら
れ
て
い
た
。
通

常
、
ビ
ー
ル
券
1
枚
で
ビ
ー
ル
4
本
と
引
き
換
え
る
こ
と
が

2008年 1月 8日、国際会議で発表する筆者
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で
き
た
。
藤
嶋
先
生
は
そ
ん
な
ビ
ー
ル
券
を
よ
く
、
学
生
を
励
ま
す
た
め
に
使
っ
て
い
た
。
酒
好
き
の
私
も
そ
の
恩
恵

に
よ
く
あ
ず
か
り
、「
実
験
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
の
な
ら
、
ビ
ー
ル
券
を
あ
げ
る
か
ら
、
友
達
と
一
杯
や
っ
て
か

ら
ま
た
帰
っ
て
き
て
続
け
た
ら
」と
、何
気
な
く
気
遣
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
、私
は
今
で
も
は
っ
き
り
と
記
憶
し
て
い
る
。

具
体
的
な
実
験
指
導
は
あ
ま
り
し
な
い
も
の
の
、
藤
嶋
先
生
の
学
術
的
視
野
や
科
学
の
問
題
に
対
す
る
把
握
力
は
、

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。
実
験
デ
ー
タ
に
非
常
に
敏
感
で
、
雑
然
と
し
た
デ
ー
タ
の
中
か
ら
、
価
値
あ
る
手
が
か
り
を

見
つ
け
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
研
究
を
す
る
よ
う
学
生
を
励
ま
し
た
。
そ
し
て
、
学
生
が
自
分
の
能
力
を
自
由
に
発
揮

で
き
る
よ
う
な
環
境
を
与
え
、
学
生
が
自
分
で
体
験
し
、
腕
を
磨
き
、
科
学
研
究
の
楽
し
み
を
感
じ
、
自
分
に
合
っ
た

作
業
や
勉
強
の
方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
助
け
た
。
藤
嶋
先
生
の
研
究
室
で
は
、
効
率
や
利
益
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
は
な
く
、
科
学
研
究
そ
の
も
の
の
お
も
し
ろ
さ
だ
け
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
験
装
置
や
消
耗
品
を
購

入
す
る
点
で
も
、
藤
嶋
先
生
は
、
度
量
が
あ
り
で
き
る
だ
け
学
生
の
需
要
を
満
た
す
よ
う
努
め
て
く
れ
た
。

普
段
、
藤
嶋
先
生
は
非
常
に
忙
し
い
も
の
の
、
時
間
を
取
っ
て
学
生
を
励
ま
し
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。
特
に
、
中

国
人
留
学
生
に
と
っ
て
、
藤
嶋
先
生
は
恩
師
で
あ
る
と
同
時
に
、
友
人
で
も
あ
り
、
そ
の
関
係
は
今
に
至
る
ま
で
続
い

て
い
る
。
博
士
課
程
を
修
了
し
た
後
、
私
は
米
国
で
引
き
続
き
深
く
研
究
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
も
の
の
、
1
度
目

の
ビ
ザ
の
申
請
は
却
下
さ
れ
た
。
移
民
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
だ
っ
た
。
2
度
目
に
在
日
米
国

大
使
館
で
ビ
ザ
の
申
請
を
し
た
時
、
藤
嶋
先
生
は
自
ら
保
証
人
と
し
て
出
向
き
、
私
を
い
た
く
感
動
さ
せ
た
。
結
局
、

そ
の
時
も
申
請
を
却
下
さ
れ
た
も
の
の
、
藤
嶋
先
生
の
学
生
に
対
す
る
心
か
ら
の
関
心
と
サ
ポ
ー
ト
は
、
私
の
記
憶
に
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し
っ
か
り
と
刻
み
込
ま
れ
、
そ
の
後
の
教
師
と
し
て
の
人

生
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

2
回
に
わ
た
る
ビ
ザ
申
請
却
下
を
う
け
、
私
は
米
国
行

き
を
断
念
し
、
藤
嶋
先
生
の
提
案
も
あ
っ
て
引
き
続
き
研

究
室
で
研
究
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
藤
嶋
先
生
の
研
究
室

で
研
究
し
約
5
年
た
っ
た
１
９
９
１
年
8
月
、
私
は
環
境

を
変
え
て
、
新
し
い
事
を
学
び
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
藤
嶋
先
生
に
国
立
の
分
子
科
学
研
究
所
に

行
き
、
著
名
な
化
学
者
・
井
口
洋
夫
教
授
の
下
で
、
生
物

有
機
半
導
体
材
料
を
研
究
し
た
い
と
い
う
思
い
を
伝
え

た
。
藤
嶋
先
生
は
私
の
思
い
を
尊
重
し
、「
井
口
教
授
が

受
け
入
れ
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
ま
た
戻
っ
て
来
た
ら
い

い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、
私
の
志
望
が
通
り
、

井
口
教
授
の
指
導
の
下
、
新
し
い
分
野
の
研
究
が
始
ま
っ

た
。
そ
の
期
間
中
も
、
私
は
藤
嶋
先
生
と
頻
繁
に
連
絡

し
、
藤
嶋
先
生
も
惜
し
み
な
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
く

れ
た
。

留学期間の研究室の
パーティー写真
（左端が藤嶋先生、
 筆者は左から3番目）

留学期間の研究室活動写真　
（藤嶋先生は左端、

筆者は右から2番目）
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必
要
な
時
に
、
藤
嶋
先
生
は
い
つ
も
学
生
の
立
場
に

立
っ
て
問
題
を
考
え
、
で
き
る
限
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

く
れ
る
。
そ
ん
な
師
の
姿
が
現
在
に
至
る
ま
で
、
私
に
大

き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。
日
本
か
ら
帰
国
し
て
か

ら
の
24
年
間
、
中
国
科
学
院
院
士
で
、
北
京
大
学
の
教
授

で
あ
る
私
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
は
、
外
国
人
留
学
生
も
多

く
、彼
ら
の
言
語
や
生
活
習
慣
の
違
い
を
、私
は
身
を
も
っ

て
知
る
よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
留
学
生
を
指
導
す
る
こ
と

は
、
中
国
人
の
学
生
を
指
導
す
る
よ
り
も
難
し
い
こ
と
を

知
っ
て
い
る
。
藤
嶋
先
生
が
留
学
生
の
面
倒
を
見
て
い
た

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
特
に
自
ら
留
学
生
と

共
に
大
使
館
へ
行
っ
て
ビ
ザ
の
申
請
を
手
伝
う
と
い
う
の

は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

私
は
今
で
も
、
毎
年
正
月
3
日
の
午
後
に
、
藤
嶋
先
生
の

家
で
行
わ
れ
る
恒
例
の
新
年
会
を
覚
え
て
い
る
。
そ
の
会

で
は
、
豪
華
な
日
本
料
理
を
食
べ
、
お
い
し
い
日
本
酒
を

飲
み
、
即
興
で
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
て
、
外
国
で
あ
る

1998年 5月 4日、北京大学設立100周年記念日に鐘を鳴らす
儀式の写真（左から季羨林氏、李嶺氏、王選氏、筆者）
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日
本
で
暮
ら
す
留
学
生
全
員
に
と
っ
て
、
そ
れ
ら
は
素
晴

ら
し
い
思
い
出
と
し
て
記
憶
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

１
９
９
３
年
6
月
5
日
、
私
は
帰
国
し
、
北
京
大
学
の

化
学
学
部
の
教
壇
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
私
が
1
日
も

早
く
北
京
大
学
で
自
分
の
研
究
室
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
藤
嶋
先
生
は
井
口
教
授
と
共
に
、
ト
ラ
ッ

ク
1
台
分
の
機
器
や
装
置
を
贈
呈
し
て
く
れ
た
。
当
時
、

そ
れ
は
未
曾
有
の
こ
と
で
、
駐
日
中
華
人
民
共
和
国
大
使

館
と
当
時
の
中
国
教
育
委
員
会
も
注
目
し
、
海
洋
総
合
調

査
船
「
向
陽
紅
」
が
そ
れ
ら
最
先
端
の
科
学
研
究
装
置
を

中
国
に
運
ぶ
よ
う
手
配
し
て
く
れ
た
。
ま
た
駐
日
中
華
人

民
共
和
国
大
使
館
は
、
私
の
た
め
に
歓
送
会
を
開
き
、
当

時
の
中
国
国
家
教
育
委
員
会
留
学
生
司
や
北
京
大
学
の
関

連
の
ト
ッ
プ
ら
が
北
京
首
都
国
際
空
港
で
帰
国
を
出
迎
え

て
く
れ
た
。
１
９
９
３
年
10
月
末
、
藤
嶋
先
生
は
北
京
大

学
で
「
中
日
光
電
気
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
マ
テ
リ
ア
ル
・

分
子
電
子
学
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
私
が
中
国
で
引
き

第一回日中光電気インテリジェント・マテリアル・分子電子学セミナー
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続
き
そ
の
科
学
研
究
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
。同
セ
ミ
ナ
ー
で
私
は
主
席
を
務
め
、

藤
嶋
先
生
は
日
本
の
学
者
数
十
人
を
伴
っ
た
だ
け
で
な
く
、さ
ら
に
は
多
く
の
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
も
伴
っ
て
参
加
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
現
在
も
続
い
て
お
り
、
規
模
も
当
初
の
数
十
人
か
ら
今
で
は
数
百
人
に
ま
で
拡
大
し
、
す
で
に
藤

嶋
先
生
が
姚
建
年
院
士
や
江
雷
院
士
、
顧
忠
沢
教
授
、
只
金
芳
研
究
員
と
い
っ
た
彼
の
中
国
人
の
教
え
子
の
発
展
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
学
術
活
動
と
な
っ
て
い
る
。
藤
嶋
先
生
は
多
忙
を
極
め
て
い
て
も
、
毎
回
セ
ミ
ナ
ー
に
は
必
ず
参
加
し
、

教
え
子
ら
も
こ
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
に
満
ち
た
セ
ミ
ナ
ー
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

孤
軍
奮
闘
で
は
な
く
「
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
」
を
作
り
上
げ
る

私
の
背
後
に
は
「
夢
を
抱
い
た
チ
ー
ム
」
が
控
え
て
い
る
。
私
は
１
９
９
３
年
に
帰
国
す
る
と
、
す
ぐ
に
自
身
の
科

学
研
究
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
。
藤
嶋
先
生
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
私
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
学
生
の
育
成
を
特
に

重
視
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、毎
週
一
回
開
く
学
術
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
新
年
会
や
5
月
1
日
の
「
メ
ー
デ
ー
」
の
旅
行
、

故
郷
に
戻
り
活
動
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
私
の
学
生
に
対
す
る
気
遣

い
や
そ
の
努
力
は
多
く
の
実
を
結
び
、
研
究
室
か
ら
教
授
や
研
究
員
44
人
を
輩
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
助
教
授

や
副
研
究
員
な
ど
を
、
中
国
国
内
外
の
有
名
学
府
や
科
学
研
究
所
な
ど
に
輩
出
し
て
お
り
、
北
京
大
学
に
も
3
人
の
教

授
を
送
り
込
ん
だ
。
そ
れ
ら
卒
業
生
の
多
く
は
既
に
業
界
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
っ
て
お
り
、
4
人
が
海
外
ハ
イ
レ
ベ

ル
人
材
招
致
「
千
人
計
画
」（
一
類
）
に
、
7
人
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
ク
ス
パ
ー
ト
・
リ
ク
ル
ー
ト
メ
ン
ト
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
青
年
千
人
計
画
）」
に
、
3
人
が
「
国
家
ハ
イ
レ
ベ
ル
人
材
特
別
支
援
計
画
」
の
学
者
に
、
5
人
が
「
国
家



31 「グラフェン」の夢を追い続けて

傑
出
青
年
科
学
基
金
」
に
、
7
人
が
「
優
秀
青
年
科
学
基
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
、
4
人
が
「
長
江
学
者
奨
励
計
画
」

に
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
も
輩
出
し
て
お
り
、
8
人
が
企
業
の
会
長

や
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
に
な
り
、う
ち
4
人
が
私
の
研
究
室
で
奨
学
金
を
設
立
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
、

藤
嶋
先
生
が
重
視
し
て
い
た
人
材
育
成
と
い
う
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
継
承
し
て
き
た
成
果
だ
。

学
生
が
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
と
私
は
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
と
共
に
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど

の
国
に
援
助
を
提
供
し
、
ア
ジ
ア
の
科
学
技
術
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
日
本･

ア
ジ
ア
青
少
年
サ
イ

エ
ン
ス
交
流
計
画
（
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
）」
に
協
力
し
た
り
、
藤
嶋
先
生
の
研
究
室
と
の
連
携
も
さ
ら
に
強

化
し
た
。
２
０
１
６
年
2
月
、
私
は
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
時
間
を
取
っ
て
研
究
室
に
加
わ
っ
た
ば
か
り
の
学
生
数

人
を
連
れ
て
東
京
理
科
大
学
を
訪
問
し
、
藤
嶋
先
生
の
研
究
室
と
学
習
交
流
を
実
施
し
た
。
日
本
の
科
学
研
究
文
化
を

肌
で
感
じ
、
日
本
人
の
学
習
に
対
す
る
姿
勢
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
学
生
ら
が
学
習
や
科
学
研
究
の
良
い
習
慣
を
身

に
着
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

24
年
間
の
努
力
を
経
て
、
私
の
研
究
チ
ー
ム
に
は
現
在
、
１
２
０
人
が
所
属
す
る
ま
で
発
展
し
、
北
京
大
学
で
最
大

の
学
術
チ
ー
ム
、
世
界
に
名
を
馳
せ
る
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
材
料
研
究
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
近
年
、
私
は
い
ず
れ
も
中

国
で
初
め
て
と
な
る
学
際
的
な
北
京
大
学
ナ
ノ
科
学
・
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
、
北
京
大
学
ナ
ノ
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、

北
京
市
低
次
元
カ
ー
ボ
ン
材
料
科
学
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
、
北
京
大
学

東
京
大
学
ナ
ノ
カ
ー

ボ
ン
材
料
卓
越
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
中
国
化
学
会
ナ
ノ
化
学
専
門
委
員
会
、
国
家
ハ
イ
レ
ベ
ル
人
材
特
別
支

援
計
画
」
の
「
科
学
者
工
作
室
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
「
中
国
初
」
を
実
現
し
て
い
る
。
ま
た
実
用
的
な
技
術
の
研
究
開
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発
を
強
化
す
る
た
め
、
私
は
、
北
京
大
学

凱
盛
グ
ラ
フ
ェ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
、
北
京
大
学

宝
安

科
学
技
術
聯

合
実
験
室
、
北
京
グ
ラ
フ
ェ
ン
研
究
院
な
ど
も
立
ち
上
げ
た
。
私
が
、
こ
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
藤
嶋
先
生
か
ら
受
け
た
丁
寧
な
指
導
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

「
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
研
究
」
を
さ
ら
な
ら
高
み
へ

「
新
材
料
の
キ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
グ
ラ
フ
ェ
ン
は
、
1
原
子
の
厚
さ
のsp

2

結
合
炭
素
原
子
の
シ
ー
ト
状
物
質
で
、

炭
素
原
子
と
そ
の
結
合
か
ら
で
き
た
蜂
の
巣
の
よ
う
な
六
角
形
格
子
構
造
を
と
っ
て
い
る
。
２
０
０
４
年
、
英
国
マ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
の
物
理
学
者
・
ア
ン
ド
レ
・
ガ
イ
ム
と
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ノ
ボ
セ
ロ
フ
が
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
（
ス

コ
ッ
チ
テ
ー
プ
）
に
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
（
黒
鉛
）
の
か
け
ら
を
貼
り
付
け
て
剥
が
す
こ
と
で
、
単
層
の
グ
ラ
フ
ェ
ン
を
得

る
こ
と
に
初
め
て
成
功
し
た
。
グ
ラ
フ
ェ
ン
は
バ
ン
ド
ギ
ャ
ッ
プ
が
ゼ
ロ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
帯
構
造
で
、
著
し
く
高
い
電

子
移
動
度
を
も
ち
、
導
電
性
は
銀
を
超
え
、
現
時
点
で
最
高
の
熱
伝
導
率
を
備
え
て
い
る
。
そ
の
強
度
は
鋼
の
２
０
０

倍
で
、「
黒
い
金
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
広
く
応
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
戦
略
的
新
興
材
料
の
一

種
だ
。
ア
ン
ド
レ
・
ガ
イ
ム
と
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ノ
ボ
セ
ロ
フ
は
２
０
１
０
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
。

そ
の
時
か
ら
、
グ
ラ
フ
ェ
ン
は
学
術
界
や
産
業
界
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
世
界
的
に
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
研

究
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。

私
の
チ
ー
ム
は
２
０
０
８
年
か
ら
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
分
野
の
研
究
を
始
め
た
。
私
の
オ
フ
ィ
ス
に
は
、
グ
ラ
フ
ェ
ン
の

構
造
模
型
が
置
か
れ
て
お
り
、私
は
現
在
、グ
ラ
フ
ェ
ン
の
分
野
で
は
屈
指
の
一
流
専
門
家
と
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
る
。
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グ
ラ
フ
ェ
ン
の
原
材
料
調
合
は
、
今
後
の
グ
ラ
フ
ェ
ン
産
業
の
基
礎
と
な
り
、
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
分
野
に
お
け
る
研
究

開
発
の
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
る
。
私
の
チ
ー
ム
は
、
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
薄
膜
材
料
生
成
の
面
で
旗
手
役
を
担
っ
て
お

り
、
化
学
気
相
成
長
の
研
究
の
面
で
も
、
先
駆
的
か
つ
学
界
を
リ
ー
ド
す
る
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

私
は
日
本
で
長
年
学
ん
だ
経
験
か
ら
本
当
の
意
味
で
役
に
立
つ
こ
と
に
対
し
コ
ツ
コ
ツ
と
着
実
に
積
み
重
ね
て
い
く

こ
と
を
非
常
に
重
視
し
て
い
る
。
特
に
近
年
、
中
国
の
学
術
界
が
文
献
に
ば
か
り
注
目
し
、
研
究
成
果
の
転
化
率
は
非

常
に
低
く
、
見
掛
け
倒
し
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
中
身
の
薄
い
科
学
研
究
文
化
に
1
日
も
早
く

変
化
を
も
た
ら
し
、
本
当
の
意
味
で
価
値
の
あ
る
こ
と
を
行
い
、
科
学
そ
の
も
の
に
役
に
立
つ
こ
と
や
、
国
の
経
済
や

国
民
の
生
活
に
役
に
立
つ
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
日
本
人
は
地
道
に
か
つ
確
実
に
物
事
を
進

め
、
科
学
や
社
会
に
有
益
な
こ
と
を
、
心
を
込
め
て
行
う
。
こ
れ
は
、
日
本
人
が
過
去
20
年
も
の
間
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

次
々
受
賞
し
て
い
る
根
本
的
な
理
由
で
も
あ
る
と
考
え
、
中
国
の
研
究
者
に
も
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

基
礎
研
究
の
産
業
化
に
は
時
間
と
忍
耐
が
必
要
で
、
炭
素
繊
維
の
発
展
史
は
そ
の
典
型
的
な
ケ
ー
ス
だ
。
東
レ
は
、

１
９
７
０
年
代
初
め
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
炭
素
繊
維
材
料
の
工
業
量
産
を
行
っ
て
い

る
。
当
初
は
、
炭
素
繊
維
を
使
っ
た
釣
り
竿
や
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
し
か
製
作
で
き
な
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
航
空
・
宇

宙
飛
行
、
国
防
な
ど
の
分
野
を
支
え
る
材
料
に
な
っ
て
い
る
。
東
レ
が
、
炭
素
繊
維
の
原
材
料
の
調
合
の
面
で
行
っ

て
き
た
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
は
、
今
日
の
炭
素
繊
維
産
業
に
お
け
る
重
要
な
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
。
私
は
、
グ
ラ
フ
ェ
ン

産
業
も
今
後
、
同
じ
よ
う
な
発
展
の
道
を
歩
み
、
決
し
て
一
夜
に
し
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い

た
め
、
我
慢
強
く
努
力
し
続
け
東
レ
の
よ
う
な
職
人
の
精
神
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
私
は
、「
私
の
チ
ー
ム
は
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そ
の
歴
史
に
お
け
る
重
責
を
喜
ん
で
担
う
」
と
強
調
し
て

い
る
。
私
の
チ
ー
ム
は
ハ
イ
エ
ン
ド
・
グ
ラ
フ
ェ
ン
の

薄
膜
生
成
の
面
で
多
大
な
努
力
を
費
や
し
、
同
分
野
で
支

え
と
な
る
働
き
を
す
る
柱
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
０
８

年
以
降
、
私
の
チ
ー
ム
は
グ
ラ
フ
ェ
ン
の
分
野
に
お
い

て
大
き
な
成
果
を
相
次
い
で
上
げ
て
お
り
、
グ
レ
ー
ド

グ
ラ
フ
ェ
ン
薄
膜
、
ス
ー
パ
ー
ク
リ
ー
ン
グ
ラ
フ
ェ
ン
、

ス
ー
パ
ー
グ
ラ
フ
ェ
ン
ガ
ラ
ス
、
ス
ー
パ
ー
グ
ラ
フ
ェ
ン

フ
ァ
イ
バ
ー
、
新
世
代
グ
ラ
フ
ェ
ン
基
半
導
体
照
明
技
術
な

ど
は
い
ず
れ
も
グ
ラ
フ
ェ
ン
研
究
の
発
展
の
最
前
線
を
歩
む

代
表
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

私
と
そ
の
チ
ー
ム
は
こ
う
し
た
研
究
成
果
で
満
足
す
る
こ

と
は
な
く
、
グ
ラ
フ
ェ
ン
産
業
の
今
後
の
発
展
の
た
め
に
、

多
く
の
模
索
を
行
っ
て
い
る
。
北
京
市
政
府
の
サ
ポ
ー
ト
の

下
、
私
は
、「
北
京
グ
ラ
フ
ェ
ン
研
究
院
」
の
立
ち
上
げ
を

推
進
し
、
国
際
グ
ラ
フ
ェ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を

構
築
し
、
自
ら
そ
の
院
長
も
務
め
て
い
る
。
同
研
究
院
に
は

実験室にいる筆者
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10
年
で
計
20
億
元
（
約
３
４
０
億
円
）
が
投
じ
ら
れ
、
第
一

期
実
験
室
の
面
積
は
2
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
専
門
研
究
開
発

職
員
は
３
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。
研
究
院
は
、
今
後
の
グ

ラ
フ
ェ
ン
産
業
の
核
心
技
術
の
発
祥
地
、
政
府
・
産
学
研
の

連
携
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
文

化
建
設
モ
デ
ル
エ
リ
ア
、
国
際
ハ
イ
レ
ベ
ル
人
材
集
結
地
・

起
業
拠
点
に
す
る
と
い
う
位
置
付
け
の
下
、
す
で
に
国
家
科

学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
「
新
型
研
究
開
発
機

構
」
試
験
ポ
イ
ン
ト
拠
点
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
産
学
研

が
効
果
的
に
連
携
す
る
と
い
う
の
は
中
国
の
ハ
イ
テ
ク
産
業

の
発
展
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
き
た

た
め
、
私
は
、「
企
業
研
究
開
発
代
工
」
と
い
う
概
念
を
提

案
し
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
理
念
に
基
づ
き
、
私
は
北
京
グ

ラ
フ
ェ
ン
研
究
院
に
、
特
定
の
企
業
を
対
象
に
し
た
専
門
の

研
究
開
発
チ
ー
ム
を
複
数
設
置
し
て
、
そ
れ
ら
企
業
の
グ
ラ

フ
ェ
ン
応
用
研
究
開
発
機
構
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
産
学
研
連
携
の
ス
タ
イ
ル
は
、
研
究
開

北京のグラフェン研究院
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「北京市グラフェン産業イノベーションセンター」の
立ち上げの儀式にいる筆者

発
チ
ー
ム
に
明
確
で
具
体
的
な
応
用
目
標
を
提
供
す
る
と
同

時
に
、
研
究
開
発
成
果
の
産
業
化
の
実
行
と
い
う
問
題
も
解

決
し
、
研
究
開
発
ス
タ
ッ
フ
と
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
、
さ
ら
に
、
ハ
イ
テ
ク
研

究
開
発
の
た
め
に
安
定
し
た
資
金
援
助
を
提
供
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

北
京
グ
ラ
フ
ェ
ン
研
究
院
は
そ
の
成
立
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て

す
で
に
巨
大
な
吸
引
力
を
発
揮
し
、
中
国
国
内
外
の
同
業
者

か
ら
広
く
注
目
を
集
め
て
い
る
。
ま
た
、
私
が
筆
頭
と
な
り

「
中
関
村
グ
ラ
フ
ェ
ン
産
業
連
盟
」
を
立
ち
上
げ
、
理
事
長

を
務
め
た
り
、「
北
京
市
グ
ラ
フ
ェ
ン
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
」
の
立
ち
上
げ
を
促
進
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
、
中
国
の
今
後
の
グ
ラ
フ
ェ
ン
産
業
の
た
め
に
強
固
な
基
礎

を
築
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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2013年 3月 9日、第十二回全国人民代表大会代表団で
スピーチする筆者

中国科学技術二等賞受賞（右から2番目が筆者）
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
４
年
10
月
日
本
に
留
学
。
１
９
９
０
年
3
月
、
東
京
大
学
で
博
士
号
を
取
得
。
１
９
９
０
年
4
月
か
ら
１
９
９
１
年
8
月
、

１
９
９
１
年
8
月
か
ら
１
９
９
３
年
6
月
ま
で
、
東
京
大
学
と
愛
知
県
岡
崎
市
に
あ
る
分
子
科
学
研
究
所
で
博
士
研
究
員
と
し
て
研
究
に

取
り
組
む
。

１
９
９
３
年
6
月
5
日
、
北
京
大
学
に
戻
り
、
化
学
学
部
の
教
員
に
な
り
、
同
年
教
授
に
昇
進
す
る
。
１
９
９
４
年
、
第
1
期
中
国

国
家
自
然
科
学
基
金
傑
出
人
材
基
金
支
援
を
受
け
る
。
１
９
９
９
年
、「
長
江
学
者
奨
励
計
画
」
の
デ
ィ
ス
テ
ィ
ン
グ
イ
ッ
シ
ュ
ト
プ
ロ

フ
ェ
ッ
サ
ー
に
選
ば
れ
、
２
０
１
３
年
、
中
国
共
産
党
中
央
組
織
部
の
「
国
家
ハ
イ
レ
ベ
ル
人
材
特
別
支
援
計
画
」
の
傑
出
人
材
の
第
一

陣
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
る
。
主
に
、
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
材
料
、
二
次
元
原
子
ク
リ
ス
タ
ル
材
料
、
ナ
ノ
化
学
な
ど
の
研
究
に
従
事
し
、
グ
ラ

フ
ェ
ン
、
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
の
化
学
気
相
成
長
の
方
法
の
研
究
の
分
野
で
、
一
連
の
開
拓
に
向
け
た
主
導
的
な
役
割
を
担
い
、
世

界
的
に
も
認
め
ら
れ
た
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
材
料
の
研
究
者
の
一
人
と
な
っ
た
。

引
用
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
サ
イ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
（
Ｓ
Ｃ
Ｉ
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
学
術
論
文
は
約

５
０
０
編
で
、
中
国
で
取
得
し
た
特
許
は
70
件
以
上
。
中
国
の
国
家
基
礎
性
研
究
重
大 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
（
B
）、
９
７
３
計
画
、
ナ
ノ

重
大
研
究
計
画
な
ど
の
首
席
科
学
者
、
国
家
自
然
科
学
基
金
「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
ナ
ノ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
学
」
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究

グ
ル
ー
プ
学
術
リ
ー
ダ
ー
（
三
期
）
な
ど
を
務
め
た
。

現
在
、
北
京
グ
ラ
フ
ェ
ン
研
究
院
の
院
長
、
中
関
村
グ
ラ
フ
ェ
ン
産
業
連
盟
理
事
長
、
中
国
国
際
科
学
技
術
促
進
会
の
副
会
長
、
北

京
大
学
ナ
ノ
科
学
・
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
、
教
育
部
（
省
）・
科
学
技
術
委
員
会
の
委
員
、
学
風
建
設
委
員
会
の
副
会
長
、

国
際
合
作
学
部
の
副
部
長
、
北
京
市
人
民
政
府
専
門
家
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
委
員
会
の
委
員
な
ど
を
務
め
て
い
る
。
一
方
で
「
物
理
化
学

学
報
」
の
編
集
長
、「
科
学
通
報
」
の
副
編
集
長
も
務
め
て
い
る
。
ま
た
英
国
王
立
化
学
会
の
メ
ン
バ
ー
、
英
国
物
理
学
会
の
メ
ン
バ
ー
、

中
国
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
技
術
学
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
。

第
12
回
全
国
人
民
代
表
大
会
の
代
表
、
九
三
学
社
第
13
回
中
央
委
員
会
の
委
員
、
院
士
工
作
委
員
会
の
副
主
任
、
北
京
市
九
三
学
社

第
13
回
委
員
会
の
主
任
委
員
を
務
め
た
。
北
京
市
科
学
技
術
委
員
会
の
臨
時
副
主
任
を
務
め
た
経
験
も
あ
る
。



「
化
学
」の
理
想
に
捧
げ
た

研
究
人
生

姚建年
（中国科学院院士、中国化学会理事長、

国家自然科学基金委員会副主任、中国科学院化学研究所研究員）
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城
を
攻
め
る
に
そ
の
堅
さ
を
恐
れ
る
べ
か
ら
ず
。
書
を
攻
め
る
に
そ
の
難
し
さ
を
恐
れ
る
べ
か
ら
ず
。

科
学
の
道
は
険
し
く
と
も
、
全
力
で
戦
え
ば
乗
り
越
え
ら
れ
る
。

                   

―
―
―
葉
剣
英
『
攻
関
』

「
理
想
」
に
羽
を
与
え
た
優
れ
た
恩
師
の
指
導

私
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
人
生
を
、
化
学
を
熱
愛
し
、
化
学
を
理
想
と
し
て
過
ご
し
て
来
た
。

中
国
で
大
学
統
一
入
学
試
験
制
度
が
再
開
さ
れ
た
１
９
７
８
年
、私
は
福
建
師
範
大
学
化
学
科
に
合
格
し
て
入
学
し
、

化
学
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
１
９
８
３
年
の
卒
業
後
は
、
優
れ
た
成
績
が
認
め
ら
れ
、
大
学
に
残
っ
て
教
鞭
を

執
っ
た
。

１
９
８
０
年
代
の
中
国
は
改
革
開
放
の
初
期
に
あ
り
、
物
質
的
な
土
台
の
構
築
は
ま
だ
遅
れ
て
い
た
。
科
学
技
術
の

革
新
で
は
と
り
わ
け
、
先
進
国
と
の
差
は
依
然
と
し
て
大
き
か
っ
た
。
こ
の
弱
点
を
補
う
た
め
、
国
家
は
、
留
学
生
の

公
的
派
遣
に
関
す
る
多
く
の
政
策
を
相
次
い
で
制
定
し
、
優
秀
な
研
究
者
の
海
外
で
の
研
究
を
奨
励
し
た
。
当
時
、
福

建
師
範
大
学
で
教
え
て
い
た
私
は
、
自
ら
の
知
識
や
視
野
が
時
代
の
発
展
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
の
思
い
を
濃
く
し

て
お
り
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
外
国
へ
留
学
し
た
い
と
渇
望
し
て
い
た
。

チ
ャ
ン
ス
は
い
つ
も
、
備
え
の
あ
る
人
に
回
っ
て
く
る
。
母
校
で
5
年
に
わ
た
っ
て
教
壇
に
立
っ
て
い
た
私
は
、
化

学
の
分
野
で
そ
れ
な
り
の
実
績
を
残
し
て
い
た
の
で
そ
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
福
建
師
範
大
学
の
留
学
生
公
的
派
遣
の
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枠
を
見
事
獲
得
し
、「
一
生
を
化
学
に
捧
げ
る
」
と
い
う
理
想
に
一
歩
近
づ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

幸
運
な
こ
と
に
、
福
建
師
範
大
学
は
そ
れ
ま
で
に
専
門
家
や
学
者
を
組
織
し
、
東
京
大
学
の
藤
嶋
昭
研
究
室
を
訪
問

し
て
い
た
。
厳
格
か
つ
開
放
的
で
、
英
知
に
富
ん
だ
研
究
室
の
学
風
と
、
最
先
端
を
目
指
し
未
来
を
見
据
え
た
研
究
理

念
に
打
た
れ
た
彼
ら
は
、
藤
嶋
昭
先
生
の
研
究
室
で
私
が
学
べ
る
よ
う
推
薦
に
力
を
尽
く
し
て
く
れ
た
。
藤
嶋
先
生
は

当
時
、
化
学
者
と
し
て
す
で
に
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
た
。
藤
嶋
先
生
が
発
見
し
た
「
本
多

藤
嶋
効
果
」
は
、
光
触

媒
分
野
全
体
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。
優
れ
た
師
の
下
で
学
べ
る
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
間
違
い
な
く
将
来
の
研
究

発
展
に
つ
な
が
る
。
私
は
学
部
在
学
中
に
も
、
光
に
よ
っ
て
起
こ
る
物
理
化
学
過
程
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
。
藤
嶋
先

生
は
ま
さ
に
、
光
電
化
学
分
野
の
世
界
的
な
開
拓
者
で
あ
る
。
大
化
学
者
の
下
で
学
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
私
は
、
化
学

と
い
う
海
に
乗
り
出
す
た
め
の
最
初
の
灯
台
を
見
つ
け
た
思
い
だ
っ
た
。

一
方
の
藤
嶋
先
生
も
、
中
国
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
。
80
年
代
に
は
中
国
で
学
術
交
流
活
動
を
何
度
も
行

い
、
ア
モ
イ
大
学
に
も
客
員
教
授
と
し
て
招
か
れ
て
い
た
私
の
留
学
前
に
も
、
藤
嶋
先
生
は
ア
モ
イ
大
学
に
招
待
さ
れ
、

学
術
交
流
を
行
っ
た
。
当
時
の
ア
モ
イ
大
学
学
長
だ
っ
た
田
昭
武
院
士
は
こ
の
時
、
藤
嶋
先
生
に
私
を
推
薦
し
た
。
し

ば
ら
く
交
流
し
た
後
、
藤
嶋
先
生
は
私
を
東
大
の
研
究
室
に
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
め
た
。
初
対
面
な
が

ら
大
化
学
者
ら
し
い
藤
嶋
先
生
の
気
質
は
私
を
深
く
引
き
つ
け
た
。
豊
富
な
知
識
だ
け
で
な
く
人
柄
も
優
れ
て
い
る
。

何
よ
り
も
、
研
究
に
対
す
る
独
自
の
発
想
が
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
私
に
足
り
な
い
も
の
で
あ
り
、
必
要
と
し
て
い
た
も
の

だ
っ
た
。
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友
情
と
配
慮
に
恵
ま
れ
て
研
究
室
で
大
き
く
成
長

東
京
で
の
学
生
生
活
は
忙
し
く
、
貴
重
な
も
の
だ
っ
た
。
研
究
室
へ
の
往
復
時
間
を
節
約
す
る
た
め
、
私
は
留
学
後
、

東
京
大
学
か
ら
近
い
宿
舎
に
住
み
始
め
た
。
宿
舎
は
古
く
簡
素
な
も
の
で
、
こ
れ
を
知
っ
た
藤
嶋
先
生
は
、
普
段
は
ほ

と
ん
ど
車
を
運
転
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冷
蔵
庫
や
洗
濯
機
な
ど
の
家
電
を
自
ら
車
で
運
ん
で
き
た
。
東
京
大
学

の
著
名
な
教
授
が
自
ら
宿
舎
に
訪
れ
た
こ
と
に
、
私
は
感
激
し
恩
義
の
念
を
い
っ
そ
う
濃
く
し
た
。
宿
舎
の
家
主
も
そ

れ
を
知
っ
て
光
栄
だ
と
喜
ん
だ
。
恩
師
と
弟
子
と
は
互
い
へ
の
評
価
と
信
頼
で
通
じ
合
い
、
そ
の
友
情
は
春
の
花
の
よ

う
に
急
速
に
開
い
て
い
っ
た
。

異
国
に
身
を
置
く
中
国
人
留
学
生
が
寂
し
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
藤
嶋
先
生
と
夫
人
は
、
私
の
古
び
た
宿

舎
を
し
ば
し
ば
訪
れ
、
餃
子
を
一
緒
に
包
ん
だ
り
酒
を
飲
ん
だ
り
、
家
族
の
よ
う
に
に
ぎ
や
か
に
過
ご
し
た
。
藤
嶋
夫

妻
は
、
新
年
や
節
句
の
際
に
も
、
私
を
自
宅
に
招
い
て
祝
っ
て
く
れ
た
。
藤
嶋
先
生
の
思
い
や
り
と
友
情
は
、
日
本
に

い
た
8
年
間
、
私
の
心
を
い
つ
も
温
め
て
く
れ
た
。
藤
嶋
先
生
ら
の
お
か
げ
で
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
を
忘
れ
た
学
生
ら
は
、

さ
ら
な
る
時
間
と
力
を
注
い
で
、
よ
り
良
好
な
精
神
状
態
で
化
学
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。

藤
嶋
昭
研
究
室
は
、
国
際
的
な
研
究
チ
ー
ム
で
、
世
界
各
国
の
留
学
生
が
集
ま
っ
て
い
た
。
私
は
こ
こ
で
世
界
的
に

著
名
な
多
く
の
研
究
者
と
交
友
し
た
。
彼
ら
と
の
日
常
的
な
学
術
交
流
を
通
じ
て
、
世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
知
識
に

触
れ
、
研
究
の
視
野
は
大
き
く
広
が
っ
た
。
私
の
研
究
に
対
す
る
発
想
は
よ
り
大
き
く
開
か
れ
た
も
の
と
な
り
、
そ
の

後
の
化
学
研
究
の
展
開
に
、
確
か
な
理
論
と
学
問
と
し
て
の
土
台
が
築
か
れ
た
。

藤
嶋
研
究
室
は
東
京
大
学
5
号
館
に
あ
っ
た
。
私
は
毎
日
、
研
究
室
に
出
か
け
、「
化
学
研
究
」
と
い
う
理
想
と
し
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た
人
生
の
実
現
に
一
歩
一
歩
近
付
い
て
い
っ
た
。
私
の
国
内
で
の
研
究
関
心
は
フ
ォ
ト
ク
ロ
ミ
ズ
ム
（
光
可
逆
変
色
）

だ
っ
た
。
一
方
、
藤
嶋
研
究
室
の
課
題
の
多
く
は
光
電
化
学
分
野
に
集
中
し
て
い
た
。
私
は
両
者
を
う
ま
く
結
合
し
、

電
気
化
学
の
作
用
下
で
の
フ
ォ
ト
ク
ロ
ミ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
新
た
な
発
見
に
よ
っ
て
、
変
色
性
の
質
的
な
向
上
を
実
現

し
、
フ
ォ
ト
ク
ロ
ミ
ズ
ム
の
新
た
な
モ
デ
ル
を
切
り
開
い
た
。N

ature

に
発
表
さ
れ
た
こ
の
研
究
方
向
で
の
最
初
の
論

文
は
、
私
が
日
本
で
発
表
し
た
最
初
の
論
文
と
も
な
っ
た
（「
酸
化
モ
リ
ブ
デ
ン
フ
ィ
ル
ム
の
可
視
光
変
色
反
応
」）。

当
時
か
ら
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
るN

ature

だ
が
、
今
で
は
世
界
の
最
高
水
準
を
代
表
す
る
学
術
誌
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
。
今
日
振
り
返
っ
て
も
、
非
常
に
大
き
な
栄
誉
と
言
え
る
。

海
外
留
学
に
あ
た
っ
て
は
、
優
れ
た
大
学
と
優
れ
た
指
導
教
師
、
優
れ
た
研
究
室
と
い
う
3
つ
の
要
素
が
そ
ろ
っ
て

い
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
藤
嶋
研
究
室
は
こ
の
3
つ
の
基
準
を
完
全
に
満
た
し
て
い
た
。
藤
嶋
研
究
室
で

の
8
年
間
、
私
は
研
究
体
系
を
徐
々
に
確
立
し
て
い
っ
た
。
出
国
前
に
は
、
福
建
師
範
大
学
で
5
年
に
わ
た
っ
て
教
え

て
い
た
も
の
の
、
研
究
活
動
を
単
独
で
展
開
し
た
こ
と
は
な
く
、「
研
究
」
に
対
す
る
考
え
も
あ
や
ふ
や
だ
っ
た
。
藤

嶋
先
生
の
研
究
に
対
す
る
活
発
な
発
想
と
、
学
生
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る
指
導
方
式
は
、
私
に
は
大
き
く

役
立
っ
た
。
私
は
す
ぐ
に
、
研
究
に
お
い
て
い
か
に
独
立
し
た
思
考
を
展
開
し
、
科
学
の
問
題
を
い
か
に
発
見
・
解
決

し
、
研
究
目
標
を
い
か
に
設
定
・
実
現
す
る
か
を
覚
え
た
。
こ
う
し
た
体
系
的
な
科
学
研
究
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
私

が
研
究
の
世
界
に
ス
ム
ー
ズ
に
入
っ
て
い
く
の
を
助
け
た
。
私
は
そ
の
後
、
肥
沃
な
土
壤
で
太
陽
の
光
を
浴
び
た
樹
木

の
苗
の
よ
う
に
、
急
速
に
成
長
し
て
い
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。
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困
難
は
言
い
訳
で
は
な
く
高
み
を
目
指
す
た
め
の
ハ
シ
ゴ

１
９
８
７
年
か
ら
１
９
９
５
年
ま
で
の
8
年
に
わ
た
る
留
学
を
通
じ
て
、
私
は
日
本
の
進
ん
だ
科
学
技
術
が
社
会
生

活
の
隅
々
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
、
科
学
の
知
識
が
社
会
発
展
に
大
き
く
貢
献
で

き
る
こ
と
、
ま
た
そ
う
あ
る
べ
き
こ
と
を
痛
切
に
認
識
し
た
。
１
９
９
５
年
に
学
習
を
終
え
て
帰
国
す
る
と
、
中
国
科

学
院
感
光
化
学
研
究
所
で
化
学
研
究
活
動
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
感
光
化
学
研
究
所
は
私
に
、
30
平
米
余
り
の

小
さ
な
部
屋
を
与
え
た
。
簡
素
で
小
さ
な
こ
の
場
所
か
ら
、
私
は
自
ら
の
研
究
室
の
設
立
準
備
を
開
始
し
た
。

当
時
は
研
究
室
と
呼
べ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、何
か
を
す
る
場
所
が
や
っ
と
手
に
入
っ
た
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。

初
め
は
何
も
な
か
っ
た
。
機
器
類
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
事
務
用
の
机
も
ほ
か
の
場
所
か
ら
中
古
の
品
を
持
っ
て
く
る

始
末
だ
っ
た
。
研
究
員
も
南
開
大
学
の
大
学
院
生
を
借
り
て
く
る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
指

導
教
師
と
学
生
が
そ
ろ
い
、
独
立
し
た
研
究
活
動
を
何
と
か
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
室
に
は
設
立
当
初
、
研
究
機
器
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
当
時
の
研
究
資
源
は
す
べ
て
研
究
所
内
共
有
の
も
の

で
、ほ
か
の
人
の
実
験
装
置
や
器
具
類
を
借
り
る
こ
と
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
、所
外
で
実
験
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ

た
。
感
光
化
学
研
究
所
に
入
っ
た
ば
か
り
の
頃
は
と
に
か
く
経
費
が
不
足
し
て
い
た
。
当
時
は
お
金
を
使
う
の
が
も
っ

た
い
な
く
、
資
金
は
傑
出
青
年
基
金
の
20
万
元
だ
け
だ
っ
た
。
実
験
を
す
る
た
め
に
あ
ち
こ
ち
聞
い
て
ま
わ
り
、
実
験

設
備
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
協
力
を
持
ち
か
け
た
。
物
理
研
究
所
に
は
当
時
、
一
緒
に
帰
国
し
た
知
人
が
何
人
か
い
た
。

し
ば
し
ば
彼
ら
と
話
し
に
行
っ
た
が
、
知
識
面
で
の
交
流
を
し
た
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
協
力
し
て
実
験
面
で
の
便

宜
を
得
ら
れ
な
い
か
と
の
思
い
が
あ
っ
た
。
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経
費
節
約
の
た
め
、
実
験
で
用
い
る
小
型
の
設
備
も
、

所
内
で
共
同
購
入
し
て
共
用
し
た
。高
価
な
実
験
設
備
は
、

所
外
の
研
究
者
と
協
力
し
て
調
達
し
た
。
私
が
国
内
で
苦

し
い
研
究
条
件
に
直
面
し
て
い
る
と
聞
き
、
藤
嶋
先
生
も

実
験
用
品
を
購
入
し
、
日
本
か
ら
送
っ
て
く
れ
た
。
国
内

で
実
現
で
き
な
い
研
究
に
つ
い
て
は
、
藤
嶋
研
究
室
で

行
っ
た
ら
ど
う
か
と
提
案
し
て
く
れ
た
。

１
９
９
６
年
1
月
、
私
の
研
究
室
に
、
中
国
科
学
院
の

路
甬
祥
・
副
院
長
が
視
察
に
訪
れ
た
。
路
氏
も
当
時
の
中

国
に
ま
だ
こ
れ
ほ
ど
粗
末
な
研
究
室
が
あ
っ
た
か
と
驚

き
、
研
究
室
が
各
種
機
器
設
備
を
調
達
す
る
た
め
に
十
数

万
ド
ル
を
割
り
当
て
て
く
れ
た
。
研
究
室
は
こ
う
し
て
、

長
期
に
わ
た
り
外
部
に
過
度
に
依
存
し
て
い
た
局
面
を
打

開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

困
難
は
言
い
訳
に
過
ぎ
な
い
。
勤
勉
さ
こ
そ
が
事
業
を

発
展
さ
せ
る
。
科
学
の
道
は
険
し
い
が
、
勇
気
が
あ
れ
ば

よ
じ
登
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
を
私

研究チームの学生たちと問題について議論する姚建年院士
（2004年4月）
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顕微鏡を調整する姚建年院士

チームのメンバーと話し合う姚建年院士

プロジェクトチーム、博士卒業生と（2013年）
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は
、
自
ら
の
行
動
で
証
明
し
た
よ
う
に
思
っ
た
。
私
は
そ
の
後
、
国
の
方
針
に
基
づ
い
て
「
青
年
実
験
室
」
を
設
立

し
、
実
験
室
の
室
長
と
な
っ
た
。
数
年
の
努
力
を
経
て
、
実
験
室
は
大
き
く
拡
大
し
、
優
秀
な
研
究
チ
ー
ム
が
形
成
さ

れ
、
研
究
員
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
課
題
チ
ー
ム
を
組
織
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
研
究
経
費
も
年
々
増
加
し
、
年
間

５
０
０
万
元
前
後
に
増
え
た
。
多
く
の
国
家
重
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
相
次
い
で
担
当
し
、
光
化
学
研
究
の
領
域
で
優
れ

た
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

 さ
ま
ざ
ま
な
研
究
成
果
を
蓄
積

日
本
で
の
学
習
を
通
じ
て
、
私
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
の
展
開
に
極
め
て
重
要
と
な
る
多
く
の
研
究
方
法
を

把
握
し
た
。
帰
国
後
は
、
藤
嶋
研
究
室
に
在
籍
し
た
頃
の
研
究
方
向
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
有
機
小
分
子
光
化
学
の
新
た

な
方
向
を
切
り
開
い
た
。
光
化
学
プ
ロ
セ
ス
（
電
荷
移
動
励
起
状
態
な
ど
）
の
基
礎
研
究
か
ら
光
の
機
能
的
性
質
（
光

導
波
路
と
マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
レ
ー
ザ
ー
）
の
実
現
と
制
御
、
さ
ら
に
研
究
成
果
の
実
際
の
運
用
（
光
通
信
部
品
と
レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）
ま
で
、
研
究
の
道
を
一
歩
一
歩
進
め
、
そ
の
道
を
ま
す
ま
す
広
げ
、
足
取
り
を
ま
す
ま
す
確
か

な
も
の
と
し
て
い
っ
た
。

例
え
ば
新
型
光
機
能
材
料
の
基
礎
・
応
用
探
索
の
長
期
に
わ
た
る
研
究
で
は
、
有
機
低
次
元
機
能
材
料
や
ナ
ノ
光
電

子
学
な
ど
で
一
連
の
画
期
的
な
成
果
を
上
げ
た
。
ま
た
超
分
子
化
学
の
方
法
を
利
用
し
、
変
色
性
能
の
良
好
な
無
機
／

有
機
複
合
薄
膜
材
料
の
生
成
に
初
め
て
成
功
し
、
超
分
子
体
系
内
で
の
プ
ロ
ト
ン

電
子
協
同
移
動
の
新
た
な
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
打
ち
出
し
た
。
伝
統
的
な
変
色
材
料
に
対
す
る
貴
金
属
の
変
色
増
幅
作
用
を
発
見
し
、
シ
ョ
ッ
ト
キ
ー
接
合
の



48

増
幅
原
理
を
提
起
し
た
。
さ
ら
に
分
子
堆
積
膜
の
方
法
を
用
い
て
、
単
層
の
フ
ォ
ト
ク
ロ
ミ
ズ
ム
超
薄
膜
を
初
め
て
生

成
し
た
。
薄
膜
の
厚
さ
は
２
nm
以
下
で
、
超
薄
型
の
機
能
薄
膜
と
新
型
分
子
変
色
デ
バ
イ
ス
の
研
究
に
土
台
を
築
い
た
。

私
は
ま
た
、
超
分
子
化
学
の
考
え
方
を
材
料
の
分
野
に
持
ち
込
み
、
無
機

高
分
子
と
無
機

無
機
の
複
合
を
利
用

し
、
ゾ
ル
ゲ
ル
法
を
用
い
て
、
青
色
光
に
感
度
を
持
つ
良
好
な
薄
膜
の
生
成
に
成
功
し
、
中
国
が
完
全
な
知
的
財
産
権

を
持
つ
次
世
代
ブ
ル
ー
レ
イ
ス
ト
レ
ー
ジ
材
料
の
設
計
に
土
台
を
築
い
た
。

国
際
的
な
ナ
ノ
研
究
の
波
に
後
押
し
さ
れ
、
私
は
、
有
機
ナ
ノ
体
系
の
光
化
学
と
光
物
理
の
研
究
活
動
を
率
先
的
に

展
開
し
、
ナ
ノ
材
料
の
特
異
性
研
究
を
金
属
や
無
機
半
導
体
か
ら
有
機
小
分
子
の
分
野
に
広
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

ま
た
、
金
属
や
無
機
半
導
体
と
は
異
な
る
有
機
分
子
ナ
ノ
体
系
の
新
た
な
特
質
を
明
ら
か
に
し
、
有
機
ナ
ノ
光
機
能
材

料
の
設
計
と
製
造
に
理
論
的
な
土
台
を
与
え
、
新
型
光
機
能
材
料
の
研
究
や
開
発
、
新
型
光
電
機
能
デ
バ
イ
ス
の
構
築

に
新
た
な
方
法
と
道
を
提
供
し
た
。
私
の
研
究
室
の
研
究
成
果
に
啓
発
さ
れ
、
世
界
で
は
、
十
数
組
の
研
究
チ
ー
ム
に

よ
る
関
連
研
究
が
相
次
い
で
展
開
さ
れ
た
。

私
の
研
究
室
は
長
年
の
努
力
を
通
じ
て
数
多
く
の
成
果
を
上
げ
、N

ature, A
cc. C

hem
. R

es., C
hem

. Soc. R
ev., J. A

m
. 

C
hem

. Soc., A
ngew. C

hem
. Int. E

d., A
dv. M

ater.
な
ど
の
世
界
の
化
学
・
材
料
分
野
な
ど
の
雑
誌
に
４
０
０
本
余
り
の
論

文
を
発
表
し
た
（
引
用
回
数
延
べ
1
万
1
千
回
余
り
）。
出
版
し
た
共
著
は
4
冊
、
共
訳
は
1
冊
。
国
家
に
よ
る
特
許

の
授
与
は
30
件
近
く
に
の
ぼ
る
。
２
０
１
６
年
に
は
中
国
科
学
院
傑
出
成
果
賞
、
２
０
１
５
年
に
は
何
梁
何
利
基
金
科

学
・
技
術
進
歩
賞
、
２
０
１
４
年
と
２
０
０
４
年
に
は
国
家
自
然
科
学
賞
二
等
賞
（
第
一
受
賞
者
）、
２
０
１
３
年
に

は
中
国
分
析
測
試
協
会
（
Ｃ
Ａ
Ｉ
Ａ
）
科
学
技
術
賞
一
等
賞
（
第
二
受
賞
者
）
を
獲
得
し
て
い
る
。
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大
志
を
捨
て
る
こ
と
な
く
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
す

私
は
す
で
に
還
暦
を
過
ぎ
た
が
、
大
志
を
抱
い
た
ま
ま
、
科
学
の
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
今
も
戦
い
を
続
け
て
い

る
。
科
学
研
究
の
革
新
に
つ
い
て
、
私
は
次
の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
基
本
的
な
能
力
の
会
得
。
砂
上
に
高
い
ビ
ル
を
建
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
研
究
者
の

基
本
的
な
能
力
は
、
学
部
と
大
学
院
生
の
時
代
に
築
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
に
、
大
量
の
文
献
の
読
解
。
他
人
が
何
を
し
て
い
る
の
か
を
知
り
、
最
先
端
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。
現
実
か

ら
乖
離
し
て
事
を
進
め
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
に
、
自
分
の
学
科
に
対
す
る
徹
底
的
で
全
面
的
な
理
解
と
思
考
。「
苟
日
新
，
日
日
新
，
又
日
新
」（
苟
（
ま
こ

と
）
に
日
に
新
た
に
、
日
々
に
新
た
に
、
ま
た
日
に
新
た
な
り
、
出
典
『
大
学
』）。
研
究
者
は
皆
、
自
分
の
考
え
を
持

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
科
学
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
怠
惰
な
人
に
は
や
っ
て
こ
な
い
。

第
四
に
、
学
科
の
交
差
。
多
く
の
新
た
な
思
想
は
、
ほ
か
の
学
科
の
知
識
や
方
法
を
源
と
し
て
い
る
。
伝
統
的
な
学

科
は
あ
る
程
度
ま
で
発
展
す
る
と
限
界
を
迎
え
る
。
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
障
壁
を
打
破
し
、
相
互
に
学
習
し
、

相
互
を
手
本
と
し
て
初
め
て
、
各
学
科
の
革
新
発
展
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
十
年
か
け
て
一
振
り
の
剣
を
磨
く
」
と
言
わ
れ
る
。
私
は
２
０
０
５
年
、
帰
国
か
ら
10
年
目
に
、
学
術
上
の
傑
出

し
た
成
果
が
認
め
ら
れ
、
中
国
科
学
院
院
士
に
選
出
さ
れ
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
に
、
国
家
自
然
科
学
基
金
委
員
会
副
主

任
や
中
国
化
学
会
理
事
長
、
農
工
民
主
党
中
央
副
主
席
、
第
9
・
10
期
全
国
政
治
協
商
会
議
委
員
、
第
11
・
12
期
全
国

人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
委
員
、
全
人
代
教
育
科
学
文
化
衛
生
委
員
会
副
主
任
委
員
、
中
国
科
学
技
術
協
会
第
7
期
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2013年 10月 14日
中国化学会姚建年理事長と

フランス化学会主席
Olivier Homolle 氏が

それぞれの組織を代表して
友好協力協定に調印

全
国
委
員
会
常
務
委
員
、
英
国
王
立
化
学
協
会
と
国
際
ナ
ノ

製
造
学
会
の
フ
ェ
ロ
ー
、
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）

中
国
総
合
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
委
員
を

歴
任
し
た
。
２
０
１
６
年
に
は
中
国
科
学
院
傑
出
科
学
技
術

成
果
賞
を
受
賞
し
、
中
国
科
学
院
化
学
研
究
所
の
団
体
賞
も

受
賞
し
た
。

 あ
と
が
き
に
か
え
て

私
は
中
国
国
内
で
大
き
な
科
学
研
究
成
果
を
収
め
た
が
、

恩
師
の
藤
嶋
昭
先
生
と
の
友
情
は
続
い
て
い
る
。
私
は
帰
国

後
、
感
光
化
学
研
究
所
（
後
の
化
学
研
究
所
）
で
の
仕
事
の

ほ
か
、
中
国
化
学
会
で
秘
書
長
（
事
務
局
長
）
と
理
事
長
を

相
次
い
で
務
め
て
い
る
。
藤
嶋
先
生
も
か
つ
て
日
本
化
学
学

会
会
長
に
就
い
て
い
た
。
藤
嶋
先
生
が
日
本
化
学
学
会
会
長

を
務
め
て
い
た
時
、
私
は
中
国
化
学
学
会
秘
書
長
を
務
め
て

い
た
。化
学
界
に
お
け
る
2
つ
の
大
き
な
権
威
あ
る
組
織
は
、

こ
の
師
弟
関
係
を
通
じ
、吉
林
省
長
春
で
の
協
力
に
成
功
し
、

授賞式の写真
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両
国
の
化
学
界
の
学
術
交
流
を
大
き
く
促
進
す
る
役
割
を
果

た
し
た
。
中
国
化
学
会
は
私
の
指
導
の
下
、急
速
に
発
展
し
、

社
会
各
界
の
評
価
を
得
た
。
帰
国
か
ら
長
い
年
月
が
経
っ
て

も
、
私
は
藤
嶋
先
生
と
の
密
接
な
交
流
を
続
け
、
師
弟
関
係

は
帰
国
後
も
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
る
。

日本を訪問し、藤嶋昭氏と再会した姚建年院士





全
身
全
霊
で
研
究
に

取
り
組
ん
だ
日
々

只金芳
（中国感光学会光触媒専門委員会秘書長・常務副主任、
中国科学院理化技術研究所研究員、博士課程指導教員）
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―
花
の
よ
う
に
、
蕾
を
つ
け
、
香
り
を
放
ち
、

賛
美
の
中
で
咲
い
た

藤
嶋
昭
研
究
室
で
の
最
初
の
日
々

私
は
１
９
８
０
年
に
南
開
大
学
化
学
科
に
入
学
し
た
。

１
９
８
４
年
に
は
学
士
学
位
、
１
９
８
７
年
に
は
修
士
学
位

を
得
て
卒
業
す
る
と
、
南
開
大
学
化
学
科
に
残
っ
て
教
職
に

就
い
た
。
南
開
大
学
で
教
え
て
い
た
時
期
、
国
家
教
育
委
員

会
の
公
的
派
遣
に
よ
る
日
本
留
学
の
チ
ャ
ン
ス
を
得
た
。
日

本
留
学
前
に
は
、
国
家
教
育
委
員
会
の
言
語
訓
練
拠
点
で
あ

る
中
国
日
本
留
学
予
備
校
（
東
北
師
範
大
学
、
長
春
市
）
で

一
年
間
に
わ
た
っ
て
日
本
語
を
学
習
し
た
。

こ
こ
で
学
ん
で
い
た
間
に
日
本
側
の
指
導
教
員
と
連
絡
を

取
り
、
当
時
京
都
大
学
で
学
ん
で
い
た
南
開
大
学
の
同
僚
の

紹
介
を
経
て
、
当
時
東
京
大
学
教
授
だ
っ
た
藤
嶋
昭
先
生
の

下
で
学
習
し
た
い
と
申
請
し
た
。
こ
の
申
請
の
手
紙
は
、
当

筆者（左）と藤嶋昭先生（右）
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東京大学に留学したときの写真（前列右から2番目が筆者）

時
藤
嶋
先
生
の
留
学
生
だ
っ
た
劉
忠
範
院
士
の
目
に
留
ま
っ

た
。
幸
い
に
し
て
私
の
能
力
と
条
件
と
を
評
価
し
た
劉
忠
範

院
士
は
、
藤
嶋
先
生
に
私
を
推
薦
し
、
研
究
室
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
じ
時
期
に
藤
嶋
先
生
の
下
で
学

ん
で
い
た
中
国
人
留
学
生
に
は
姚
建
年
さ
ん
や
蔡
汝
雄
さ
ん

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
）、
姚
暁
斌
さ
ん
（
福
州
在
住
）
な
ど

が
い
る
。
姚
建
年
さ
ん
は
帰
国
後
、
研
究
活
動
に
尽
力
し
、

今
で
は
中
国
科
学
院
院
士
に
選
出
さ
れ
、
国
家
自
然
基
金
委

員
会
副
主
任
を
務
め
て
い
る
。

中
国
で
一
年
間
の
言
語
の
学
習
を
終
え
た
後
、
私
は
日
本

に
予
定
通
り
到
着
し
、半
年
の
研
究
生
と
し
て
学
習
し
た
後
、

入
学
試
験
に
順
調
に
合
格
し
た
。
そ
し
て
、
東
京
大
学
の
博

士
課
程
の
学
習
を
開
始
し
、
正
式
に
藤
嶋
先
生
の
研
究
室
の

一
員
と
な
っ
た
。

日
本
に
到
着
し
て
最
初
に
直
面
し
た
の
は
、
言
語
と
文
化

の
壁
だ
っ
た
。
仕
事
に
熱
心
な
藤
嶋
先
生
だ
っ
た
が
、
留
学

生
の
生
活
に
も
気
を
配
っ
て
く
れ
た
。
研
究
室
の
日
本
人
学
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生
に
、
外
国
人
留
学
生
が
学
習
や
生
活
で
必
要
と
な
っ
た
と
き
適
切
に
支
援
を
さ
せ
た
。
留
学
生
を
客
と
し
て
し
ば
し

ば
家
に
招
き
も
し
た
。
夫
人
も
留
学
生
の
生
活
に
細
や
か
に
気
を
配
り
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
を
利
用
し
て
、
日
本
文

化
の
体
験
な
ど
留
学
生
向
け
の
活
動
を
組
織
し
た
。
さ
ら
に
調
理
具
や
食
器
、
衣
類
な
ど
の
日
用
品
も
留
学
生
に
提
供

し
、
学
生
生
活
の
隅
々
ま
で
の
支
援
を
行
っ
た
。
藤
嶋
先
生
と
夫
人
の
親
切
さ
と
気
配
り
は
、
異
国
に
身
を
置
く
留
学

生
に
温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
た
。
私
も
、
中
国
と
日
本
の
文
化
と
言
語
の
違
い
を
段
々
と
克
服
し
、
日
本
で
の
仕
事
と
生

活
に
徐
々
に
適
応
し
て
い
っ
た
。

国
費
留
学
生
（
文
部
省
奨
学
金
）
だ
っ
た
私
は
、
ほ
と
ん
ど
当
時
の
最
高
と
言
え
る
学
習
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
た
。

中
日
両
国
の
文
化
の
差
異
を
克
服
し
た
私
は
、
徐
々
に
研
究
に
も
実
績
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
研
究
室
に
入
っ
た
ば
か

り
の
学
生
と
し
て
の
熱
意
を
抱
き
な
が
ら
、
学
生
生
活
の
す
ば
ら
し
い
序
幕
を
開
い
て
い
っ
た
。

藤
嶋
先
生
と
師
弟
関
係
の
深
ま
り

仕
事
熱
心
な
藤
嶋
先
生
は
、
毎
日
10
時
間
以
上
は
仕
事
を
し
て
い
た
。
仕
事
中
は
冗
談
も
言
わ
ず
、
研
究
や
学
術
の

面
で
の
学
生
に
対
す
る
要
求
は
厳
し
か
っ
た
。
だ
が
藤
嶋
先
生
に
も
穏
や
か
で
親
し
み
や
す
い
一
面
が
あ
っ
た
。
出
張

帰
り
に
は
必
ず
、
研
究
室
の
職
員
や
学
生
に
お
土
産
を
買
っ
て
き
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
た
美
酒
を
学
生
を
誘
っ

て
一
緒
に
味
わ
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
の
藤
嶋
先
生
は
に
こ
に
こ
と
笑
う
好
々
爺
の
表
情
に
な
っ
た
。
学
生
に

気
を
配
っ
て
日
々
の
暮
ら
し
や
家
族
、
祖
国
の
こ
と
を
聞
く
こ
と
も
あ
っ
た
。
聞
い
た
後
は
学
生
が
直
面
す
る
困
難
を

覚
え
て
お
り
、
で
き
る
限
り
の
援
助
を
与
え
た
。
生
活
費
や
住
居
な
ど
留
学
生
を
悩
ま
せ
る
厄
介
な
問
題
を
め
ぐ
っ
て
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も
、
学
生
が
仕
事
と
学
習
に
集
中
で
き
る
よ
う
、
学
生
の
心
配
を
取
り
除
こ
う
と
尽
力
し
て
く
れ
た
。

１
９
８
０
、
90
年
代
に
日
本
に
留
学
し
た
学
生
は
苦
労
人
が
多
く
、
国
外
で
の
学
習
と
い
う
得
が
た
い
チ
ャ
ン
ス
を

と
て
も
大
切
に
し
て
い
た
。
当
時
の
学
生
の
学
術
に
対
す
る
態
度
は
非
常
に
真
剣
で
、
深
夜
ま
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ

と
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
り
、
夜
が
明
け
て
や
っ
と
研
究
室
を
離
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

努
力
は
豊
か
な
実
を
結
ぶ
。
研
究
者
ら
は
日
本
留
学
中
に
多
く
の
高
い
水
準
の
論
文
を
発
表
し
、
藤
嶋
研
究
室
に
輝

か
し
い
足
跡
を
残
し
た
。
私
も
そ
の
一
人
に
加
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。
ま
る
で
開
花
を
待
つ
バ
ラ
の
よ
う
に
、
異
国
の

沃
土
で
力
強
く
成
長
し
て
い
っ
た
よ
う
に
思
う
。

中
国
人
学
生
の
真
剣
さ
と
聡
明
さ
は
藤
嶋
先
生
を
慰
め
、
鼓
舞
し
、
中
国
に
大
量
の
優
秀
な
研
究
者
を
送
り
出
し
た

と
思
う
。
藤
嶋
研
究
室
に
留
学
し
た
中
国
人
留
学
生
は
皆
、
目
先
の
成
果
を
急
ぐ
心
理
を
克
服
し
、
全
身
全
霊
で
研
究

活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
私
も
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
、
自
律
的
で
厳
し
く
、
実
務
的
な
研
究
態
度
を
身
に
つ
け
た
。
実
質

を
重
ん
じ
、
真
実
を
追
求
し
、
役
立
つ
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
一
種
の
習
慣
と
な
り
、
研
究
や
学
術
で
そ
れ
ぞ
れ
が
そ

の
後
に
際
立
っ
た
成
果
を
上
げ
る
た
め
の
良
好
な
土
台
を
築
い
た
。

困
難
を
克
服
し
て
高
み
を
目
指
し
た
日
々

私
は
卒
業
後
、
Ｎ
Ｏ
Ｋ
先
端
技
術
研
究
所
に
就
職
し
た
。
同
研
究
所
に
勤
務
中
も
藤
嶋
先
生
と
は
緊
密
な
つ
な
が
り

を
保
ち
、
仕
事
で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
藤
嶋
先
生
に
相
談
し
た
。
学
生
に
と
っ
て
必
要
で
は
な
い
面

倒
を
減
ら
す
た
め
、
藤
嶋
先
生
は
、
日
本
の
会
社
で
3
年
働
い
た
後
は
研
究
室
に
戻
っ
て
ポ
ス
ド
ク
と
し
て
仕
事
を
続
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け
な
い
か
と
私
に
提
案
し
て
き
た
。
私
は
喜
ん
で
こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
。
１
９
９
９
年
8
月
、藤
嶋
先
生
は
再
び
、

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
ポ
ス
ド
ク
の
仕
事
を
私
に
紹
介
し
て
く
れ
た
。
申
請
し
た
資
料
が
一
回
で
パ
ス
す

る
よ
う
、
藤
嶋
先
生
は
申
請
資
料
の
す
べ
て
を
自
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
れ
た
。

１
９
９
９
年
10
月
、
私
は
妊
娠
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
仕
事
を
始
め
る
手
続
は
ま
だ
終
わ
っ
て
お
ら
ず
、
3

年
に
わ
た
っ
て
続
く
ポ
ス
ド
ク
と
し
て
の
仕
事
と
研
究
に
全
身
全
霊
で
取
り
組
む
こ
と
は
妊
娠
し
て
は
で
き
な
い
と
考

え
、
申
請
し
た
ポ
ス
ド
ク
の
仕
事
は
諦
め
た
い
と
藤
嶋
先
生
に
告
げ
た
。
だ
が
藤
嶋
先
生
は
、
こ
う
し
た
機
会
は
な
か

な
か
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
簡
単
に
諦
め
る
べ
き
で
は
な
い
、
困
難
を
克
服
し
て
研
究
を
深
め
る
べ
き
だ
と
私

を
励
ま
し
、
今
後
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
約
束
し
て
く
れ
た
。
藤
嶋
先
生
は
そ
の
言
葉
通
り
、
仕
事
や
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
気
を
配
り
、
面
倒
を
見
て
く
れ
た
。 

私
は
当
時
、
つ
く
ば
市
に
住
ん
で
い
た
が
、
勤
務
地
は
神
奈
川
県
川
崎
市
だ
っ
た
。
両
地
は
遠
く
、
往
復
で
約
4
時

間
か
か
る
。
妊
婦
に
と
っ
て
は
き
つ
い
条
件
だ
。
こ
う
し
た
状
況
も
私
を
た
め
ら
わ
せ
て
い
る
と
気
づ
い
た
藤
嶋
先
生

は
、
東
京
大
学
の
自
ら
の
研
究
室
で
働
く
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
う
す
れ
ば
往
復
時
間
は
半
分
に
な
る
し
、
東
京
大
学

の
向
か
い
に
住
居
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
る
。

藤
嶋
先
生
の
気
遣
い
と
サ
ポ
ー
ト
は
私
を
感
動
さ
せ
た
。
私
は
こ
う
し
て
、
生
活
上
の
不
便
や
心
中
の
雑
念
を
取

り
去
り
、
研
究
活
動
に
専
念
し
、
出
産
1
週
間
前
ま
で
働
く
こ
と
が
で
き
た
。
出
産
後
3
カ
月
の
産
休
が
終
わ
る
と
、

藤
嶋
先
生
は
私
の
苦
労
を
察
し
、自
宅
で
論
文
を
書
く
と
い
う
名
目
で
3
カ
月
の
育
休
を
追
加
し
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、

私
は
母
親
に
頼
ん
で
子
ど
も
を
中
国
で
養
育
す
る
こ
と
に
し
、
再
び
研
究
活
動
に
全
力
で
取
り
組
ん
だ
。
私
は
藤
嶋
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先
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
3
年
の
仕
事
を
順
調
に
完
了

し
た
。

当
時
の
思
い
出
は
、
私
の
心
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
忘
れ
る

こ
と
は
な
い
。
私
と
藤
嶋
先
生
の
国
を
超
え
た
師
弟
間
の
友

情
は
、
留
学
生
の
間
で
美
談
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

数
々
の
成
果　
「
努
力
は
い
つ
も
報
わ
れ
る
」

私
は
夫
と
と
も
に
日
本
で
12
年
間
暮
ら
し
、
安
定
し
た
仕

事
と
収
入
を
得
て
い
た
。
日
本
に
と
ど
ま
ろ
う
と
す
れ
ば
難

し
い
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
日
本
で
長
年
生
活
し

て
も
、
私
の
求
め
て
い
た
達
成
感
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
帰

国
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
こ
そ
自
分
の
道
か
も
し
れ
な
い
。

博
士
と
ポ
ス
ド
ク
で
の
学
習
も
、
帰
国
し
て
仕
事
す
る
た
め

の
土
台
作
り
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
と
思
う
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
藤
嶋
先
生
も
私
の
決
意
に
賛
同
し
、
祖
国
に
帰
っ

て
研
究
を
続
け
る
よ
う
励
ま
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
正
し
い

選
択
と
な
っ
た
。

藤嶋研究室の活動写真
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私
が
帰
国
の
準
備
を
始
め
た
頃
、
藤
嶋
先
生
は
、

帰
国
す
る
ほ
か
の
中
国
人
留
学
生
に
対
す
る
の
と
同

様
に
、
各
方
面
で
の
支
援
を
与
え
、
各
種
の
学
術
活

動
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
推
薦
し
て
く
れ
た
。
藤
嶋
研
究

室
を
卒
業
し
て
帰
国
し
た
先
輩
ら
も
、
帰
国
し
て
事

業
を
展
開
す
る
た
め
の
多
く
の
支
援
を
与
え
て
く
れ

た
。
帰
国
し
て
研
究
室
を
設
立
し
た
私
を
藤
嶋
先
生

は
全
力
で
支
援
し
て
く
れ
た
。
私
は
こ
う
し
て
、
国

内
で
の
研
究
を
順
調
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。

私
は
、
藤
嶋
先
生
の
下
で
学
ん
だ
中
国
人
留
学
生

の
う
ち
、
先
生
の
研
究
領
域
で
あ
る
「
二
酸
化
チ

タ
ン
光
触
媒
」
を
継
続
し
て
研
究
し
て
い
る
唯
一
の

学
生
だ
。
そ
の
た
め
帰
国
後
も
、
藤
嶋
先
生
と
緊
密

な
交
流
を
保
つ
機
会
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
私
は

こ
う
し
た
背
景
の
下
、中
国
光
触
媒
学
会
を
設
立
し
、

秘
書
長
（
事
務
局
長
）
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

中日国際協力プロジェクトMOST-JST の写真
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中
国
光
触
媒
業
界
の
7
件
の
国
家
基
準
の
中
心
と
な
っ
て
制
定
し
た
ほ
か
、
日
本
と
協
力
し
て
1
件
の
国
際
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規

格
を
制
定
し
た
。
藤
嶋
先
生
も
中
国
光
触
媒
産
業
の
発
展
を
実
際
に
支
援
し
、中
国
の
光
触
媒
企
業
を
何
度
も
訪
問
し
、

事
業
の
指
導
を
行
っ
た
。
私
は
２
０
１
３
年
、
藤
嶋
先
生
の
在
籍
す
る
東
京
理
科
大
学
の
研
究
室
の
教
員
と
と
も
に
、

中
日
国
際
協
力
重
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｔ

Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
を
担
っ
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
１
６
年
末
に
順

調
に
完
了
し
、
多
く
の
有
意
義
な
成
果
を
実
現
し
、
中
日
双
方
の
今
後
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
研
究
協
力
の
新

た
な
扉
を
開
く
も
の
と
な
っ
た
。

帰
国
し
て
か
ら
現
在
ま
で
私
は
、
中
国
の
科
学
技
術
が
発
展
し
、
中
国
と
日
本
の
研
究
面
で
の
差
が
徐
々
に
縮
ま
る

の
を
目
に
し
て
来
た
。
自
ら
の
実
験
室
に
も
多
く
の
最
先
端
の
機
器
設
備
が
加
わ
り
、
い
く
つ
か
の
点
で
は
日
本
を
超

え
て
さ
え
い
る
。
だ
が
私
は
、
日
本
人
研
究
者
の
研
究
に
対
す
る
厳
し
く
堅
実
な
態
度
は
、
中
国
側
が
学
び
手
本
と
す

べ
き
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
私
は
光
触
媒
学
会
を
通
じ
て
、
中
日
間
の
学
術
・
企
業
の
交
流
協
力
を
推
進
し
て
き
た
。

中
国
の
光
触
媒
分
野
の
研
究
者
や
企
業
家
を
率
い
て
日
本
で
の
交
流
や
視
察
を
何
度
も
行
う
な
ど
、
両
国
の
同
業
者
に

よ
る
幅
広
い
協
力
も
推
進
し
て
い
る
。
日
本
企
業
の
製
品
が
中
国
市
場
に
参
入
す
る
際
の
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
も
提
供
し

て
い
る
。

私
は
こ
こ
数
年
、光
触
媒
や
電
気
化
学
、バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
な
ど
で
幅
広
い
研
究
を
行
い
、成
果
を
上
げ
て
き
た
。「
道

の
り
は
苦
し
く
て
も
、
努
力
は
い
つ
も
報
わ
れ
る
も
の
だ
」
と
感
じ
て
い
る
。

電
気
化
学
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
の
応
用
研
究
で
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
薄
膜
表
面
の
微
細
構
造
改
質
体
系
の
設
計
と
特
性

評
価
、
ナ
ノ
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
バ
イ
オ
医
学
上
の
応
用
な
ど
を
展
開
し
た
。
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有
機

無
機
ナ
ノ
複
合
光
機
能
材
料
の
開
発
で
は
主
に
、
抗
菌
や
有
機
汚
染
物
質
分
解
、
自
浄
化
の
機
能
を
備
え
た

ナ
ノ
光
触
媒
を
機
能
性
添
加
剤
と
し
て
複
合
し
た
各
種
高
分
子
材
料
（
繊
維
、
塗
料
）
の
製
造
、
各
種
の
無
汚
染
・
無

毒
性
の
ナ
ノ
光
触
媒
複
合
材
料
の
開
発
な
ど
を
展
開
し
た
。

微
生
物
セ
ン
サ
ー
の
研
究
で
は
、
微
生
物
（
大
腸
菌
や
酵
母
菌
な
ど
）
の
独
特
の
性
能
を
利
用
し
、
環
境
や
薬
物
、

食
品
の
残
留
農
薬
な
ど
の
検
出
に
用
い
る
各
種
の
新
型
バ
イ
オ
セ
ン
サ
ー
を
開
発
す
る
な
ど
し
た
。

私
の
研
究
室
は
、
中
国
の
光
触
媒
分
野
に
お
け
る
先
端
研
究
チ
ー
ム
で
あ
り
、
光
触
媒
分
野
の
7
件
の
国
家
基
準
と

1
件
の
国
際
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
を
中
心
と
な
っ
て
制
定
し
た
。
帰
国
以
来
、
私
が
率
い
る
研
究
開
発
チ
ー
ム
は
、「
８
６
３
」

や
「
９
７
３
」
な
ど
の
国
家
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
科
学
技
術
部
の
国
際
協
力
重
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
国
家
自
然
基
金

委
員
会
や
北
京
市
自
然
科
学
基
金
の
重
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
北
京
市
科
学
技
術
委
員
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
複
数

の
科
学
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
て
き
た
。
す
で
に
発
表
し
た
論
文
は
90
本
余
り
、
認
可
を
受
け
た
特
許
は
15
件

に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
6
件
の
特
許
は
す
で
に
産
業
化
に
成
功
し
、
実
際
に
生
産
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

私
は
、
産
業
・
大
学
・
研
究
所
の
一
体
化
と
い
う
方
針
を
堅
持
し
、
応
用
型
研
究
に
尽
力
し
、
基
礎
研
究
か
ら
市
場

応
用
ま
で
の
絶
え
間
な
い
探
索
を
通
じ
て
、
多
く
の
産
業
化
の
経
験
を
蓄
積
し
て
来
た
。
私
は
、
風
雨
に
負
け
ず
に
生

長
す
る
バ
ラ
の
よ
う
に
、
古
い
も
の
を
捨
て
新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
大
き
な
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
努
力
し

て
い
る
。
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只金芳研究室のメンバーたち（2017年 6月撮影）
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発展途上国科学院院士、中国科学院理化技術研究所研究員、
北京航空航天大学化学学院院長）
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「
青
信
号
」
を
追
い
か
け
た
奮
闘
の
毎
日

１
９
９
２
年
か
ら
１
９
９
４
年
ま
で
、
私
は
中
日
両
国
の
共
同
育
成
す
る
博
士
課
程
の
大
学
院
生
と
し
て
日
本
の
東

京
大
学
に
留
学
し
、
吉
林
大
学
の
李
鉄
津
教
授
と
当
時
東
京
大
学
に
い
た
藤
嶋
昭
先
生
の
下
で
学
ん
だ
。
博
士
課
程
の

卒
業
後
、
私
は
１
９
９
９
年
の
帰
国
ま
で
藤
嶋
研
究
室
に
残
っ
て
研
究
し
た
。
こ
の
間
の
経
歴
は
、
私
の
現
在
の
成
果

に
と
っ
て
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
な
り
、
研
究
面
で
の
さ
ら
な
る
発
展
を
可
能
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
藤
嶋
先
生

と
の
師
弟
間
の
友
情
を
育
て
る
も
の
と
な
っ
た
。私
の
学
生
育
成
の
道
も
、藤
嶋
研
究
室
で
の
経
験
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
得
て
い
る
。

私
の
研
究
室
に
は
、「
天
道
酬
勤
」（
天
は
努
力
に
報
い
る
）
と
書
か
れ
た
書
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

１
９
９
２
年
に
私
が
日
本
留
学
に
発
つ
際
、
お
じ
が
送
っ
て
く
れ
た
も
の
だ
。
こ
の
文
字
は
、
日
本
で
の
7
年
の
間
、

勉
学
に
励
む
私
に
付
き
添
い
、
そ
の
後
も
一
生
を
照
ら
す
一
枚
の
鏡
と
な
っ
た
。
私
は
そ
の
学
術
の
道
に
お
い
て
「
天

道
酬
勤
」
を
堅
持
し
て
来
た
。
私
の
人
生
は
表
面
的
に
は
い
た
っ
て
順
調
に
見
え
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
、
人
並
み
以

「
自
然
界
の
多
く
の
現
象
は
ご
く
当
た
り
前
の
も
の
に
見
え
る
。
だ
が
成
熟
し
た
現
代
の
科
学
技
術
に
お
い
て
際
立
っ

た
成
果
を
上
げ
る
に
は
、
見
慣
れ
た
も
の
の
中
か
ら
非
凡
な
要
素
を
見
つ
け
、
偶
然
の
チ
ャ
ン
ス
を
と
ら
え
て
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

―
―
私
語
録
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上
の
頑
張
り
と
努
力
が
あ
る
。
私
は
、
自
ら
の
人
生
の
歩
み
に
つ
い
て
、
歩
い
て
き
た
の
で
は
な
く
足
を
止
め
な
い
馬

の
よ
う
に
駆
け
続
け
、
一
時
も
休
ま
ず
に
進
ん
で
き
た
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

「
最
初
の
交
差
点
で
赤
信
号
に
ぶ
つ
か
れ
ば
、
そ
の
後
も
赤
信
号
に
ぶ
つ
か
る
機
会
は
多
く
な
る
。
逆
に
、
最
初
の

交
差
点
が
青
信
号
な
ら
、
そ
の
後
も
青
信
号
に
当
た
る
確
率
は
高
ま
る
。
青
信
号
が
赤
信
号
に
変
わ
る
前
に
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
て
交
差
点
を
過
ぎ
れ
ば
、
次
の
青
信
号
に
間
に
合
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」

囲
碁
の
大
家
で
あ
る
陳
祖
徳
が
自
伝
で
語
っ
た
こ
の
赤
信
号
・
青
信
号
の
法
則
は
、
私
の
人
生
哲
学
と
も
な
っ
た
。

私
は
１
９
８
７
年
、
吉
林
大
学
の
修
士
課
程
で
学
び
始
め
た
。
私
が
「
青
信
号
」
を
追
い
か
け
始
め
た
の
は
そ
の
時

か
ら
だ
っ
た
。
私
は
、
実
験
デ
ー
タ
こ
そ
が
研
究
の
根
本
だ
と
考
え
て
い
る
。
修
士
課
程
で
学
ん
だ
時
に
は
、
私
は
一

年
早
く
研
究
室
に
入
り
、
生
の
実
験
デ
ー
タ
を
先
に
手
に
入
れ
て
い
た
。
ほ
か
の
学
生
が
後
か
ら
研
究
室
に
入
っ
て
き

た
時
に
は
、
私
は
自
分
の
実
験
デ
ー
タ
を
す
で
に
持
っ
て
お
り
、
論
文
の
執
筆
に
す
ぐ
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

修
士
課
程
の
間
に
私
は
10
本
余
り
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
論
文
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
う
ち
1
本
は
博
士
課
程
の
学
生
の
論

文
と
も
肩
を
並
べ
る
も
の
で
、
吉
林
大
学
の
科
学
技
術
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
青
春
杯
」
で
特
別
賞
を
獲
得
し
た
。
こ
れ

が
私
に
と
っ
て
の
研
究
面
で
の
最
初
の
「
青
信
号
」
に
な
っ
た
。
こ
の
「
青
信
号
」
で
私
は
、
国
家
教
育
委
員
会
が
管

理
し
て
い
た
吉
林
大
学
と
東
京
大
学
の
博
士
共
同
育
成
の
枠
を
獲
得
し
、
海
外
で
の
学
習
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
の
修
士
段
階
で
の
指
導
教
員
で
あ
る
李
鉄
津
先
生
は
、
中
国
の
有
名
な
化
学
者
で
あ
り
、
学
術
面
で
藤
嶋
先
生
と

多
く
の
交
流
が
あ
っ
た
。
私
は
早
く
か
ら
藤
嶋
先
生
の
名
声
を
聞
い
て
い
た
。
東
京
大
学
で
学
ん
で
い
た
間
に
、
藤
嶋

先
生
が
ち
ょ
う
ど
中
国
で
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
、
藤
嶋
研
究
室
で
す
で
に
学
ん
で
い
た
先
輩
に
あ
た
る
陳
萍
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研
究
員
が
私
を
藤
嶋
先
生
に
引
き
合
わ
せ
て
く
れ
た
。
二
人
は
す
ぐ
に
打
ち
解
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
こ
う
し
て
、

藤
嶋
研
究
室
の
博
士
課
程
の
大
学
院
生
と
な
っ
た
。

藤
嶋
研
究
室
に
入
っ
て
か
ら
も
、
私
は
や
は
り
、
馬
が
ひ
づ
め
を
止
め
な
い
よ
う
に
、
青
信
号
を
追
い
か
け
続
け
た
。

当
時
、
中
国
と
日
本
の
科
学
技
術
の
水
準
に
は
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
外
国
に
行
け
ば
言
語
も
違
う
。
留
学
時
に
は
言

語
を
学
習
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
生
活
費
を
稼
ぎ
な
が
ら
研
究
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
私
は
「
天
は
努

力
に
報
い
る
」
を
か
な
え
る
た
め
に
は
、
す
ぐ
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
。
日
本
に
着
い
て
2
日
目
に

は
、
私
は
も
う
研
究
室
に
飛
び
込
ん
で
い
た
。
藤
嶋
先
生
も
、
私
の
日
本
で
の
生
活
の
た
め
、
十
分
な
資
金
を
確
保
し

て
く
れ
て
い
た
。

藤
嶋
研
究
室
に
在
籍
し
て
い
た
頃
、
ナ
ノ
界
面
材
料
の
研
究
は
世
界
で
も
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
こ
れ
は

当
時
ま
っ
た
く
新
し
い
分
野
で
あ
り
、
私
の
生
物
模
倣
ス
マ
ー
ト
材
料
の
研
究
も
こ
こ
か
ら
出
発
し
た
。
各
国
の
科
学

者
は
、
異
な
る
構
造
の
物
質
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
性
質
の
異
な
る
材
料
の
接
触
と

融
合
を
活
用
す
れ
ば
、
ナ
ノ
級
界
面
の
特
異
な
機
能
特
性
を
生
み
、
特
殊
な
機
能
と
特
異
的
な
形
状
を
備
え
た
無
数
の

新
型
材
料
を
創
造
し
、
産
業
化
を
実
現
で
き
る
と
考
え
た
。
だ
が
物
質
の
2
次
元
表
面
に
特
殊
な
ナ
ノ
界
面
構
造
を
形

成
し
た
二
元
共
同
界
面
相
、
そ
れ
が
示
す
通
常
を
超
え
た
客
観
的
物
性
、
そ
の
ミ
ク
ロ
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
は
、
世
界

的
な
新
課
題
で
あ
り
、
界
面
物
理
学
や
界
面
化
学
、
さ
ら
に
は
界
面
生
物
学
な
ど
の
分
野
に
も
及
ぶ
も
の
で
、
研
究
の

難
度
は
非
常
に
高
か
っ
た
。
私
は
、
ナ
ノ
界
面
材
料
が
世
界
の
科
学
研
究
の
先
端
分
野
で
あ
り
、
今
後
の
世
界
の
科
学

技
術
と
経
済
の
発
展
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
と
敏
感
に
察
知
し
た
。
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こ
の
認
識
に
基
づ
き
、
日
本
に
留
学
し
た
6
年
間
、
私
は
、
宿
舎
と
研
究
室
、
食
堂
の
3
つ
の
場
所
を
行
き
来
し
な

が
ら
、
懸
命
に
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
私
は
こ
の
時
期
、
電
子
顕
微
鏡
と
レ
ー
ザ
ー
パ
ル
ス
計
器
と
と
も
に
過
ご
し
た
。

研
究
熱
心
な
私
は
、
光
電
界
面
の
新
材
料
・
新
構
造
を
求
め
て
実
験
を
重
ね
た
。
研
究
室
で
徹
夜
で
一
週
間
働
き
続
け

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
私
が
ほ
と
ん
ど
休
ん
で
い
な
い
の
を
見
た
藤
嶋
先
生
は
、
東
大
の
山
上
会
館
で
休
息
を
取
れ
る
よ

う
手
配
し
て
く
れ
た
。

私
は
教
員
と
し
て
学
生
を
愛
し
、
学
生
の
学
習
と
生
活
を
常
に
気
に
か
け
て
い
る
。
私
は
普
段
か
ら
、
自
分
の
学
生

に
と
て
も
気
を
配
り
、
学
生
の
研
究
や
学
習
を
辛
抱
強
く
指
導
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
の
生
活
の
細
々
と
し
た
こ
と

に
ま
で
配
慮
し
て
い
る
。
私
は
、
知
識
を
教
え
、
人
を
育
て
る
こ
と
を
、
教
員
の
最
も
大
事
な
職
務
だ
と
考
え
、
学
生

も
私
の
深
い
愛
を
感
じ
て
い
る
。
愛
は
教
員
の
徳
の
魂
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
事
業
の
基
礎
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
を

指
導
教
員
の
藤
嶋
先
生
か
ら
受
け
継
い
だ
。
私
は
、
師
弟
間
の
愛
や
友
情
を
、
自
分
の
学
生
に
も
伝
え
て
い
る
。

私
は
し
ば
し
ば
、
藤
嶋
先
生
の
も
と
で
学
ん
で
い
た
頃
、
藤
嶋
先
生
が
正
月
3
日
に
留
学
生
を
自
宅
に
招
い
て
く
れ

た
こ
と
を
話
す
。
１
９
９
７
年
の
正
月
3
日
の
こ
と
は
私
は
と
り
わ
け
印
象
深
く
お
ぼ
え
て
い
る
。
私
が
こ
の
日
、
藤

嶋
先
生
の
家
に
招
か
れ
、
お
喋
り
を
し
て
い
た
時
、
藤
嶋
先
生
が
突
然
、
壁
に
か
か
っ
た
鄭
板
橋
の
「
難
得
糊
塗
」
と

書
か
れ
た
書
を
指
差
し
、
私
に
「
こ
の
意
味
が
わ
か
る
か
い
」
と
聞
い
た
。
若
か
っ
た
私
は
、
そ
の
字
が
意
味
す
る
こ

と
だ
け
を
考
え
て
、「
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
は
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
く
ら
い
が
よ
く
、
あ
ま
り
聡
明
す
ぎ
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
」
と
答
え
た
。

藤
嶋
先
生
は
笑
っ
て
、自
分
の
理
解
を
私
に
こ
う
語
っ
た
。人
間
の
一
生
の
間
に
は
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
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て
も
い
い
。
重
要
な
の
は
、
一
生
を
か
け
て
何
か
を
や
る
こ
と
、
と
り
わ
け
自
分
の
好
き
な
こ
と
、
そ
の
た
め
に
一
生

の
心
血
を
注
い
で
も
い
い
と
思
え
る
事
業
に
身
を
投
じ
る
こ
と
だ
。
人
間
の
精
力
に
は
限
り
が
あ
る
。
困
難
を
前
に
し

て
人
は
し
ば
し
ば
な
す
す
べ
を
失
う
。
だ
が
自
分
が
選
ん
だ
事
業
に
は
、
細
心
の
注
意
を
払
い
、
常
に
向
上
を
心
が
け

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
話
は
私
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
、
し
っ
か
り
と
努
力
す
る
こ
と
を
さ
ら
に
心
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
つ
の
物

事
を
や
り
遂
げ
る
こ
と
は
私
に
と
っ
て
も
は
や
小
さ
な
事
で
は
な
く
、
一
生
努
力
し
て
も
い
い
と
思
え
る
よ
う
な
大
き

な
事
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
決
意
と
理
想
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
私
は
一
歩
一
歩
、
勤
勉
な
学
習
と
着
実
な
科

学
研
究
を
通
じ
て
、
科
学
研
究
に
対
す
る
畏
敬
の
思
い
を
保
ち
な
が
ら
、
夢
と
気
骨
、
目
的
意
識
を
持
っ
た
科
学
研
究

者
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
、
理
論
研
究
を
し
っ
か
り
と
行
っ
た
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
わ
か
り
や
す
い
形
に
変

え
、
自
分
の
研
究
を
現
実
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
応
用
し
た
。

博
士
課
程
で
学
ん
で
い
た
間
、
私
は
、
藤
嶋
研
究
室
の
大
量
の
高
水
準
の
学
術
論
文
に
貢
献
し
、
人
び
と
が
目
を
見

張
る
よ
う
な
学
術
上
の
実
績
を
積
み
上
げ
た
。
藤
嶋
先
生
の
中
国
人
留
学
生
へ
の
評
価
も
こ
れ
で
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

博
士
課
程
の
卒
業
後
、
藤
嶋
先
生
は
私
を
、
神
奈
川
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
推
薦
し
た
。
最
初
は
上
級
研
究
員
と
し

て
入
り
、
後
に
は
5
年
に
わ
た
っ
て
「
光
電
界
面
相
変
化
制
御
」
課
題
グ
ル
ー
プ
の
代
表
を
務
め
た
。

私
は
科
学
研
究
を
楽
し
い
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
一
見
無
味
乾
燥
な
科
学
研
究
も
私
に
か
か
れ
ば
生
き
生
き
と
し
た

作
業
と
な
る
。
私
の
研
究
は
成
果
の
多
さ
で
際
立
っ
て
い
る
。
日
本
に
留
学
し
た
6
年
余
り
で
発
表
し
た
研
究
論
文
は

60
本
以
上
に
達
し
、
そ
の
う
ち
筆
頭
著
者
と
し
て
署
名
し
た
論
文
は
30
本
を
超
え
る
。
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突
然
舞
い
降
り
た
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

１
９
９
８
年
春
、
私
は
日
本
化
学
会
で
、「
二
元
協
同
ナ

ノ
界
面
構
造
」
理
論
を
提
起
し
た
。
二
元
協
同
原
子
材
料
は

20
世
紀
初
め
に
は
す
で
に
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
に
用
い
ら
れ
て
い

た
。
１
９
３
０
年
代
に
入
っ
て
、
物
質
の
分
子
レ
ベ
ル
で
二

元
分
子
協
同
材
料
が
開
発
さ
れ
た
。
電
子
受
容
体
と
電
子
構

造
が
結
合
し
て
形
成
さ
れ
た
有
機
超
伝
導
体
や
有
機
強
磁
性

体
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
１
９
８
０
年
代
に
入
る
と
、
二

元
協
同
の
さ
ら
な
る
研
究
開
発
が
原
子
レ
ベ
ル
と
分
子
レ
ベ

ル
で
行
わ
れ
た
。

ナ
ノ
材
料
は
そ
の
サ
イ
ズ
の
特
殊
性
か
ら
、
そ
の
他
の
材

料
と
は
異
な
る
多
く
の
性
能
を
備
え
、
そ
の
表
面
の
性
能
は

と
り
わ
け
際
立
っ
て
い
る
。
自
然
界
の
各
種
の
物
質
・
材
料

は
千
変
万
化
だ
が
、
そ
こ
に
内
在
す
る
統
一
的
な
法
則
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
。
ナ
ノ
材
料
の
構
造
特
性
に

基
づ
き
、
対
立
す
る
か
に
見
え
る
矛
盾
を
調
和
さ
せ
れ
ば
、

さ
ま
ざ
ま
な
新
た
な
効
果
を
生
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は

原子間力顕微鏡を調整している筆者



72

弁
証
法
に
お
け
る
対
立
物
の
統
一
に
対
応
す
る
。

１
９
９
８
年
、
日
本
化
学
会
の
年
次
総
会
で
の
発
表
資
料
を
準
備
し
て
い
た
私
は
、
突
然
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

得
た
。
あ
ら
ゆ
る
物
質
が
各
種
の
協
同
・
相
互
補
完
す
る
二
元
的
な
基
本
的
粒
子
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
が
現
代
科
学

で
証
明
さ
れ
、
二
元
協
同
も
新
材
料
の
開
発
に
用
い
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
ナ
ノ
材
料
界
面
に
ま
で
広
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
発
想
を
得
た
私
は
す
ぐ
に
、
過
去
の
研
究
成
果
の
ま
と
め
を
始
め
た
。
あ
る
物
質
に
あ
る
種
の
特
殊
な
表
面
加

工
を
施
す
と
、
メ
ソ
ス
ケ
ー
ル
に
お
い
て
、
2
種
類
の
異
な
る
性
質
を
持
っ
た
複
雑
な
二
元
的
な
表
面
の
フ
ェ
ー
ズ
を

形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
二
つ
の
違
っ
た
さ
ら
に
は
真
逆
の
理
化
学
的
性
質
を
持
つ
ナ
ノ
フ
ェ
ー
ズ
は
、
あ
る

種
の
条
件
の
下
で
協
同
作
用
を
生
み
、材
料
の
マ
ク
ロ
表
面
に
通
常
と
は
異
な
る
界
面
を
形
成
す
る
。
私
は
こ
う
し
て
、

「
二
元
協
同
ナ
ノ
界
面
材
料
」
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
っ
た
。

こ
の
認
識
を
土
台
と
し
て
、
私
は
さ
ら
に
、
中
国
の
道
家
の
「
陰
陽
合
一
」
の
哲
学
に
連
想
を
広
げ
た
。「
万
物
は

陰
を
負
い
て
陽
を
抱
き
、
沖
気
を
以
て
和
を
為
す
」。
こ
の
哲
学
は
、
物
質
は
陰
陽
の
二
つ
に
分
か
れ
、
陰
陽
の
転
換

が
万
物
を
生
み
出
す
と
我
々
に
伝
え
て
い
る
。
私
は
こ
こ
か
ら
、
親
水
と
疎
水
の
性
質
を
持
っ
た
ナ
ノ
構
造
が
物
質
表

面
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
大
胆
な
仮
説
を
立
て
た
。
私
は
す
ぐ
に
同
僚
と
と
も
に
、
こ
の
仮
説
に
基

づ
き
、
親
水
と
疎
水
の
性
質
を
併
せ
持
っ
た
ナ
ノ
構
造
を
複
製
し
、
ガ
ラ
ス
表
面
に
処
理
を
施
し
、
ガ
ラ
ス
表
面
が
親

水
と
親
油
の
特
性
を
持
っ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。

親
水
・
親
油
の
材
料
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
疎
水
・
疎
油
の
材
料
も
作
れ
る
は
ず
だ
。



73 藤嶋昭研究室から大きく羽ばたく

大
自
然
の
中
で
は
、
泥
か
ら
生
え
た
ハ
ス
の
葉
が
、
強
力
な
疎
水
・
疎
油
の
性
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ハ
ス
の
葉
の
表
面
に
は
特
殊
な
構
造
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
私
は
走
査
型
電
子
顕
微
鏡
を
使
っ
て
ハ
ス
の
葉
の
表
面

を
観
察
し
、
大
量
の
で
こ
ぼ
こ
し
た
ナ
ノ
構
造
を
発
見
し
た
。
こ
れ
こ
そ
私
が
求
め
て
い
た
答
え
だ
っ
た
。
私
は
、
マ

イ
ク
ロ
ナ
ノ
構
造
と
中
国
の
古
代
の
伝
統
文
化
で
あ
る
老
子
の
陰
陽
学
説
を
結
合
し
、
ナ
ノ
界
面
上
で
通
常
を
超
え
た

性
質
を
示
す
界
面
物
質
材
料
を
作
り
出
し
、
こ
れ
を
「
二
元
協
同
ナ
ノ
界
面
材
料
」
と
名
付
け
た
。
当
時
、
私
の
共
同

育
成
の
吉
林
大
学
側
の
指
導
教
員
だ
っ
た
李
鉄
津
先
生
に
自
ら
の
最
新
の
研
究
の
進
展
を
電
話
で
報
告
す
る
と
、
李
先

生
も
こ
れ
は
偉
大
な
発
見
だ
と
驚
い
た
。

ナ
ノ
級
界
面
を
出
発
点
と
し
、
新
た
な
法
則
や
新
た
な
材
料
を
見
つ
け
る
こ
と
で
、
藤
嶋
研
究
室
は
、
ナ
ノ
界
面
材

料
の
研
究
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
位
置
に
あ
り
、
ナ
ノ
材
料
分
野
で
は
長
年
に
わ
た
っ
て
大
量
の
資
金
が
投
入
さ
れ
て

い
た
。
私
の
発
見
は
、
藤
嶋
研
究
室
に
と
っ
て
も
嬉
し
い
驚
き
だ
っ
た
。
私
は
１
９
９
８
年
5
月
、
ナ
ノ
材
料
研
究
で

の
誇
る
べ
き
成
果
に
よ
っ
て
、
文
部
省
の
支
給
す
る
若
手
研
究
者
向
け
の
特
別
奨
励
基
金
を
獲
得
し
た
。

さ
ら
に
上
を
目
指
す
踏
み
台
に

祖
国
に
報
い
る
こ
と
は
、
私
の
出
国
に
あ
た
っ
て
の
初
志
だ
っ
た
。
中
国
科
学
院
は
１
９
９
８
年
、「
百
人
計
画
」

の
実
施
を
始
め
た
。
１
０
０
人
余
り
の
優
秀
な
若
手
学
術
リ
ー
ダ
ー
を
国
外
か
ら
誘
致
・
育
成
し
、
中
国
の
科
学
技
術

の
発
展
に
向
け
て
指
導
者
の
重
任
を
負
う
こ
と
の
で
き
る
指
導
者
を
育
て
よ
う
と
い
う
計
画
だ
っ
た
。「
百
人
計
画
」

で
は
、
優
秀
な
人
材
に
対
し
２
０
０
万
元
の
経
費
に
よ
る
支
援
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
は
研
究
経
費
や
機
器
設
備
費
、
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住
宅
手
当
な
ど
が
含
ま
れ
、
研
究
者
の
研
究
と
生
活
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
で
、「
百
人
計
画
」
へ
の
選
出
は
、

研
究
者
の
学
術
的
な
能
力
に
対
す
る
高
い
評
価
を
意
味
し
た
。
私
は
１
９
９
８
年
、
そ
の
優
れ
た
研
究
能
力
を
評
価
さ

れ
て
「
百
人
計
画
」
に
選
出
さ
れ
、
科
学
技
術
戦
線
に
お
け
る
ホ
ー
プ
と
な
っ
た
。

「
百
人
計
画
」に
入
選
す
る
前
、私
は
日
本
で
、当
時
の
中
国
科
学
院
化
学
研
究
所
の
所
長
だ
っ
た
朱
道
本
院
士
に
会
っ

た
。
私
は
朱
院
士
に
自
ら
の
「
二
元
協
同
ナ
ノ
界
面
材
料
」
の
考
え
を
語
っ
た
。
二
人
は
交
流
後
、
意
気
投
合
し
、
年

の
差
を
超
え
た
友
情
を
結
ん
だ
。
中
国
古
代
の
哲
学
を
ヒ
ン
ト
と
し
た
「
二
元
協
同
ナ
ノ
界
面
材
料
」
の
発
想
は
、
日

本
で
は
な
か
な
か
な
じ
ま
ず
、
私
は
壁
に
直
面
し
て
い
た
。
朱
道
本
院
士
は
「
百
人
計
画
」
を
推
薦
し
、
帰
国
後
1
週

間
も
し
な
い
う
ち
に
「
百
人
計
画
」
申
請
の
た
め
の
電
子
メ
ー
ル
を
私
に
送
っ
て
来
た
。

１
９
９
８
年
5
月
、
私
は
自
費
で
北
京
に
帰
り
、
海
外
の
若
手
科
学
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
。
国
内

の
人
材
需
要
の
市
場
環
境
も
そ
の
足
で
視
察
し
、国
家
科
学
技
術
部
基
礎
研
究
司
の
邵
立
勤
・
副
司
長
（
当
時
）
に
会
っ

た
。
簡
単
な
交
流
後
、
邵
立
勤
は
す
ぐ
に
、
私
の
研
究
活
動
に
理
解
と
興
味
を
示
し
、
帰
国
し
て
事
業
を
展
開
す
る
よ

う
勧
め
、
国
家
「
９
７
３
」
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
薦
し
て
く
れ
た
。

当
時
中
国
科
学
院
の
副
院
長
を
務
め
て
い
た
白
春
礼
院
士
は
、
ナ
ノ
科
学
の
専
門
家
で
あ
り
、
私
と
同
様
に
海
外
留

学
の
経
歴
が
あ
っ
た
。
中
国
科
学
院
の
「
百
人
計
画
」
を
担
当
し
て
い
た
白
春
礼
院
士
は
、
私
の
宿
泊
し
て
い
た
招
待

所
に
自
ら
足
を
運
ん
で
く
れ
た
。
二
人
は
ナ
ノ
界
面
材
料
の
研
究
に
つ
い
て
、
応
用
基
礎
研
究
や
企
業
化
運
営
を
す
る

た
め
に
は
ま
ず
、
基
礎
研
究
を
し
っ
か
り
と
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
共
通
認
識
を
達
成
し
た
。
国
内
の
科
学
者

の
サ
ポ
ー
ト
は
私
を
鼓
舞
し
、
帰
国
と
い
う
道
が
い
よ
い
よ
は
っ
き
り
し
て
来
た
。
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私
は
学
術
面
で
大
き
な
成
果
を
獲
得
し
、
藤

嶋
研
究
室
の
在
籍
期
間
中
も
、
光
電
界
面
材
料

の
製
造
と
理
化
学
的
性
質
の
研
究
で
多
く
の
成

果
を
上
げ
て
い
た
。
日
本
や
米
国
の
多
く
の
大

学
や
多
国
籍
企
業
か
ら
も
仕
事
の
オ
フ
ァ
ー
が

あ
っ
た
。
母
校
の
吉
林
大
学
の
兼
任
教
授
の
招

聘
状
と
「
長
江
学
者
」
申
請
の
招
待
状
も
す
で

に
手
元
に
あ
っ
た
。
藤
嶋
先
生
は
早
く
か
ら
高

待
遇
の
ポ
ス
ト
を
約
束
し
て
く
れ
て
い
た
。
だ

が
一
番
縁
が
あ
っ
た
の
は
中
国
科
学
院
だ
っ
た
。

１
９
９
８
年
8
月
、
私
は
北
京
に
帰
り
、
世

界
の
若
手
ナ
ノ
科
学
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
出
席
し
た
。
中
国
科
学
院
化
学
研
究
所
は
、

化
学
研
究
所
の
見
学
と
講
義
に
私
を
招
い
た
。

私
の
講
義
は
出
席
者
の
認
識
を
一
変
さ
せ
、
大

き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
私
の
研
究
所
で
の
ポ
ス

ト
の
審
査
は
1
週
間
で
通
過
し
、
3
つ
の
部
屋

2015年、「中国科学院傑出成果賞」受賞

China NANO Award 2015.09 （中国大陸初の学者として）
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と
大
広
間
の
あ
る
住
宅
も
手
配
さ
れ
、
研
究
経
費
の
申
請
も
行
わ
れ
た
。
同
年
12
月
、
化
学
研
究
所
は
私
の
「
百
人
計

画
」
の
質
疑
応
答
を
認
め
、
専
門
の
助
手
を
す
ぐ
に
配
置
し
、
二
元
ナ
ノ
界
面
材
料
研
究
室
の
設
立
を
進
め
て
く
れ
た
。

私
の
中
国
国
内
で
の
科
学
研
究
の
凖
備
は
こ
う
し
て
整
っ
た
。
手
塩
に
か
け
た
学
生
が
離
れ
て
い
く
の
は
残
念
だ
っ

た
と
思
う
が
、
藤
嶋
先
生
は
、
私
の
帰
国
を
応
援
し
、
自
分
の
祖
国
に
帰
れ
ば
、
活
躍
す
る
空
間
も
も
っ
と
広
が
る
だ

ろ
う
と
言
っ
て
く
れ
た
。
藤
嶋
先
生
と
橋
本
仁
教
授
は
さ
ら
に
、
帰
国
後
す
ぐ
に
研
究
で
き
る
よ
う
に
と
、
私
に
数

千
万
円
の
実
験
設
備
を
提
供
し
て
く
れ
た
。
恩
師
に
対
す
る
感
謝
と
惜
別
の
念
を
胸
に
、
私
は
中
国
に
戻
っ
た
。

私
が
築
い
た
二
元
協
同
界
面
材
料
の
理
論
的
土
台
に
基
づ
き
、
私
は
そ
の
課
題
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
、
ハ

ス
の
葉
や
毛
筆
、
ウ
ツ
ボ
カ
ズ
ラ
な
ど
自
然
か
ら
発
想
し
、
自
然
を
活
用
し
た
ナ
ノ
新
型
機
能
の
材
料
を
す
ぐ
に
開
発

し
た
。
私
は
、
二
元
協
同
ナ
ノ
界
面
材
料
に
対
し
、
よ
り
体
系
的
な
研
究
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
材
料
を
用
い

て
織
物
を
処
理
す
る
と
、
水
や
油
を
は
じ
く
性
質
を
織
物
に
備
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
タ
イ
ル
や
ガ
ラ
ス
の
処
理

に
用
い
れ
ば
、
自
浄
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
国
科
学
院
化
学
研
究
所
の
産
業
化
の
発
想
は
、
藤
嶋
先
生
の
影
響
を
受
け
た
私
の
産
業
化
開
発
と
一
致
し
た
。
私

は
そ
こ
で
、
ナ
ノ
技
術
の
移
転
と
普
及
を
積
極
的
に
開
始
し
、
関
連
企
業
と
の
幅
広
い
協
力
を
す
ぐ
に
展
開
し
、
戦
略

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
し
、
基
礎
研
究
の
実
際
の
生
活
へ
の
応
用
を
実
現
し
た
。

化
学
研
究
所
と
中
国
商
品
交
易
セ
ン
タ
ー
は
北
京
中
商
世
紀
ナ
ノ
技
術
有
限
公
司
を
共
同
設
立
し
、「
ナ
ノ
自
浄
ネ

ク
タ
イ
」
や
「
ナ
ノ
自
浄
ス
カ
ー
フ
」
な
ど
の
驚
く
べ
き
製
品
が
生
み
出
さ
れ
た
。
普
通
の
ネ
ク
タ
イ
や
ス
カ
ー
フ
と

変
わ
ら
な
い
が
、
ナ
ノ
技
術
に
よ
る
処
理
が
施
さ
れ
、
特
殊
な
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
。
ハ
ス
の
葉
に
汚
水
が
落
ち
て
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も
、
浸
透
す
る
こ
と
は
な
い
。
同
様
に
こ
れ
ら
の
製
品
も
、
手
で
も
ん
で
浄
水
で
洗
い
流
す
だ
け
で
、
汚
れ
や
油
の
痕

は
消
え
て
し
ま
い
、
洗
浄
剤
を
使
う
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
。

１
９
９
９
年
末
、
私
が
首
席
科
学
者
を
務
め
る
中
商
世
紀
公
司
は
記
者
発
表
会
を
開
き
、「
超
双
親
性
二
元
協
同
界

面
材
料
技
術
」（
親
水
・
親
油
）
と
「
超
双
疎
性
界
面
材
料
」（
疎
水
・
疎
油
）
を
初
め
て
打
ち
出
し
、
美
し
い
「
ナ
ノ

自
浄
ネ
ク
タ
イ
」
を
社
会
各
界
に
披
露
し
た
。

ナ
ノ
技
術
処
理
を
施
し
た
各
種
の
紡
織
材
料
は
、
ま
る
で
魔
法
の
よ
う
に
、
防
水
や
防
油
が
可
能
な
だ
け
で
な
く
、

殺
菌
や
放
射
線
防
護
、防
カ
ビ
な
ど
の
特
殊
な
效
果
を
持
つ
上
、繊
維
強
度
や
染
料
親
和
性
、耐
洗
浄
性
、ウ
ォ
ッ
シ
ュ
・

ア
ン
ド
・
ウ
ェ
ア
性
な
ど
も
と
も
と
の
織
物
の
各
種
の
性
能
は
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
０
０
０
年
春
、
国
家
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
指
導
協
調
委
員
会
首
席
科
学
者
の
白
春
礼
院
士
は
、
国
務
院
の
指
導
者
向
け

に
中
南
海
で
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
っ
た
。白
春
礼
院
士
が
そ
の
場
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
防
汚
ネ
ク
タ
イ
に
は
朱
鎔
基
総
理
も
興
味
を
示
し
た
。
現
在
、
化
学
研
究
所
が
提
供
し
た
双
疎
ナ
ノ
技
術
を
活
用
し
、

中
商
世
紀
公
司
と
寧
波
艾
力
特
公
司
は
ナ
ノ
ネ
ク
タ
イ
を
共
同
で
打
ち
出
し
、
市
場
へ
の
大
規
模
な
投
入
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
中
国
科
学
院
」
の
字
の
入
っ
た
ネ
ク
タ
イ
は
、外
国
の
貴
賓
に
贈
ら
れ
る
礼
品
と
な
り
、「
ネ
ク
タ
イ
大
使
」

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
中
国
国
家
大
劇
院
も
こ
の
種
の
材
料
を
率
先
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
超
双
親

界
面
材
料
技
術
は
今
後
、
都
市
の
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
の
ガ
ラ
ス
や
浴
室
の
鏡
、
各
種
の
メ
ガ
ネ
、
自
動
車
ガ
ラ
ス
な

ど
で
幅
広
く
応
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
信
じ
、
二
元
協
同
ナ
ノ
界
面
材
料
の
研
究
を
さ
ら
に
進
め
て
い
る
。

産
学
研
協
力
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
、
バ
イ
オ
ニ
ッ
ク
知
能
界
面
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
す
で
に
、
多
く
の
企
業
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と
協
力
し
、
技
術
譲
渡
の
実
現
に
成
功
し
て
い
る
。
例
え
ば

自
浄
ガ
ラ
ス
生
産
技
術
の
譲
渡
を
受
け
たN

ano Solutions

有
限
責
任
公
司
は
、
面
積
20
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
自

浄
ガ
ラ
ス
の
生
産
と
応
用
を
実
現
し
た
。
油
水
分
離
膜
の
譲

渡
を
受
け
た
北
京Binary Century

ナ
ノ
技
術
有
限
公
司

は
、
８
０
０
隻
以
上
の
汽
船
の
油
分
浄
化
へ
の
応
用
に
成
功

し
た
。

北
京
中
科
納
新
印
刷
技
術
有
限
公
司
に
は
、
緑
色
印
刷
技

術
が
譲
渡
さ
れ
た
。
織
物
表
面
の
超
双
疎
（
疎
水
・
疎
油
）

処
理
技
術
の
譲
渡
を
受
け
た
寧
波
艾
利
特
控
股
集
団
公
司

は
、
自
浄
ネ
ク
タ
イ
と
自
浄
ス
カ
ー
フ
の
生
産
へ
の
応
用
に

成
功
し
た
。
鄂
尓
多
斯
（
オ
ル
ド
ス
）
集
団
や
杉
杉
公
司
な

ど
の
一
連
の
企
業
と
も
協
力
を
展
開
し
た
。

バ
イ
オ
ニ
ッ
ク
知
能
界
面
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
は
さ
ら

に
、
北
京
の
北
京
賽
特
超
潤
界
面
科
技
有
限
公
司
と
戦
略

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
、
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、

衛
生
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
農
業
な
ど
の
分
野
に
用
い
る
先
進
材

藤嶋先生と
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料
を
開
発
し
、
科
学
技
術
成
果
の
転
化
を
加
速
し
て
い
る
。

私
の
研
究
室
は
２
０
０
１
年
、「
超
双
疎
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ
配
列
膜
」
の
開
発
に
成
功
し
、
ド
イ
ツ
の
学
術

誌A
ngewandte C

hem
ie

に
そ
の
成
果
を
発
表
し
た
。
一
連
の
高
水
準
の
成
果
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
、
私
は
、
材
料
分

野
で
国
際
的
に
権
威
の
あ
る
雑
誌A

dv. M
ater.

編
集
長
の
目
に
止
ま
り
、
研
究
成
果
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
文
章
の
執

筆
を
依
頼
さ
れ
た
。

藤
嶋
先
生
は
学
生
の
事
業
を
応
援
し
、
学
生
の
発
展
を
常
に
気
に
か
け
て
い
た
。
２
０
０
０
年
12
月
1
日
、
藤
嶋
先

生
は
私
に
会
う
た
め
に
中
国
を
訪
れ
、
私
が
こ
れ
ほ
ど
短
い
時
間
で
注
目
す
べ
き
成
果
を
上
げ
た
こ
と
を
知
り
、
驚
く

と
同
時
に
心
か
ら
の
賞
賛
を
送
っ
た
。
帰
国
後
、
私
と
藤
嶋
先
生
は
緊
密
な
交
流
を
保
ち
、
毎
年
一
回
の
中
日
両
国
に

よ
る
会
議
で
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
ほ
か
、
私
は
日
本
を
訪
れ
る
た
び
に
恩
師
を
訪
ね
て
い
る
。

多
く
の
成
果
を
上
げ
た
教
え
子
た
ち

　

人
に
授
け
る
に
魚
を
以
っ
て
す
る
は
、
人
に
授
け
る
に
漁
を
以
っ
て
す
る
に
如
か
ず
―
―
。
私
は
、
研
究
事
業
の
展

開
を
重
視
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
毎
年
、
新
入
生
が
入
っ
て
来
る
度
、
私
は
最
初

の
授
業
で
は
、
専
門
知
識
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
科
学
研
究
に
従
事
す
る
者
と
し
て
守
る
べ
き
ル
ー
ル
を
教
え
る
。

　

学
生
に
は
、「
ま
ず
は
正
し
い
人
間
と
な
り
、そ
の
後
に
学
問
を
深
め
な
さ
い
」
と
言
う
。
私
は
、「
誠
実
、団
結
、自
信
、

礼
儀
」
を
心
が
け
る
よ
う
呼
び
か
け
、
そ
の
中
で
も
「
自
信
」
は
特
に
重
視
す
べ
き
だ
と
語
る
。
学
生
に
は
、
自
分
が

生
ま
れ
た
か
ら
に
は
必
ず
用
途
が
あ
る
と
の
信
念
、
研
究
成
果
を
左
右
す
る
の
は
ど
の
大
学
を
卒
業
し
た
か
で
は
な
く
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個
人
が
い
か
に
努
力
す
る
か
な
の
だ
と
い
う
信
念
を
持
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
研
究
チ
ー
ム
は
精
錬
炉
と
な
り
、

銑
鉄
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
で
あ
っ
て
も
、
す
ば
ら
し
い
鋼
鉄
に
精
錬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

学
生
に
対
し
て
は
、
厳
し
さ
と
緩
や
か
さ
の
両
方
で
臨
む
こ
と
が
大
切
だ
。
厳
し
さ
と
は
、
学
生
の
勉
学
精
神
や
研

究
方
向
は
し
っ
か
り
指
導
し
、
一
人
ひ
と
り
の
学
生
の
研
究
に
お
け
る
大
き
な
問
題
を
き
ち
ん
と
管
理
す
る
と
い
う
こ

と
だ
。
緩
や
か
さ
と
は
、
普
段
の
研
究
は
、
で
き
る
だ
け
彼
ら
に
任
せ
て
自
分
で
や
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
細
か
く

管
理
し
す
ぎ
れ
ば
、
学
生
は
教
員
の
指
導
通
り
実
験
を
す
る
だ
け
に
な
る
。
そ
う
な
れ
ば
何
で
も
考
え
や
っ
て
み
る
と

い
う
若
者
の
力
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
同
じ
だ
と
私
は
考
え
て
い
る
。

　

私
が
最
初
に
指
導
し
た
博
士
課
程
の
大
学
院
生
の
一
人
で
あ
る
馮
琳
は
、
私
の
指
導
の
下
、
重
要
な
研
究
成
果
を
収

め
、
わ
ず
か
3
年
で
世
界
的
に
有
名
な
化
学
専
門
誌A

ngew. C
hem

. Int. E
d.

と
材
料
専
門
誌A

dv. M
ater.

に
論
文
を
4
本

発
表
し
、
全
国
優
秀
博
士
論
文
１
０
０
本
に
も
論
文
が
選
ば
れ
た
。
私
の
も
と
に
は
北
京
大
学
や
清
華
大
学
の
学
生
は

お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
は
あ
ま
り
有
名
で
な
い
大
学
の
出
身
者
だ
。
そ
の
た
め
学
生
が
国
際
学
術
誌
に
論
文
を
発
表
す
る

と
驚
く
人
も
い
る
。
彼
ら
が
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
ほ
か
で
も
な
く
、
自
信
を
持
ち
、
苦
労
を
い
と
わ
ず

に
努
力
し
た
か
ら
だ
。
馮
琳
か
ら
始
ま
っ
て
、
私
の
一
人
ひ
と
り
の
学
生
は
、
先
輩
や
同
輩
、
さ
ら
に
は
後
輩
に
鼓
舞

さ
れ
、
多
く
の
重
大
な
研
究
成
果
に
皆
が
励
ま
さ
れ
な
が
ら
、
研
究
に
専
念
す
る
闘
志
を
よ
り
い
っ
そ
う
高
め
て
き
た
。

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
見
逃
さ
な
い
観
察
力
、
豊
富
で
多
彩
な
想
像
力
、
ど
ん
な
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
め
げ
な

い
精
神
、
強
靭
で
ゆ
る
ぎ
の
な
い
意
志
、
深
い
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
表
現
力
。
こ
れ
ら
が
私
が
学
生
に
求

め
る
基
本
的
な
能
力
だ
。
実
験
に
あ
た
っ
て
最
も
大
切
な
の
は
観
察
だ
。
良
好
な
観
察
力
が
な
け
れ
ば
、
研
究
者
は
、
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実
験
で
最
も
重
要
な
発
見
を
見
逃
し
て
捨
て
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

科
学
に
お
け
る
想
像
は
、
根
拠
の
な
い
妄
想
と
は
違
う
。
大
量
の
読
書
と
幅
広
い
知
識
、
積
極
的
な
交
流
の
上
に
な

さ
れ
る
も
の
だ
。
研
究
室
は
面
白
み
に
欠
け
、
デ
ー
タ
は
味
気
な
く
、
研
究
過
程
は
単
調
で
、
科
学
研
究
は
決
し
て
楽

な
仕
事
と
は
言
え
な
い
。
私
は
よ
く
こ
う
語
る
。「
科
学
者
に
と
っ
て
は
、
ど
ん
な
困
難
に
も
め
げ
な
い
精
神
、
強
靭

で
揺
る
ぎ
の
な
い
意
志
が
欠
か
せ
な
い
」。
科
学
研
究
は
重
要
だ
が
、
そ
れ
を
伝
え
る
能
力
も
非
常
に
重
要
だ
。
2
時

間
で
話
そ
う
と
思
っ
て
い
た
報
告
を
5
分
に
ま
と
め
、
重
点
を
は
っ
き
り
と
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

私
に
育
て
ら
れ
た
学
生
ら
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
理
論
の
土
台
と
柔
軟
な
対
応
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。
卒
業
し

た
学
生
の
多
く
は
中
国
内
外
の
大
学
に
勤
め
、
自
分
の
研
究
チ
ー
ム
を
作
っ
た
人
も
多
い
。「
長
江
学
者
」
と
し
て
任

用
さ
れ
た
教
え
子
や
、「
国
家
傑
出
青
年
科
学
基
金
」
の
獲
得
者
、「
優
秀
青
年
科
学
基
金
」
の
獲
得
者
も
数
多
い
。
重

点
研
究
機
構
の
研
究
員
や
国
家
重
点
大
学
の
教
授
、
自
ら
の
分
野
の
学
術
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
人
も
い
る
。

例
え
ば
孫
涛
壘
は
現
在
、
武
漢
理
工
大
学
化
学
化
工
・
生
命
科
学
学
院
の
院
長
を
務
め
て
お
り
、「
長
江
学
者
」

（
２
０
０
９
）
に
選
ば
れ
た
だ
け
で
な
く
、「
国
家
傑
出
青
年
科
学
基
金
」（
２
０
１
３
）
の
獲
得
者
で
も
あ
る
。
王
樹

涛
は
現
在
、
中
国
科
学
院
理
化
技
術
研
究
所
業
務
処
処
長
を
務
め
、「
国
家
傑
出
青
年
科
学
基
金
」（
２
０
１
４
）
の
獲

得
者
で
あ
り
、「
長
江
学
者
」（
２
０
１
６
）
で
も
あ
る
。

聞
利
平
は
現
在
、
中
国
科
学
院
理
化
技
術
研
究
所
生
物
模
倣
材
料
・
界
面
科
学
重
点
研
究
室
副
主
任
を
務
め
、「
国

家
傑
出
青
年
科
学
基
金
」（
２
０
１
６
）
の
獲
得
者
だ
。
夏
帆
は
現
在
、
中
国
地
質
大
学
（
武
漢
）
材
料
・
化
学
学
院

院
長
を
務
め
、「
国
家
傑
出
青
年
科
学
基
金
」（
２
０
１
５
）
の
獲
得
者
で
あ
る
。
柏
浩
は
、
浙
江
大
学
化
学
工
学
・
生
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物
工
学
学
院
教
授
を
務
め
、
２
０
１
５
年
に
は
中
共
中
央
組
織
部
「
青
年
千
人
計
画
」
に
入
選
し
た
ほ
か
、「
優
秀
青

年
科
学
基
金
」（
２
０
１
７
）
の
獲
得
者
で
も
あ
る
。

劉
明
傑
は
、
北
京
航
空
航
天
大
学
化
学
・
材
料
学
院
教
授
で
、
２
０
１
５
年
に
は
中
共
中
央
組
織
部
「
青
年
千
人
計

画
」
に
入
選
し
た
ほ
か
、「
国
家
傑
出
青
年
科
学
基
金
」（
２
０
１
７
）
の
獲
得
者
で
も
あ
る
。
侯
旭
は
、
ア
モ
イ
大
学

化
学
化
工
学
院
教
授
で
、
２
０
１
６
年
に
は
中
共
中
央
組
織
部
「
青
年
千
人
計
画
」
に
入
選
し
た
。

田
雪
林
は
、
中
山
大
学
材
料
科
学
・
工
学
学
院
教
授
で
、
２
０
１
６
年
に
は
中
共
中
央
組
織
部
「
青
年
千
人
計
画
」

に
入
選
し
た
。
趙
勇
は
、
河
南
大
学
化
学
化
工
学
院
教
授
で
、
２
０
１
６
年
に
は
中
共
中
央
組
織
部
「
青
年
千
人
計
画
」

に
入
選
し
た
。
郭
維
は
現
在
、
中
国
科
学
院
理
化
技
術
研
究
所
研
究
員
を
務
め
、「
優
秀
青
年
科
学
基
金
」（
２
０
１
５
）

の
獲
得
者
で
あ
る
。

劉
歓
は
、北
京
航
空
航
天
大
学
化
学
・
環
境
学
院
副
教
授
で
、「
優
秀
青
年
科
学
基
金
」（
２
０
１
６
）の
獲
得
者
で
あ
る
。

田
野
は
、
中
国
科
学
院
化
学
研
究
所
緑
色
印
刷
研
究
室
副
研
究
員
で
、「
優
秀
青
年
科
学
基
金
」（
２
０
１
７
）
の
獲
得

者
で
あ
る
。

私
は
、
中
国
の
生
物
模
倣
ス
マ
ー
ト
材
料
分
野
の
専
門
家
で
あ
り
、
業
界
を
引
っ
張
る
人
物
で
も
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
生
物
模
倣
ス
マ
ー
ト
材
料
の
第
一
人
者
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
１
９
８
７
年
か
ら
１
９
９
２
年
ま
で
私

は
吉
林
大
学
で
学
び
、
物
理
学
科
固
体
物
理
専
攻
の
学
士
学
位
と
化
学
科
物
理
化
学
専
攻
の
修
士
学
位
を
取
得
し
た
。

１
９
９
２
年
か
ら
１
９
９
４
年
ま
で
中
日
共
同
育
成
の
博
士
課
程
大
学
院
生
と
し
て
東
京
大
学
に
留
学
し
、
帰
国
後
、

中
国
科
学
院
化
学
研
究
室
に
就
職
し
、
博
士
学
位
を
取
得
し
た
。
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１
９
９
４
年
か
ら
１
９
９
６
年
ま
で
東
京
大
学
で
博
士
研
究
員
を
務
め
る
。
１
９
９
９
年
に
は
中
国
科
学
院
「
百
人

計
画
」
に
入
選
し
、
２
０
０
９
年
12
月
に
は
中
国
科
学
院
院
士
に
選
出
さ
れ
た
。
私
は
、
交
差
学
科
の
研
究
者
で
あ
り
、

化
学
と
物
理
の
両
方
を
学
習
し
た
経
歴
は
、
生
物
模
倣
ス
マ
ー
ト
材
料
分
野
の
研
究
で
大
い
に
生
か
さ
れ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

神
秘
的
な
大
自
然
は
人
類
の
最
良
の
教
師
で
あ
る
。
私
は
、
交
差
学
科
の
強
み
を
拠
り
所
と
し
、
生
物
模
倣
ス
マ
ー
ト

界
面
の
研
究
を
長
期
に
わ
た
っ
て
行
い
、
自
然
か
ら
学
び
ハ
ス
の
葉
の
表
面
の
超
疎
水
性
や
蜘
蛛
の
糸
の
超
強
力
定
向
集

水
性
、
魚
の
う
ろ
こ
表
面
の
水
中
超
疎
油
性
な
ど
に
か
か
わ
る
科
学
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
連
の
超
浸
透

機
能
材
料
を
開
発
し
、
中
国
国
家
大
劇
院
や
船
舶
な
ど
を
含
む
世
界
の
産
業
に
貢
献
し
た
と
す
れ
ば
大
変
う
れ
し
く
思
う
。

私
の
研
究
室
に
は
現
在
、
研
究
室
主
任
1
人
、
研
究
室
副
主
任
2
人
が
配
置
さ
れ
、
固
定
人
員
は
21
人
で
、
そ
の
う

ち
学
術
中
堅
人
員
は
13
人（
正
高
級
8
人
、副
高
級
5
人
）に
達
す
る
。
研
究
室
は
学
術
レ
ベ
ル
が
高
く
、団
結
力
が
強
く
、

青
壮
年
の
学
術
リ
ー
ダ
ー
を
核
心
と
し
た
優
秀
な
研
究
チ
ー
ム
を
擁
し
、
中
国
科
学
院
院
士
1
人
、
研
究
員
8
人
（
そ

の
う
ち
1
人
は
「
千
人
計
画
」
選
出
の
外
国
人
専
門
家
）、
副
研
究
員
5
人
（
1
人
は
高
級
エ
ン
ジ
ニ
ア
）
が
含
ま
れ
る
。

中
国
科
学
院
「
百
人
計
画
」
選
出
者
1
人
、「
国
家
傑
出
青
年
科
学
基
金
」
獲
得
者
3
人
、
国
家
「
万
人
計
画
」
青

年
優
秀
人
才
1
人
、「
長
江
学
者
」
1
人
、「
優
秀
青
年
科
学
基
金
」
獲
得
者
1
人
、「
盧
嘉
錫
青
年
人
才
」
受
賞
者
1

人
が
い
る
。
研
究
室
に
は
、「
生
物
模
倣
超
浸
透
界
面
材
料
研
究
セ
ン
タ
ー
」「
生
物
模
倣
粘
着
材
料
研
究
セ
ン
タ
ー
」「
マ

イ
ク
ロ
ナ
ノ
構
造
加
工
セ
ン
タ
ー
」
の
3
つ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。

現
在
は
、「
生
物
模
倣
超
浸
透
界
面
材
料
」「
生
物
模
倣
粘
着
性
界
面
材
料
」「
生
物
模
倣
イ
オ
ン
チ
ャ
ネ
ル
構
築
・
応
用
」
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2014-MRS Mid-Career Researcher Award
（中国大陸初の学者として）

2016年には国連教育科学文化機関（ユネスコ）
ナノサイエンス貢献賞受賞

2016年 5月 日経賞受賞
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「
有
機
パ
タ
ー
ン
化
材
料
デ
バ
イ
ス
」「
生
物
模
倣
構
造
色
材
料
」「
複

雑
微
細
構
造
超
回
折
レ
ー
ザ
ー
加
工
・
応
用
」
の
6
つ
の
分
野
の
研

究
活
動
を
重
点
的
に
展
開
し
て
い
る
。

私
は
、
中
国
科
学
院
と
北
京
航
空
航
天
大
学
化
学
学
院
に
勤
め
る

ほ
か
、
第
三
世
界
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
や
全
米
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー

外
国
人
会
員
、
英
国
王
立
化
学
協
会
会
員
、
中
国
材
料
研
究
会
ナ
ノ

分
会
主
席
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
モ
ナ
シ
ュ
大
学
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
、
吉
林
大
学
の
兼
任
教
授
を
務
め
、
さ
ら
に
関

連
分
野
の
国
内
外
の
重
要
な
学
術
誌
（A

dv.M
ater.Funct., Sm

all, A
C

S 

N
ano

な
ど
）
で
編
集
顧
問
や
副
編
集
長
な
ど
を
務
め
て
い
る
。

生
物
模
倣
ス
マ
ー
ト
材
料
分
野
の
専
門
家
と
し
て
、
私
は
、
研
究

室
を
率
い
て
世
界
一
流
を
目
指
す
と
同
時
に
、
社
会
的
な
評
価
も

得
て
い
る
。
２
０
１
４
年
に
はM

RS M
id-Career Researcher 

A
w
ard

を
獲
得
、
２
０
１
５
年
に
は
「
中
国
科
学
院
傑
出
成
果
賞
」

と
「
中
国
ナ
ノ
大
賞
」、
２
０
１
６
年
に
は
国
連
教
育
科
学
文
化
機

関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
貢
献
賞
と
日
経
科
学
賞
、
さ
ら

に
第
三
世
界
科
学
院
化
学
賞
を
獲
得
し
て
い
る
。

NAE8066-1697
全米技術アカデミー外国人会員 第三世界科学

アカデミー化学賞受賞
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学
業
の
飛
躍
を
後
押
し
し
た

恩
師
の
指
導

顧忠沢
（東南大学生物科学・医学工程学院教授、院長）
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新
入
生
の
机
の
上
に
置
い
て
あ
っ
た
30
万
円
入
り
の
封
筒

１
９
９
４
年
、
私
は
日
本
の
文
部
省
の
奨
学
金
を
獲
得
し
た
。
当
時
、
文
部
省
と
中
国
教
育
部
の
間
に
は
交
流
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
、
協
定
に
よ
っ
て
中
国
教
育
部
が
日
本
へ
の
研
修
を
一
括
し
て
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
た
。
一
緒
に
日
本

へ
行
っ
た
の
は
80
人
あ
ま
り
の
中
国
国
内
の
研
究
者
で
あ
る
。
当
時
、
私
の
所
属
し
て
い
た
研
究
室
の
主
任
は
藤
嶋
昭

先
生
の
研
究
室
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
で
、
藤
嶋
研
究
室
の
厳
格
な
学
術
的
雰
囲
気
と
藤
嶋
先
生
の
専
門
的
知
識
に
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
た
め
、
私
を
藤
嶋
研
究
室
に
推
薦
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
無
事
に
藤
嶋
研
究
室
に
到
着
し
、

ス
タ
ッ
フ
に
連
れ
ら
れ
て
部
屋
に
入
っ
た
が
、
席
に
つ
く
か
つ
か
な
い
か
の
う
ち
に
、
自
分
の
机
に
封
筒
が
置
か
れ
て

い
る
の
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
は
藤
嶋
先
生
が
「
新
入
生
」
の
私
の
た
め
に
用
意
し
た
生
活
費
30
万
円
だ
っ
た
。
自
分
は

ま
だ
何
も
し
て
い
な
い
の
に
、
こ
ん
な
大
金
を
も
ら
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
驚
き
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
私
は

大
変
感
激
し
た
。
藤
嶋
先
生
の
学
生
に
対
す
る
気
遣
い
と
面
倒
見
の
よ
さ
は
、
深
い
印
象
と
な
っ
て
残
っ
た
。

藤
嶋
研
究
室
は
学
術
に
対
し
て
厳
し
い
中
に
も
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
だ
と
感
じ
た
。
み
な
研
究
に
専
念
し
、
高
い
学

術
的
素
養
を
持
ち
、
研
究
員
同
士
が
助
け
合
い
、
中
国
と
日
本
の
学
生
も
仲
が
よ
か
っ
た
。
特
に
弥
田
智
一
研
究
員
、

橋
本
和
仁
研
究
員
は
勉
強
面
で
も
生
活
面
で
も
私
を
助
け
て
く
れ
、
そ
れ
は
私
に
と
っ
て
非
常
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
。

留
学
中
、
私
は
藤
嶋
先
生
の
人
と
な
り
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
藤
嶋
先
生
は
中
国
の
「
よ
い
こ
と
を
す
れ
ば
必

ず
よ
い
報
い
が
あ
る
」
と
い
う
道
徳
を
信
じ
て
お
り
、
い
つ
も
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
も
の
を
考
え
る
人
だ
っ
た
。
当

時
日
本
で
は
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
を
簡
単
に
受
け
入
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
藤
嶋
先
生
は
、
中
国

人
留
学
生
を
熱
心
に
指
導
し
、
留
学
生
た
ち
の
仕
事
や
勉
強
に
必
要
な
条
件
を
整
え
、
日
本
で
無
事
に
学
業
を
終
え
ら
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れ
る
よ
う
守
っ
て
く
れ
た
。
私
は
、
藤
嶋
先
生
が
指
導
教
員
と
し
て
研
究
を
助
け
て
く
れ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
そ
の

人
と
な
り
や
人
と
の
接
し
方
が
、
科
学
研
究
と
学
術
界
で
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
大
き
な
理
由
だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ

を
し
っ
か
り
心
に
刻
み
、
生
涯
そ
の
恩
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 長
所
を
学
び
短
所
を
補
い
生
ま
れ
た
革
新
的
発
想

私
は
日
本
に
長
く
留
学
し
て
い
た
た
め
、
日
本
の
研
究
体
制
が
完
備
さ
れ
、
研
究
費
が
十
分
に
あ
っ
て
、
研
究
者
が

将
来
を
心
配
せ
ず
に
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
日
本
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を

多
く
出
せ
る
大
き
な
原
因
だ
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
中
国
の
科
学
研
究
は
過
度
に
論
文
数
を
重
視
し
、
研
究
成
果
が
研

究
室
を
出
て
実
用
化
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
を
払
わ
な
い
。

そ
の
た
め
研
究
者
は
論
文
を
発
表
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
よ
う
に
な
り
、し
か
も
成
果
を
急
ぐ
こ
と
も
あ
る
。
一
方
、

日
本
の
研
究
体
制
に
も
欠
点
は
あ
る
。
そ
れ
は
比
較
的
保
守
的
で
、
中
国
の
研
究
制
度
の
よ
う
に
開
放
的
で
は
な
い
こ
と

だ
。
こ
の
点
で
、
中
国
は
若
い
才
能
の
あ
る
研
究
者
が
頭
角
を
現
す
の
に
有
利
で
あ
る
。
私
は
両
方
の
体
制
の
影
響
を
受

け
、
異
な
る
性
質
を
併
せ
持
ち
、
長
所
を
学
び
短
所
を
補
い
、
両
方
を
補
完
し
合
っ
て
よ
い
結
果
を
生
む
こ
と
が
で
き
た
。

革
新
的
な
発
想
に
よ
っ
て
研
究
過
程
で
独
創
的
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
順
調
に
研
究
を
進
め
た
。
と
く
に
研
究
体
制
建

設
に
お
い
て
私
は
日
本
か
ら
多
く
を
学
び
、
そ
れ
は
帰
国
後
の
研
究
を
力
強
く
支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

２
０
０
３
年
の
帰
国
後
、
私
は
日
本
の
研
究
体
制
に
学
び
、
研
究
室
の
目
的
を
応
用
化
学
と
し
、
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
藤
嶋
先
生
は
卒
業
後
の
学
生
を
常
に
気
に
か
け
て
く
れ
て
い
る
。
私
は
帰
国
後
も
恩
師
と
つ
ね
に
連
絡
を
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取
り
合
っ
て
交
流
し
、
何
度
も
学
生
の
共
同
研
修
を
行
い
、
日
中

二
国
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
深
化
さ
せ
、
そ
の
成
果
が
次
第
に
現
れ

て
き
て
い
る
。

 　
　

 

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
蓄
積
し
た
研
究
業
績

私
は
現
在
、
東
南
大
学
生
物
科
学
・
医
学
工
程
学
院
院
長
、
Ｊ

Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
江
蘇
省
産
業
技
術
研
究
院
生
物
材
料
・
医
療
器
械
研
究

所
長
で
あ
る
。
院
の
研
究
生
は
全
部
で
４
０
０
人
以
上
だ
。
私
の

率
い
る
「
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
材
料
・
器
官
研
究
室
」
は
帰
国

後
に
始
動
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
当
初
私
1
人
だ
っ
た
が
13
人
ま
で

増
え
た
。
そ
の
う
ち
教
授
が
5
人
、
准
教
授
が
6
人
、
講
師
が
2

人
（
11
人
が
海
外
留
学
経
験
者
）
で
あ
る
。
ま
た
江
蘇
省
傑
出
青

年
2
人
、
国
家
自
然
科
学
基
金
優
秀
青
年
1
人
、
全
国
優
秀
博
士

論
文
ノ
ミ
ネ
ー
ト
1
人
、
江
蘇
省
優
秀
博
士
論
文
取
得
者
1
人
、

江
蘇
省
優
秀
修
士
学
位
論
文
取
得
者
4
人
、
宝
鋼
教
育
賞
受
賞
者

3
人
を
輩
出
し
て
い
る
。
博
士
修
了
者
28
人
、修
士
修
了
者
70
人
、

博
士
号
取
得
後
に
他
へ
移
転
し
た
人
は
11
人
で
あ
る
。
現
在
、
顧
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忠
沢
研
究
室
で
は
毎
年
4
〜
5
人
の
修
士
・
博
士
を
受
け
入
れ
、

メ
ン
バ
ー
は
約
20
人
い
る
。
学
生
は
通
常
、
卒
業
後
に
企
業
に
入

社
し
、
企
業
と
研
究
室
と
の
協
力
に
よ
っ
て
、
技
術
の
実
用
化
を

促
進
し
て
い
る
。

研
究
室
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
周
期
性
の
あ
る
マ
イ
ク
ロ
ナ

ノ
構
造
機
能
材
料
、
生
体
機
能
チ
ッ
プ
で
あ
る
。
主
管
す
る
、

も
し
く
は
研
究
中
の
テ
ー
マ
に
は
日
本
の
重
大
研
究
計
画
、
国

家
科
学
技
術
難
関
攻
略
計
画
、
８
６
３
ハ
イ
テ
ク
研
究
発
展
計

画
、
教
育
部
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
発
展
計
画
、
国
家
重
大

科
学
研
究
機
器
研
究
専
門
サ
ブ
テ
ー
マ
な
ど
、
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
あ
る
。

ま
たC

hem
. Soc. R

ev., J. A
m

. C
hem

. Soc., A
ngew. C

hem
. Int. E

d., 

Phys. R
ev. L

ett., A
dv. M

ater.

な
ど
の
世
界
の
著
名
雑
誌
に
発
表
し

た
論
文
は
約
３
０
０
本
、
h
指
数
は
46
で
あ
る
。
特
許
申
請
は

１
０
０
以
上
で
、
権
利
取
得
40
以
上
、
権
利
移
転
7
で
あ
る
。

現
在
、
８
６
３
テ
ー
マ
専
門
家
メ
ン
バ
ー
、
国
家
重
大
科
学

技
術
専
門
家
メ
ン
バ
ー
、
軍
委
員
会
科
学
技
術
委
員
会
イ
ノ
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ベ
ー
シ
ョ
ン
局
バ
イ
オ
材
料
分
野
専
門
家
メ
ン
バ
ー
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
成
果
は
教
育
部
自
然
科
学
一
等
賞

（
２
０
１
０
、
順
位
1
／
3
）、
中
華
医
学
会
医
学
科
学
技

術
二
等
賞
（
２
０
１
１
、
順
位
3
／
10
）、
江
蘇
省
科
学

技
術
一
等
賞
（
２
０
１
３
、
順
位
3
／
11
）、
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
発
明
博
覧
会
特
別
金
賞
（
２
０
１
４
、
順
位
1
／
2
）、

教
育
部
科
学
技
術
進
歩
二
等
賞
（
２
０
１
５
、
順
位
3
／

9
）
な
ど
を
受
賞
し
て
い
る
。

 　
　
　

 

私
と
研
究
室
の
主
な
研
究
成
果

顧
忠
沢
研
究
室
は
、
主
に
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
の
科

学
的
・
生
物
科
学
的
分
析
、
お
よ
び
脳
波
の
情
緒
分
析

に
基
づ
い
て
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
主
に
フ
ォ
ト
ニ
ッ

ク
結
晶
エ
ン
コ
ー
ド
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ア
レ
イ
、
フ
ォ

ト
ニ
ッ
ク
結
晶
非
標
識
セ
ン
サ
ー
、
生
体
機
能
チ
ッ
プ

な
ど
に
関
わ
る
。
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研
究
内
容
1　

自
己
集
合
化
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶

周
期
性
の
あ
る
マ
イ
ク
ロ
ナ
ノ
構
造
材
料
と
は
、
そ
の
構
造
ユ
ニ
ッ
ト
が
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
か
ら
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル

ス
ケ
ー
ル
で
周
期
的
に
分
布
す
る
機
能
材
料
で
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
で
あ
る
。
こ
の
種
の
材

料
は
、
自
身
の
マ
イ
ク
ロ
ナ
ノ
構
造
を
利
用
し
て
光
と
相
互
作
用
を
起
こ
し
、
光
の
伝
搬
特
性
の
制
御
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
自
己
集
合
化
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
の
研
究
に
お
い
て
、
メ
ソ
ポ
ー
ラ
ス
シ
リ
カ
ビ
ー
ズ
、
高
機
能
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
ビ
ー
ズ
な
ど
の
マ
イ
ク
ロ
ナ
ノ
構
造
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
開
発
し
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
印
刷
に
よ
る
フ
ォ
ト
ニ
ッ

ク
結
晶
作
製
技
術
に
発
展
さ
せ
、
さ
ら
に
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
検
査
、
セ
ン
サ
ー

な
ど
の
分
野
に
拡
大
応
用
し
て
い
る
。

⑴
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
印
刷
法
に
よ
る
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
作
製

フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
デ
バ
イ
ス
を
実
用
化
す
る
際
、
し
ば
し
ば
材
料
を
図
案
化
し
た
り
加
工
す
る
必
要
が
あ
る
。

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
印
刷
は
高
解
像
度
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
、
低
汚
染
な
ど
の
長
所
が
あ
り
、
そ
れ
を
コ
ロ
イ
ド
結

晶
の
自
己
集
合
化
技
術
と
組
み
合
わ
せ
る
と
、
コ
ロ
イ
ド
粒
子
を
非
常
に
狭
い
空
間
で
集
合
化
さ
せ
、
精
度
の
高
い

個
別
の
図
案
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
作
製
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

こ
の
技
術
の
難
点
は
、
印
刷
イ
ン
ク
と
な
る
水
滴
内
に
含
ま
れ
る
コ
ロ
イ
ド
粒
子
を
基
板
材
料
に
集
合
化
さ
せ
る
過

程
の
制
御
で
あ
る
。
我
々
は
基
板
の
親
水
性
、
イ
ン
ク
の
化
学
成
分
、
水
滴
の
揮
発
ス
ピ
ー
ド
な
ど
を
最
適
化
し
、
酸

化
ケ
イ
素
コ
ロ
イ
ド
イ
ン
ク
の
印
刷
技
術
を
発
展
さ
せ
た
。
ま
た
電
気
流
体
力
学
に
よ
る
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
印
刷
技
術
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を
発
展
さ
せ
、
異
な
る
タ
イ
プ
の
高
圧
電
場
を
ノ
ズ
ル
に
利
用
し
て
水
滴
化
と
連
続
噴
射
を
実
現
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て

点
状
・
リ
ン
グ
状
・
連
続
線
の
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
構
造
を
実
現
し
た
。
こ
の
電
気
流
体
力
学
の
応
用
は
、
印
刷
精
度

の
ス
ケ
ー
ル
を
1
桁
高
め
、
ま
た
ノ
ズ
ル
詰
ま
り
の
問
題
を
解
決
し
た
。

⑵
光
ガ
ス
セ
ン
サ
ー

フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
を
使
っ
た
重
要
な
応
用
例
の
一
つ
が
ガ
ス
セ
ン
シ
ン
グ
で
あ
る
。
ガ
ス
分
子
を
サ
ブ
ミ
ク
ロ
ン

ビ
ー
ズ
の
表
面
や
隙
間
に
吸
着
し
、
等
価
屈
折
率
の
変
化
を
起
こ
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
の
反
射
の

ピ
ー
ク
を
変
位
さ
せ
る
。
ガ
ス
吸
着
量
と
変
位
量
の
間
に
は
一
定
の
関
係
が
あ
る
た
め
、
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
を
高
感

度
ガ
ス
セ
ン
サ
ー
と
し
て
、
さ
ら
に
定
量
検
査
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

我
々
は
一
種
の
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
チ
ッ
プ
を
発
展
さ
せ
、
チ
ッ
プ
の
異
な
る
格
子
点
を
異
な
る
種
類
の
ガ
ス
と
対

応
さ
せ
、
ス
ペ
ク
ト
ル
シ
フ
ト
も
し
く
は
蛍
光
強
度
の
変
化
と
し
て
表
し
、
測
定
結
果
間
の
違
い
の
大
き
さ
に
基
づ
い

て
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
り
樹
状
図
を
作
成
し
、
ロ
ッ
ト
間
の
冗
長
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
主
成
分
の
分
析
を
し
て
、
ガ

ス
に
対
す
る
識
別
を
行
っ
た
。

未
知
の
ガ
ス
を
検
知
し
、
測
定
結
果
が
既
知
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
位
置
す
れ
ば
、
そ
の
未
知
の
ガ
ス
と
ク
ラ
ス
タ
ー
内

に
あ
る
ガ
ス
は
一
致
し
て
い
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
さ
ら
に
多
孔
性
基
板
に
染
料
ア
レ
イ

を
作
製
し
て
チ
ッ
プ
に
封
入
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
染
料
ア
レ
イ
が
ガ
ス
に
反
応
す
る
前
後
の
色
の
変
化

を
記
録
し
、
独
自
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
未
知
の
ガ
ス
の
モ
デ
ル
識
別
を
行
う
こ
と
が
可
能
だ
。
こ
の
技
術
は
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セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
、
麻
薬
取
り
締
ま
り
な
ど
の
重
要
分
野
に
お
い
て
、
現
場
で
す
ば
や
く
ガ
ス
検
査
の
で
き
る

携
帯
型
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
、
さ
ら
に
一
定
程
度
の
定
量
検
査
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑶
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ

現
在
、
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
（
角
膜
接
触
鏡
）
は
一
般
に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
構
造
を
採
用
し
、
染
料
を
2
層
の

ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ル
の
間
に
は
さ
ん
で
お
り
、
染
料
が
浸
出
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。
我
々
は
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
マ
イ
ク
ロ
構

造
と
光
の
相
互
作
用
に
よ
る
発
色
（
虹
色
）
の
基
本
原
理
に
基
づ
き
、虹
色
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
概
念
を
打
ち
出
し
た
。

コ
ー
ヒ
ー
リ
ン
グ
効
果
の
原
理
に
基
づ
き
、
酸
化
ケ
イ
素
粒
子
を
使
っ
て
真
ん
中
に
穴
（
瞳
孔
部
）
の
あ
る
細
密
充

填
コ
ロ
イ
ド
の
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
構
造
を
一
段
階
法
で
作
り
、
そ
の
後
酸
化
ケ
イ
素
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
取
り
除
く

と
ハ
イ
ド
ロ
ゲ
ル
成
分
の
み
の
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
技
術
は
、
染
料
が
浸
出
す

る
と
い
う
従
来
の
問
題
を
回
避
し
、
ま
た
多
く
の
空
隙
に
よ
っ
て
酸
素
含
有
量
を
増
や
し
、
目
の
乾
燥
を
軽
減
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑷
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
ペ
ー
パ
ー
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｔ

ペ
ー
パ
ー
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
オ
ブ
ケ
ア
テ
ス
ト
（
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｔ
）
は
簡
単
に
使
え
て
コ
ス
ト
が
安
く
、
携
帯
に

便
利
で
使
い
捨
て
で
き
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
る
。
我
々
は
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
の
周
期
性
構
造
を
マ
イ
ク
ロ
流
体
ペ
ー

パ
ー
分
析
デ
バ
イ
ス
の
設
計
に
取
り
入
れ
、そ
の
光
学
的
性
質
と
ナ
ノ
構
造
の
特
性
と
各
種
の
生
化
学
検
査
に
応
用
し
た
。



96

折
り
紙
の
技
術
と
マ
イ
ク
ロ
流
体
ペ
ー
パ
ー
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
、
３
Ｄ
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
の
折
り
紙
デ
バ
イ

ス
を
開
発
し
た
。
作
製
方
法
は
簡
単
で
、
特
殊
な
光
学
的
性
質
を
持
ち
、
一
般
的
な
方
法
で
検
査
デ
バ
イ
ス
を
改
良
し

た
だ
け
で
な
く
、
よ
り
高
感
度
の
定
量
分
析
能
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

研
究
内
容
2　

生
体
機
能
チ
ッ
プ

生
体
機
能
チ
ッ
プ
は
バ
イ
オ
チ
ッ
プ
と
も
い
い
、
医
薬
品
評
価
と
疾
病
モ
デ
ル
に
使
わ
れ
る
、
こ
こ
数
年
で
提
案
さ

れ
た
バ
イ
オ
医
学
研
究
の
新
た
な
実
験
方
法
で
あ
る
。
ヒ
ト
の
器
官
レ
ベ
ル
の
マ
イ
ク
ロ
構
造
、
微
小
環
境
、
機
能
な

ど
の
特
性
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
、
ヒ
ト
由
来
細
胞
組
織
の
疾
病
モ
デ
ル
の
構
築
が
で
き
、
個
別
医
療
へ
の
応
用
の
可
能
性

を
持
ち
、
実
験
用
動
物
の
代
替
と
し
て
、
長
期
的
で
難
し
く
、
コ
ス
ト
の
高
い
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
応
用
で
き
る
と
期

待
さ
れ
て
、
世
界
か
ら
広
く
注
目
さ
れ
て
い
る
。

⑴
マ
イ
ク
ロ
フ
ル
イ
デ
ィ
ク
ス
バ
イ
オ
毛
細
血
管

マ
イ
ク
ロ
フ
ル
イ
デ
ィ
ク
ス
は
物
理
・
化
学
・
工
学
・
微
細
加
工
・
バ
イ
オ
技
術
を
ベ
ー
ス
に
発
展
し
て
き
た
マ
イ

ク
ロ
ス
ケ
ー
ル
構
造
で
マ
イ
ク
ロ
ス
ケ
ー
ル
の
液
体
を
操
作
す
る
科
学
技
術
で
あ
る
。
マ
イ
ク
ロ
ス
ケ
ー
ル
の
流
体
を

正
確
に
操
作
・
処
理
・
制
御
で
き
る
た
め
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ル
イ
デ
ィ
ク
ス
は
機
能
化
・
構
造
化
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
ス
ケ
ー

ル
材
料
の
製
造
に
お
い
て
、
近
年
突
出
し
た
大
き
な
優
位
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

我
々
は
毛
細
血
管
の
構
築
方
法
に
よ
っ
て
、
３
Ｄ
コ
ー
フ
ロ
ー
式
ガ
ラ
ス
毛
細
血
管
マ
イ
ク
ロ
フ
ル
イ
デ
ィ
ク
ス
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装
置
を
設
計
、
作
製
し
た
。
ア
ル
ギ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
を
内
相
、
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
溶
液
を
外
相
と
し
、
ぜ
ん
動

ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
安
定
し
た
二
つ
の
層
流
の
界
面
を
作
り
、
ア
ル
ギ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
と
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
溶
液

が
コ
ー
フ
ロ
ー
の
出
入
り
口
で
ア
ル
ギ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
マ
イ
ク
ロ
繊
維
の
ゲ
ル
化
反
応
を
起
こ
す
こ
と
を
利
用
し
、

サ
イ
ズ
が
制
御
可
能
な
連
続
し
た
ア
ル
ギ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
マ
イ
ク
ロ
繊
維
を
作
製
し
た
。

上
記
の
研
究
に
基
づ
き
、
肝
臓
血
管
と
肝
細
胞
索
な
ど
繊
維
状
の
３
Ｄ
組
織
の
原
型
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
拡
張
可
能

な
マ
イ
ク
ロ
チ
ャ
ネ
ル
構
造
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ル
イ
デ
ィ
ク
ス
装
置
を
作
製
し
、
ま
た
複
雑
な
空
間
構
造
を
持
ち
、
成
分

が
制
御
可
能
な
ア
ル
ギ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
バ
イ
オ
中
空
糸
の
作
製
を
実
現
し
た
。
同
時
に
、
細
胞
を
ア
ル
ギ
ン
酸
カ
ル

シ
ウ
ム
溶
液
中
に
分
散
さ
せ
、
一
段
階
法
で
細
胞
担
持
繊
維
を
作
製
し
た
。
実
験
結
果
に
よ
る
と
、
細
胞
は
繊
維
中
に

お
い
て
比
較
的
よ
い
バ
イ
オ
活
性
と
細
胞
集
合
体
の
成
長
を
示
し
た
。

こ
の
方
法
は
細
胞
集
合
体
の
培
養
に
新
た
な
発
想
を
提
供
し
、
腫
瘍
細
胞
研
究
に
大
き
な
意
義
を
持
つ
。
多
種
の
細

胞
を
多
相
の
ア
ル
ギ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
溶
液
に
分
散
さ
せ
、
繊
維
中
に
お
い
て
細
胞
の
空
間
分
布
を
制
御
可
能
に
し
、

毛
細
血
管
構
造
に
似
た
繊
維
組
織
と
器
官
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
験
結
果
に
よ
る
と
、
細
胞
は
毛
細
血
管
状
の
繊

維
に
お
い
て
高
い
生
存
率
と
生
物
活
性
を
示
し
、
こ
れ
は
主
に
毛
細
血
管
が
細
胞
に
外
界
と
の
物
質
交
換
と
代
謝
排
出

の
機
会
を
よ
り
多
く
提
供
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
研
究
は
、
３
Ｄ
空
間
に
お
い
て
多
種
の
細
胞
を
担
持
し
た
複
雑
な
構
造
で
成
分
制
御
が
可
能
な
マ
イ
ク
ロ
繊
維

の
作
製
を
実
現
し
、
体
外
に
人
工
血
管
や
そ
の
他
の
細
胞
の
3
Ｄ
組
織
構
造
を
構
築
す
る
た
め
の
新
た
な
方
法
を
提
出

す
る
も
の
で
あ
る
。
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⑵
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
細
胞
検
査
チ
ッ
プ

マ
イ
ク
ロ
フ
ル
イ
デ
ィ
ク
ス
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
、
自
身
が
安
定
的
に
エ
ン
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
フ
ォ
ト
ニ
ッ

ク
結
晶
ビ
ー
ズ
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ア
レ
イ
は
、
細
胞
の
単
層
培
養
と
バ
イ
オ
エ
ン
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
2
つ
の
要
求

に
応
え
る
。
ビ
ー
ズ
の
サ
イ
ズ
は
制
御
可
能
で
、
そ
の
範
囲
は
マ
イ
ク
ロ
キ
ャ
リ
ア
細
胞
の
塗
布
と
培
養
に
適
し
て

い
る
。

二
酸
化
ケ
イ
素
材
料
に
細
胞
毒
性
は
な
く
、
適
切
な
表
面
改
質
と
表
面
官
能
基
の
修
飾
に
よ
り
、
高
い
生
物
相
容

性
を
持
つ
多
機
能
な
表
面
で
高
密
度
の
細
胞
塗
布
と
培
養
が
可
能
に
な
る
。
循
環
腫
瘍
細
胞
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

捉
え
、
ま
た
細
胞
の
機
能
や
代
謝
物
な
ど
の
多
元
的
な
分
析
を
行
い
、
さ
ら
に
細
胞
を
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ア
レ
イ
の

表
面
に
付
着
さ
せ
た
後
の
ス
ペ
ク
ト
ル
デ
ー
タ
は
安
定
し
て
変
化
し
な
い
。
同
時
に
流
動
す
る
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

エ
ン
コ
ー
ド
の
基
板
と
な
り
、
エ
ン
コ
ー
ド
の
方
式
に
は
柔
軟
性
が
あ
り
、
細
胞
培
養
と
細
胞
捕
集
を
行
う
際
に
よ

り
主
体
性
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
こ
の
種
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ア
レ
イ
は
３
Ｄ
細
胞
培
養
、
多
種
細
胞
捕
集
、
細
胞
の
多
元
的
検
査
を
一

体
化
し
た
新
し
い
マ
イ
ク
ロ
デ
バ
イ
ス
で
あ
り
、
生
物
や
細
胞
の
多
元
的
検
査
と
分
析
を
可
能
に
す
る
。
我
々
は
フ
ォ

ト
ニ
ッ
ク
結
晶
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ア
レ
イ
を
元
に
循
環
腫
瘍
細
胞
（
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
捕
集
ア
レ
イ
を
作
製
し
、
フ
ォ
ト
ニ
ッ

ク
結
晶
の
安
定
的
な
虹
色
を
利
用
し
て
エ
ン
コ
ー
ド
を
行
い
、
そ
の
表
面
に
細
胞
偽
足
を
捕
集
、
粘
着
す
る
ナ
ノ
図
案

を
作
製
し
、
合
わ
せ
て
樹
枝
状
の
分
子
表
面
官
能
基
の
増
幅
効
果
を
利
用
し
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
特
異
的
Ｄ
Ｎ
Ａ
ア

プ
タ
マ
ー
・
プ
ロ
ー
ブ
の
密
度
を
高
め
た
。
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そ
こ
か
ら
ア
プ
タ
マ
ー
と
細
胞
表
面
レ
セ
プ
タ
ー
の
特
異
な
結
合
を
増
や
し
、
主
体
的
に
特
異
性
の
識
別
と
異
な
る

種
類
の
Ｃ
Ｔ
Ｃ
捕
集
を
行
っ
て
、
最
終
的
に
は
多
種
類
の
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
捕
集
・
検
査
・
分
離
・
放
出
な
ど
多
く
の
機
能
を

実
現
し
た
。
こ
れ
は
多
元
的
細
胞
捕
集
分
離
の
評
価
分
析
の
基
礎
を
構
築
し
た
。

⑶
３
Ｄ
組
織
培
養
チ
ッ
プ

マ
イ
ク
ロ
フ
ル
イ
デ
ィ
ク
ス
バ
イ
オ
材
料
の
作
製
と
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ア
レ
イ
を
ベ
ー
ス
に
、

我
々
は
血
管
バ
イ
オ
シ
ス
テ
ム
、
肝
細
胞
3
Ｄ
初
代
培
養
シ
ス
テ
ム
、
多
細
胞
共
同
培
養
シ
ス
テ
ム
、
栄
養
濃
度
段
階

分
離
構
造
、
毛
細
胆
管
の
デ
ィ
ッ
セ
腔
構
造
の
肝
小
葉
組
織
バ
イ
オ
チ
ッ
プ
を
開
発
し
た
。

こ
の
チ
ッ
プ
は
肝
臓
内
部
の
豊
富
な
血
管
微
細
構
造
と
微
小
環
境
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
、
肝
細
胞
の
長
期
的
な
高
活

性
高
機
能
培
養
を
実
現
し
、
肝
細
胞
の
ア
ル
ブ
ミ
ン
分
泌
、
尿
素
合
成
、
P
４
５
０
酵
素
活
性
な
ど
の
機
能
に
よ
る
検

査
と
、
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
の
初
代
培
養
肝
細
胞
に
対
す
る
短
期
・
長
期
的
な
薬
物
毒
性
作
用
の
分
析
を
行
う
。
こ

れ
は
肝
臓
疾
患
モ
デ
ル
の
構
築
と
医
薬
品
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
へ
の
応
用
が
期
待
で
き
る
。

こ
の
ほ
か
、
我
々
は
血
管
擬
態
の
細
胞
組
織
培
養
に
よ
り
、
３
Ｄ
状
態
で
の
肝
細
胞
侵
襲
実
験
モ
デ
ル
の
構
築
に
成

功
し
た
。
組
織
内
部
の
遠
隔
疑
似
血
管
の
部
分
に
円
形
腫
瘍
細
胞
組
織
が
発
生
成
長
し
た
。
疑
似
血
管
に
近
い
位
置
に

は
楕
円
形
の
細
胞
の
コ
ロ
ニ
ー
が
形
成
さ
れ
、
組
織
の
弱
い
部
分
に
出
芽
侵
襲
が
見
ら
れ
た
。
楕
円
形
の
腫
瘍
組
織
の

両
極
は
次
第
に
組
織
の
制
約
を
破
り
、
疑
似
血
管
組
織
の
層
構
造
を
通
過
し
て
、
急
速
な
増
殖
と
侵
襲
の
遺
伝
子
座
を

形
成
し
、
腫
瘍
細
胞
は
ま
と
ま
り
の
な
く
な
っ
た
肝
臓
が
ん
組
織
を
離
れ
て
、
循
環
肝
臓
が
ん
を
転
移
さ
せ
た
。
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プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
９
年
に
東
南
大
学
生
物
科
学
・
医
学
工
程
系
を
卒
業
、
学
士
号
を
取
得
。
１
９
９
４
〜
１
９
９
８
年
、
東
京
大
学
大

学
院
応
用
化
学
専
攻
を
修
了
し
、
博
士
号
を
取
得
。
１
９
９
８
〜
２
０
０
３
年
、
神
奈
川
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
専
任
研
究
員
。

２
０
０
２
年
12
月
、
東
南
大
学
生
物
科
学
・
医
学
工
程
学
院
の
教
授
と
な
る
。
２
０
０
３
年
1
月
、「
長
江
奨
励
計
画
」
特
任
教
授

に
任
命
さ
れ
る
。
現
在
、
東
南
大
学
生
物
科
学
・
医
学
工
程
学
院
院
長
、
江
蘇
省
産
業
技
術
研
究
院
バ
イ
オ
材
料
・
医
療
器
械
研
究

所
所
長
。
こ
れ
ま
で
生
物
電
子
学
国
家
重
点
研
究
室
主
任
、「
８
６
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
専
門
家
、
国
家
科
学
技
術
重
大
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
専
門
家
、
国
務
院
学
位
委
員
会
生
物
医
学
評
議
員
な
ど
を
歴
任
。
ま
た
教
育
部
自
然
科
学
一
等
賞
、
江
蘇
省
科
学
技
術
賞
一
等

賞
な
ど
を
受
賞
し
、
世
界
の
重
要
雑
誌
で
２
０
０
本
以
上
の
論
文
を
発
表
し
、
多
く
の
特
許
を
持
つ
。
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
周
期
性

の
あ
る
マ
イ
ク
ロ
ナ
ノ
構
造
機
能
材
料
、
生
体
機
能
チ
ッ
プ
な
ど
。

こ
の
３
Ｄ
血
管
肝
臓
が
ん
組
織
転
移
モ
デ
ル
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ル
イ
デ
ィ
ク
ス
に
基
づ
き
３
Ｄ
血
管
腫
瘍
組
織
レ
ベ

ル
に
お
い
て
腫
瘍
の
侵
襲
・
転
移
・
捕
集
の
研
究
と
腫
瘍
薬
評
価
の
た
め
に
新
た
な
モ
デ
ル
を
提
供
し
た
。



幸
運
と
縁
を
発
展
さ
せ
て

結
実
さ
せ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

孟慶波
（中国科学院物理研究所研究員、

中国科学院物理研究所クリーンエネルギー実験室主任）
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光
科
学
研
究
の
道
に
私
を
導
い
た
の
は

藤
嶋
先
生
と
佐
藤
博
士

私
は
１
９
８
７
年
に
吉
林
大
学
物
理
学
科
を
卒
業
後
ま
も

な
く
、
中
国
科
学
院
長
春
応
用
化
学
研
究
所
に
勤
め
な
が
ら

勉
学
を
続
け
た
。
そ
し
て
、
１
９
９
７
年
に
長
春
応
用
化
学

研
究
所
で
博
士
学
位
を
取
得
し
た
後
、
１
９
９
７
年
か
ら

１
９
９
９
年
ま
で
中
国
科
学
院
物
理
研
究
所
表
面
物
理
国
家

重
点
実
験
室
で
博
士
研
究
員 

（
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
）
の
職
に

つ
い
た
。

確
か
１
９
９
８
年
の
春
と
夏
の
変
わ
り
目
の
頃
に
、
私
は

北
京
で
何
年
か
ぶ
り
に
大
学
時
代
の
同
級
生
の
江
雷
博
士
と

再
会
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
江
雷
博
士
の
推
薦
と
協
力
を
受

け
な
が
ら
申
請
し
た
お
か
げ
で
、
日
本
の
科
学
技
術
庁
に

ST
A
 Fellow

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

１
９
９
９
年
8
月
1
日
、私
は
妻
と
子
供
を
連
れ
て
来
日
し
、

藤
嶋
先
生
の
率
い
る
神
奈
川
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
（
Ｋ
Ａ

Ｓ
Ｔ
）
光
科
学
重
点
研
究
室
のSA

T
O
-Group

に
加
え
て

筆者と佐藤博士

筆者と藤嶋昭先生
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い
た
だ
く
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。

こ
う
し
て
、藤
嶋
昭
先
生
の
研
究
グ
ル
ー
プ
と
強
い
ご
縁
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
は
業
務
上
の
必
要
か
ら
、

私
は
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｔ
専
任
研
究
員
か
ら
東
京
大
学
研
究
員
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
研
究
員
へ
と
役
職
を
変
え
た
が
、
２
０
０
２
年
8
月

19
日
に
帰
国
す
る
ま
で
の
間
ず
っ
と
、
藤
嶋
先
生
の
ご
指
導
と
ご
配
慮
の
も
と
で
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、

Group Leader

の
佐
藤
博
士
か
ら
も
わ
が
身
を
顧
み
な
い
ほ
ど
の
支
援
を
受
け
た
。
日
本
の
研
究
生
活
の
中
で
、
藤

嶋
昭
先
生
と
佐
藤
博
士
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
第
一
の
水
先
案
内
人
だ
っ
た
と
い
え
る
。

情
熱
あ
ふ
れ
る
藤
嶋
昭
研
究
グ
ル
ー
プ
で
太
陽
電
池
研
究
に
取
り
組
む

初
め
て
の
外
国
で
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
私
た
ち
を
成
田
空
港
で
出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
顧
忠
沢
博
士
だ
っ
た
。

彼
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
家
族
は
海
外
生
活
で
感
じ
る
壁
を
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
越
え
、
早
期
に
仕
事
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
の
研
究
業
務
に
お
い
て
も
、
彼
に
助
け
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
間
、
高
橋
博
士
、
栄
長

博
士
、
速
水
博
士
、
兪
加
力
さ
ん
、
久
保
さ
ん
、
尚
子
さ
ん
、
由
美
子
さ
ん
、
只
今
芳
博
士
、
銭
衛
平
博
士
、
何
志
聡

博
士
、
張
晰
桐
博
士
、
劉
洪
武
博
士
、
崔
愛
麗
博
士
、
Ｒ
ａ
ｏ
さ
ん
、
Ｔ
ｒ
ｙ
ｋ
さ
ん
ら
、
多
く
の
日
本
人
や
中
国
人
、

イ
ン
ド
人
、
ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
と
知
り
合
い
、
仕
事
を
通
じ
て
理
解
と
友
情
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

あ
の
頃
、
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
の
作
製
に
成
功
し
、
完
全
固
体
型
色
素
増
感
太
陽
電
池
の
開
発
に
初
め
て
成
功
し
た

時
の
喜
び
は
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
太
陽
電
池
研
究
の
中
で
、
藤
嶋
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
支
援
と
励
ま

し
に
重
ね
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
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藤
嶋
先
生
に
認
め
て
い
た
だ
き
、
手
厚
い
支
援
を
い
た
だ
い
た
か
ら

こ
そ
、
私
は
太
陽
電
池
の
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
だ
。
藤
嶋
研
究

室
で
、
私
は
世
界
各
国
か
ら
の
友
人
と
知
り
合
い
、
永
遠
の
友
情
を
築

く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
頃
が
私
た
ち
家
族
の
日
本
で
の
生
活
の
中
で

最
も
幸
せ
な
時
期
で
あ
っ
た
。

藤
嶋
先
生
と
の
厚
い
情
誼
は
海
の
よ
う
に
深
い

藤
嶋
先
生
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
の
研
究
に
対

す
る
価
値
観
は
変
化
し
、
先
生
の
追
求
す
る
科
学
的
価
値
観
も
完
全
に

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
価
値
観
は
国
境
を
越
え
、
こ

の
点
で
先
生
と
は
心
が
通
い
合
っ
た
の
だ
。
先
生
に
全
力
で
推
薦
し
て

い
た
だ
け
た
お
か
げ
で
、
私
は
中
国
科
学
院
物
理
研
究
所
で
職
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

私
が
よ
り
良
く
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
仕
事
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

２
０
０
２
年
か
ら
２
０
０
６
年
に
か
け
て
、
先
生
は
何
度
も
物
理
研
究
所

を
訪
問
さ
れ
た
上
に
、
物
理
研
究
所
主
催
の
中
関
村
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
研
究

発
表
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
物
理
研
究
所
所
長
の
王
恩
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哥
先
生
、
表
面
物
理
国
家
重
点
実
験
室
主
任
の
薛
其
坤
先
生
、

陳
立
泉
先
生
、
科
学
研
究
処
長
の
孫
牧
先
生
と
座
談
会
を
開

き
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
を
説
い
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
は
、
私
が
自
分
の
研
究
グ
ル
ー
プ
を
作
る
上
で
大
き
な
後

押
し
と
な
っ
た
。

藤
嶋
先
生
は
物
理
研
究
所
を
訪
問
さ
れ
る
た
び
に
、
か
つ

て
日
本
で
研
究
し
帰
国
し
た
先
輩
た
ち
の
研
究
室
を
必
ず
訪

れ
、
私
の
研
究
に
も
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
支
援
す
る
よ
う
依

頼
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
先
生
を
通
じ
て
、

振
合
先

生
と
趙
進
才
先
生
と
い
う
大
切
な
先
生
と
友
人
と
知
り
合
う

こ
と
も
で
き
た
。

そ
の
後
、
趙
進
才
先
生
の
お
声
が
け
に
よ
り
、
先
生
の
主

宰
す
る
中
日
二
国
間
会
議
と
全
国
光
化
学
・
光
触
媒
会
議
の

審
査
に
合
格
し
、
招
待
演
説
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
こ

の
お
か
げ
で
、
私
は
中
国
の
光
化
学
研
究
界
に
早
く
溶
け
込

む
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
、
２
０
０
２
年
の
帰
国
直
後
は

個
人
と
し
て
の
研
究
者
に
過
ぎ
な
か
っ
た
私
も
、
そ
の
後
常

藤嶋先生と陳立泉院士

藤嶋先生と薛其坤院士



106

勤
研
究
員
5
名
と
研
究
生
20
名
余
り
を
擁
す
る
研
究
グ
ル
ー

プ
を
発
展
さ
せ
、
今
で
は
新
世
代
の
量
子
ド
ッ
ト
太
陽
電
池

分
野
で
一
定
の
影
響
力
を
持
つ
研
究
室
を
持
つ
ま
で
に
な
っ

た
。
こ
れ
も
す
べ
て
は
藤
嶋
先
生
の
知
遇
を
得
て
、
育
て
て
い

た
だ
け
た
か
ら
で
あ
る
。
先
生
に
は
感
謝
の
念
に
堪
え
な
い
。

中
国
へ
の
帰
国
後
、
私
は
博
士
32
名
、
修
士
11
名
を
指
導

し
、
こ
の
う
ち
中
国
科
学
院
院
長
奨
学
金
取
得
者
1
名
、
宝

鋼
教
育
基
金
優
秀
学
生
賞
1
名
、
朱
李
月
華
優
秀
博
士
学
生

賞
1
名
、
中
国
科
学
院
優
秀
卒
業
生
1
名
、
中
国
科
学
院
優

秀
学
生
幹
部
1
名
を
輩
出
し
、
2
名
が
優
秀
卒
業
生
と
し
て

卒
業
式
で
代
表
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。
ま
た
延
べ
29
名
が
中

国
科
学
院
大
学
三
好
学
生
賞
を
獲
得
し
、
卒
業
後
も
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
す
ば
ら
し
い
活
躍
を
見
せ
て
い
る
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
卓
越
し
た
能
力
を
発
揮
し
た

私
の
研
究
室
は
明
る
い
未
来
を
追
求
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。
夢
の
実
現
の
た
め
に
、
私
た
ち
研
究
グ
ル
ー
プ
は

藤嶋先生と王恩哥院士

中日二国間会議の記念写真
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共
に
手
を
携
え
て
前
進
し
て
い
る
。

研
究
室
は
物
理
研
究
所
Ｂ
棟
に
あ
り
、
面
積
は
７
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
余
り
で
あ
る
。
先
進
的
な
太
陽
電
池
材
料
設
備

を
備
え
、
デ
バ
イ
ス
の
組
み
立
て
と
評
価
に
特
徴
が
あ
る
。

当
研
究
室
は
教
授
3
名
、
高
級
工
程
師
1
名
と
研
究
生
20
名

余
り
を
擁
し
、
主
に
太
陽
電
池
材
料
お
よ
び
デ
バ
イ
ス
に
関

す
る
基
礎
・
応
用
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
太
陽

電
池
材
料
の
作
製
お
よ
び
光
電
気
デ
バ
イ
ス
、
太
陽
光
・
風

力
併
用
に
よ
る
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の
設
計
と
そ
の
制
御
に

関
す
る
研
究
、
新
型
複
合
光
触
媒
材
料
の
作
製
（
光
触
媒
水

分
解
）、
フ
ォ
ト
ニ
ッ
ク
結
晶
デ
バ
イ
ス
の
組
立
て
お
よ
び

応
用
等
が
含
ま
れ
る
。

近
年
、
研
究
室
か
ら
はJ. A

m
. C

hem
. Soc., A

dv. M
ater., 

A
dv. E

nergy M
ater., A

dv. Funct. M
ater., E

nergy E
nviron. Sci., 

C
hem

. C
om

m
., A

ppl.Phys.L
ett., J. Phys. C

hem
., A

C
S A

ppl. 

M
ater. Interfaces, E

lectrochem
.C

om
m

un., Solar E
nergy M

ater. 

Solar C
ells

等
の
国
際
的
に
重
要
な
学
術
誌
に
累
計
で
論
文
約

孟慶波研究グループの写真
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２
０
０
編
を
発
表
し
て
お
り
、
７
０
０
０
回
余
り
引
用
さ
れ
論
文
の
被
引
用
に
関
す
る
ｈ
指
数
は
50
で
あ
る
。

国
家
発
明
特
許
は
80
件
余
り
申
請
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
47
件
が
特
許
を
取
得
し
て
い
る
（
う
ち
1
件
は
日
本
の

発
明
特
許
と
し
て
受
理
）。
ま
た
、
国
際
的
お
よ
び
中
国
国
内
の
重
要
な
学
会
で
招
待
講
演
お
よ
び
研
究
発
表
を
延
べ

１
０
０
回
余
り
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
中
国
の
国
家
ハ
イ
テ
ク
研
究
発
展
計
画
（
８
６
３
計
画
）
と
国
家
重
点
基
礎
研
究
発
展
計
画
（
９
７
３
計

画
）
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
研
究
成
果
に
つ
い
て
、
科
学
技
術
部
専
門
家
グ
ル
ー
プ
と
科
学
技
術
部
の
指
導
者
た
ち
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
、「
第
10
次
5
ヵ
年
計
画
」
期
に
お
け
る
科
学
技
術
部
の
重
大
成
果
と
し
て
評
価
さ
れ
、「
第
11
次

5
ヵ
年
計
画
」
期
に
追
加
の
資
金
援
助
を
獲
得
し
た
。
現
在
の
研
究
経
費
は
年
間
約
３
０
０
万
元
で
あ
る
。

ま
た
、
我
々
は
多
く
の
社
会
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
現
在
、
イ
ギ
リ
スE

lectrochem
istry C

om
m

unication

の
編
集
委
員
、
な
ら
び
に
ド
イ
ツG
reen: The International Journal of Sustainable E

nergy C
onversion and Storage

の
創
刊
時

か
ら
の
編
集
委
員
、
中
国
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
常
務
理
事
、
中
国
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
光
化
学
・
太
陽

光
発
電
専
門
委
員
会
委
員
、
中
国
材
料
研
究
学
会
納
米
材
料
・
デ
バ
イ
ス
分
会
理
事
、
国
家
基
金
委
員
会
第
13
回
・
第

14
回
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
材
料
科
学
部
専
門
家
評
価
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
を
務
め
て
い
る
。

私
は
２
０
１
４
年
か
ら
4
回
連
続
で
新
型
太
陽
電
池
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
て
成
功
を
収
め
、
参
加
人
数
は

当
初
の
５
０
０
人
余
り
か
ら
８
０
０
人
余
り
へ
と
年
々
増
加
を
見
せ
た
。
特
に
第
4
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン

中
継
を
行
い
、
会
議
現
場
で
参
加
し
た
人
数
に
加
え
て
、
中
国
内
外
か
ら
平
均
約
５
５
０
人
の
科
学
技
術
者
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
会
議
に
参
加
し
た
。
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こ
う
し
た
幅
広
い
関
心
と
実
績
に
よ
っ
て
、
物
理
研
究
所

と
中
国
科
学
院
は
新
型
太
陽
電
池
研
究
分
野
に
お
け
る
影
響

力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
主
な
科
学
研
究
成
果

私
は
藤
嶋
昭
教
授
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
た
め
に
、

産
官
学
の
結
び
つ
き
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
ナ
ノ
結

晶
染
料
増
感
太
陽
電
池
は
、
１
９
９
０
年
代
に
発
展
し
始
め

た
新
型
の
太
陽
光
発
電
技
術
で
あ
る
。
研
究
室
で
は
固
体
型

ナ
ノ
結
晶
太
陽
電
池
の
各
構
成
部
分
、
す
な
わ
ち
ナ
ノ
結
晶

薄
膜
、
染
料
、
電
解
質
お
よ
び
対
電
極
等
に
つ
い
て
全
面
的

な
分
析
と
最
適
化
を
行
っ
た
。そ
し
て
比
表
面
積
が
大
き
く
、

間
隙
率
の
高
い
ナ
ノ
結
晶
二
酸
化
チ
タ
ン
薄
膜
や
分
光
感
度

の
高
い
有
機
染
料
、
イ
オ
ン
伝
導
性
と
導
電
率
の
高
い
固
体

電
解
質
な
ら
び
に
省
白
金
か
つ
高
活
性
な
対
電
極
の
作
製
に

成
功
し
、
組
み
立
て
を
行
っ
た
小
面
積
固
体
型
ナ
ノ
結
晶
電

池
の
効
率
は
世
界
先
進
レ
ベ
ル
の
5
．48
％
に
達
し
た
。

新型太陽電池シンポジウム会場



110

ま
た
、
開
発
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
準
固
体
電
解
質
を
含
む
ナ
ノ
結
晶
太
陽
電
池
の
効
率
は
6
％
に
達
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
電
池
の
作
製
・
組
立
技
術
に
つ
い
て
も
全
面
的
に
研
究
を
行
い
、
大
面
積
電
池
の
作
製
と
工
業
化
生
産
に
向
け

て
良
好
な
基
礎
を
築
い
た
。
ま
た
、
当
実
験
室
で
は
、
15
×
10
㎠
の
大
面
積
電
池
の
開
発
に
成
功
し
て
お
り
、
こ
れ
に

は
潜
在
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
価
値
が
あ
る
。

量
子
ド
ッ
ト
太
陽
電
池
の
研
究

こ
の
分
野
に
関
し
て
は
、
多
成
分
の
新
型
量
子
ド
ッ
ト
の
設
計
・
合
成
を
行
っ
て
お
り
、
化
学
成
分
の
調
整
に
よ
っ

て
近
赤
外
線
吸
収
性
能
を
持
つCdSexT

e1-x

合
金
量
子
ド
ッ
ト
が
得
ら
れ
、
か
つ
、
合
成
さ
れ
た
量
子
ド
ッ
ト
を
量

子
ド
ッ
ト
太
陽
電
池
に
応
用
し
た
。

界
面
修
飾
とSiO

2

ゲ
ル
電
解
質
導
入
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
ス
ペ
ク
ト
ル
吸
収
の
高
いCdSexT

e1-x

合
金
量
子

ド
ッ
ト
増
感
電
池
の
効
率
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
11
．3
％
に
達
し
た
。
こ
の
成
果
は
、
現
時
点
で
報
告
さ
れ
て
い
る
最

も
高
い
効
率
の
一
つ
で
あ
る
上
に
、
電
池
の
安
定
性
が
ひ
と
き
わ
優
れ
て
い
る
。

新
型
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
の
研
究

こ
の
分
野
に
関
し
て
は
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
薄
膜
2
段
階
沈
殿
法
に
よ
り
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
吸
光
層
の
結
晶
品
質
と

界
面
結
合
性
を
効
果
的
に
高
め
た
こ
と
に
よ
り
、
無
正
孔
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
の
効
率
が
い
ち
早
く
10
％
を
突

破
し
て
10
．5
％
に
達
し
、
当
時
の
最
高
効
率
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
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ま
た
、炭
素
電
極
に
基
づ
く
無
正
孔PSCs

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
と
こ
ろ
、電
池
効
率
が
13
．5
％
に
達
し
た
。ま
た
、

半
導
体
を
素
材
と
す
る
太
陽
電
池
の
理
想
ダ
イ
オ
ー
ド
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
当
該
電
池
の
電
荷
輸
送
と
ヘ
テ
ロ
接
合
の

特
性
を
系
統
的
に
研
究
し
た
結
果
、
当
該
電
池
は
典
型
的
な
ヘ
テ
ロ
接
合
太
陽
電
池
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

こ
の
研
究
を
、A

PL104

（2014

）063901

に
て
発
表
し
た
と
こ
ろ
、
２
０
１
４
年
度
の
中
国
で
最
も
影
響
力
の
あ

る
国
際
的
学
術
論
文
１
０
０
編
の
一
つ
と
評
価
さ
れ
、
現
在
す
で
に
２
８
４
回
引
用
さ
れ
て
い
る
。
私
と
李
玉
良
院
士

研
究
グ
ル
ー
プ
の
協
力
に
よ
り
、
共
役
大
π
結
合
を
持
つGraphdiyne

をP3H
T

正
孔
輸
送
層
に
初
め
て
導
入
し
、

か
つ
、
そ
れ
を
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
に
応
用
し
た
。

こ
の
結
果
、Graphdiyne

の
導
入
に
よ
っ
て
正
孔
の
遷
移
速
度
が
高
ま
る
と
同
時
に
、Graphdiyne

に
は
高
い
散

乱
作
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
波
範
囲
に
お
け
る
吸
収
が
高
ま
り
、
電
池
効
率
が
効
果
的
に
向
上
し
た
（A

dv. E
nergy 

M
ater. 2015, 5, 1401943, 

現
在
ま
で
に
68
回
被
引
用
）。

ま
た
、
電
子
輸
送
層
の
界
面
改
良
研
究
に
よ
り
、
界
面
に
お
け
る
電
荷
の
複
合
消
費
を
さ
ら
に
低
減
さ
せ
、
溶
液
法

に
よ
る
薄
膜
作
成
時
の
配
合
成
分
と
条
件
の
最
適
化
に
よ
る
相
乗
効
果
に
よ
り
、
薄
膜
の
結
晶
品
質
と
担
体
の
輸
送
性

能
が
向
上
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
の
薄
膜
作
製
条
件
の
最
適
化
に
よ
り
、
電
池
効
率
は
21
％
を
超
え
た
。

光
触
媒
水
分
解
に
よ
る
水
素
発
生
に
関
す
る
研
究

こ
の
分
野
に
関
し
て
は
、
研
究
室
で
は
光
触
媒
水
分
解
に
よ
る
水
素
発
生
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
分
析
試
験
評
価
シ

ス
テ
ム
を
す
で
に
自
主
開
発
し
、
硫
化
物
系
触
媒
（CdS

、ZnIn
2 S
4

等
）
や
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ッ
ク
・
カ
ー
ボ
ン
ナ
イ
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ト
ラ
イ
ド
（Graphitic Carbon N

itride (g-C
3 N
4 )

）
系
複
合
光
触
媒
等
を
設
計
・
合
成
し
た
。

形
態
制
御
や
ド
ー
プ
等
に
よ
り
半
導
体
触
媒
の
伝
導
帯/

価
電
子
帯
位
置
の
制
御
を
実
現
し
、
光
生
成
キ
ャ
リ
ア
の

分
離
を
促
し
、
光
触
媒
に
よ
る
水
素
発
生
お
よ
び
光
分
解
活
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
光
触
媒
に
よ
る
水
素
発
生

の
反
応
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
Ｓ
Ｃ
Ｉ
論
文
15
編
を
発
表
し
、
特
許
を
5
件
申
請
し
、
う
ち
4
件
で

権
利
を
取
得
し
て
い
る
。

デ
バ
イ
ス
開
発
研
究

こ
の
分
野
に
関
し
て
は
、
染
料
増
感
太
陽
電
池
の
光
感
度
が
遅
く
、
光
源
が
不
安
定
で
あ
る
と
い
う
特
徴
に
対
し
て

二
重
光
路
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
か
つ
、
ト
ラ
ン
ス
コ
ン
ダ
ク
タ
ン
ス
増
幅
器
の
原
理
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
技
術
を
結
び
つ
け
て
分
光
感
度
特
性
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｅ
）
測
定
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
当
該
シ
ス
テ
ム
は
測
定
時
間
が

短
い
上
に
精
度
が
高
く
、
海
外
の
同
種
製
品
よ
り
優
れ
て
い
る
。

こ
の
研
究
で
は
国
家
発
明
特
許
を
3
件
取
得
し
て
い
る
上
に
、
す
で
に
定
型
化
製
品
の
開
発
に
も
成
功
し
、
清
華
大

学
、
中
国
石
油
大
学
、
徳
州
学
院
、
ア
モ
イ
大
学
、
北
京
航
空
航
天
大
学
（
2
シ
ス
テ
ム
）、
北
京
信
息
科
技
大
学
、

東
北
師
範
大
学
、
重
慶
大
学
、
首
都
師
範
大
学
等
の
兄
弟
校
10
校
余
り
で
実
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
半
導
体
光
デ
バ
イ
ス
の
電
荷
お
よ
び
電
場
感
度
の
測
定
に
用
い
る
制
御
可
能
な
過
渡
光
電
流
測
定
シ
ス
テ

ム
を
自
主
開
発
し
た
。
当
該
シ
ス
テ
ム
で
は
、
実
際
の
作
業
状
態
下
で
の
太
陽
電
池
の
電
荷
の
動
力
学
的
プ
ロ
セ
ス
を

測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
た
、
当
該
シ
ス
テ
ム
と
関
連
の
物
理
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
従
来
型
の
多
結
晶
シ
リ
コ
ン
型
太
陽
電
池
と
新
型
ペ

ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
の
そ
れ
ぞ
れ
の
界
面
に
お
け
る
電
荷
移
動
の
動
力
学
的
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
定
量
研
究
を
行

い
、
そ
の
物
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
た
。
さ
ら
に
は
、
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
電
池
の
巨
視
的
な
光
電
ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
の

背
景
に
あ
る
微
視
的
な
動
力
学
的
原
因
お
よ
び
そ
の
物
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
電
池
の
イ

オ
ン
輸
送
、
ド
ー
プ
と
欠
陥
と
の
間
の
内
在
関
係
を
構
築
し
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

孟
慶
波
、
中
国
科
学
院
物
理
研
究
所
研
究
員
。
現
在
、
中
国
科
学
院
物
理
研
究
所
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
験
室
主
任
、
中
国
科
学

院
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
最
先
端
研
究
実
験
室
主
任
、
北
京
市
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
材
料
・
デ
バ
イ
ス
重
点
実
験
室
主
任
、
中
国
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
常
務
理
事
、
中
国
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
光
化
学
委
員
会
委
員
、
中
国
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
太
陽
光
発

電
専
門
委
員
会
委
員
、
中
国
材
料
研
究
学
会
ナ
ノ
材
料
・
デ
バ
イ
ス
分
会
理
事
お
よ
び
英
文
の
重
要
ジ
ャ
ー
ナ
ル
多
数
の
編
集
員
を
務

め
る
。
１
９
９
９
年
〜
２
０
０
２
年
に
日
本
に
留
学
し
て
藤
嶋
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
日
本
科
学
技
術
庁
特
別
研
究
員
（STA

-
FELLO

W

）、東
京
大
学
研
究
員
、神
奈
川
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー（
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｔ
）専
任
研
究
員
を
務
め
る
。２
０
０
１
年
に
中
国
科
学
院「
百

人
計
画
」
に
入
選
、
２
０
０
５
年
に
中
国
科
学
院
「
百
人
計
画
」
優
秀
賞
、
２
０
０
７
年
に
「
傑
出
青
年
基
金
」、
２
０
１
０
年
に
国
務

院
政
府
特
別
補
助
金
、
２
０
１
１
年
に
東
京
理
科
大
学
校
長
賞
を
獲
得
、
２
０
１
３
年
に
科
技
北
京
「
百
名
リ
ー
ダ
ー
人
材
」
に
入
選
、

２
０
１
４
年
に
「
国
家
自
然
科
学
基
金
委
員
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
グ
ル
ー
プ
」
の
資
金
援
助
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
獲
得
。





藤
嶋
昭
先
生
の
教
育
理
念
か
ら

学
ん
だ
研
究
者
の
真
髄

張昕彤
（東北師範大学物理学院教授、博士課程指導教員）
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は
じ
め
に

私
は
１
９
９
３
年
9
月
か
ら
１
９
９
８
年
7
月
ま
で
吉
林
大
学
大
学
院
物
理
化
学
専
攻
に
在
籍
し
て
博
士
学
位
を
取

得
し
、
卒
業
後
は
吉
林
大
学
化
学
系
光
化
学
研
究
室
で
講
師
を
務
め
、
２
０
０
１
年
に
副
教
授
に
就
任
し
た
。

１
９
９
８
年
9
月
か
ら
２
０
０
０
年
7
月
ま
で
は
、
中
国
科
学
院
感
光
化
学
研
究
所
で
博
士
研
究
員
（
ポ
ス
ト
ド
ク

タ
ー
）
と
し
て
研
究
に
従
事
し
て
い
た
。
２
０
０
１
年
11
月
か
ら
２
０
０
７
年
10
月
ま
で
研
修
の
た
め
に
日
本
に
留
学

し
、
東
京
大
学
工
学
部
応
用
化
学
科
藤
嶋
研
究
室
と
神
奈
川
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
光
科
学
重
点
研
究
室
で
研
究
員
を

務
め
た
。
２
０
０
７
年
10
月
の
帰
国
後
は
東
北
師
範
大
学
物
理
学
院
先
進
光
電
子
機
能
材
料
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
と
な

り
、
博
士
課
程
の
指
導
教
官
で
も
あ
る
。

紆
余
曲
折
の
後
に
、
良
い
関
係
を
結
ぶ

藤
嶋
昭
先
生
は
多
く
の
優
れ
た
科
学
者
を
育
て
て
い
る
た
め
、
優
秀
な
中
国
人
留
学
生
が
集
ま
る
の
も
偶
然
で
は
な

い
。
当
然
な
が
ら
、
私
が
藤
嶋
研
究
室
に
入
れ
た
の
も
偶
然
で
は
な
か
っ
た
。

私
は
吉
林
大
学
の
本
科
（
学
部
）
と
大
学
院
で
学
ん
だ
。
大
学
院
時
代
の
指
導
教
官
は
李
鉄
津
教
授
で
、
こ
の
中
国

の
一
世
代
前
の
科
学
者
は
藤
嶋
先
生
の
も
う
一
人
の
中
国
人
学
生
、
江
雷
さ
ん
（
の
ち
の
中
国
科
学
院
院
士
）
の
指
導

教
官
で
も
あ
っ
た
。
李
鉄
津
教
授
は
１
９
８
０
年
代
に
は
す
で
に
藤
嶋
先
生
と
知
り
合
っ
て
お
り
、
そ
の
後
二
人
の
科

学
者
は
研
究
を
め
ぐ
っ
て
頻
繁
に
交
流
し
て
い
た
。
江
雷
さ
ん
は
当
時
、
ま
さ
に
こ
の
二
人
の
研
究
室
の
連
携
育
成
に

よ
り
博
士
学
位
を
取
得
し
た
。
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２
０
０
０
年
5
月
、
江
雷
さ
ん
の
随
行
に
よ
っ
て
藤
嶋
先
生
が
吉
林
大
学
を
訪
問
し
た
際
に
、
藤
嶋
先
生
の
東
京
大

学
の
博
士
研
究
員
（
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
）
に
李
鉄
津
教
授
が
私
を
推
薦
し
た
が
、
一
回
目
の
申
請
時
は
締
切
日
ま
で
の

期
間
が
短
す
ぎ
、
資
料
を
充
分
に
準
備
で
き
ず
、
不
成
功
に
終
わ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
藤
嶋
研
究
室
で
研
修
す
る
と
い
う
私
の
決
意
を
く
だ
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
年
後
、
藤
嶋
先

生
の
助
手
か
ら
の
通
知
を
受
け
、
再
度
申
請
し
た
結
果
、
２
０
０
１
年
に
私
は
藤
嶋
先
生
の
助
手
の
協
力
に
よ
り
、
日

本
学
術
振
興
会
の
博
士
研
究
員
奨
学
金
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
6
年
間
に
わ
た
る
日
本
へ
の
留
学
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

２
０
０
３
年
3
月
末
、
藤
嶋
先
生
は
東
京
大
学
を
離
れ
、
神
奈
川
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事
長
に
就
任
し
た
。
私

は
藤
嶋
先
生
に
つ
い
て
神
奈
川
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
究
室
に
加
わ
り
、
研
究
生
活
を
続
け
た
。
神
奈
川
科
学
技

術
ア
カ
デ
ミ
ー
在
席
中
に
、
私
は
何
人
も
の
師
弟
関
係
に
あ
る
中
国
人
研
究
者
を
藤
嶋
研
究
室
に
紹
介
し
た
た
め
、
師

匠
が
弟
子
を
引
き
連
れ
、
そ
の
弟
子
が
ま
た
師
匠
に
な
り
、
と
い
う
世
代
を
超
え
て
続
く
好
循
環
が
生
ま
れ
た
。
こ
う

し
て
、
彼
ら
全
員
が
藤
嶋
研
究
室
と
か
け
が
え
の
な
い
縁
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

先
生
の
情
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い

訪
日
後
間
も
な
く
私
は
、
留
学
生
に
対
す
る
藤
嶋
先
生
の
心
遣
い
が
非
常
に
細
や
か
で
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
で
あ
る

こ
と
に
気
が
付
い
た
。
留
学
生
は
訪
日
後
、
異
国
の
地
で
あ
る
た
め
に
生
活
上
、
特
に
経
済
的
に
大
き
な
問
題
に
ぶ
つ

か
る
。
留
学
生
の
こ
の
よ
う
な
問
題
の
確
実
な
解
決
の
た
め
に
、藤
嶋
研
究
室
に
は
暗
黙
の
ル
ー
ル
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
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来
日
間
も
な
い
留
学
生
に
住
居
を
提
供
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

日
本
の
家
賃
は
初
め
て
来
日
す
る
留
学
生
に
と
っ
て
非
常
に
高
価
で
あ
る
。
日
本
の
賃
貸
住
宅
に
は
特
有
の
習
わ
し

が
あ
り
、
毎
月
決
ま
っ
た
家
賃
の
ほ
か
に
賃
貸
す
る
と
き
に
「
礼
金
」
と
い
う
も
の
が
必
要
に
な
る
た
め
、
賃
貸
直
後

の
初
回
の
支
払
い
で
約
5
ヶ
月
分
の
家
賃
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。

藤
嶋
先
生
は
、
留
学
生
に
安
い
家
賃
で
貸
し
出
す
た
め
に
、
東
京
大
学
の
向
か
い
に
ア
パ
ー
ト
を
個
人
で
購
入
し
、

学
生
の
経
済
的
負
担
を
大
い
に
減
ら
し
た
。
私
に
も
訪
日
後
す
ぐ
に
藤
嶋
先
生
の
配
慮
で
こ
の
ア
パ
ー
ト
が
提
供
さ
れ

た
た
め
、
初
め
て
訪
れ
る
日
本
へ
の
不
安
が
解
消
さ
れ
、
安
心
し
て
研
究
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。
ア
パ
ー
ト
は

大
学
と
差
向
い
で
、
研
究
室
か
ら
わ
ず
か
5
分
の
距
離
に
あ
っ
た
た
め
、
私
や
似
た
境
遇
の
中
国
人
留
学
生
に
と
っ
て

は
時
間
の
節
約
と
な
り
、
よ
り
多
く
の
時
間
を
研
究
に
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
０
０
３
年
、
藤
嶋
先
生
は
東
京
大
学
を
離
れ
て
神
奈
川
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
移
っ
た
た
め
、
同
年
4
月
に
私

も
藤
嶋
先
生
に
つ
い
て
異
動
し
研
究
を
続
け
た
。
し
か
し
、
私
の
妻
は
当
時
ま
だ
東
京
大
学
で
学
ん
で
い
た
た
め
、
藤

嶋
先
生
は
私
の
家
族
に
便
利
な
よ
う
に
と
、
東
京
大
学
の
向
か
い
の
ア
パ
ー
ト
に
私
を
引
き
続
き
住
ま
わ
せ
た
。
そ
の

後
、
私
の
妻
が
卒
業
す
る
と
藤
嶋
先
生
は
神
奈
川
県
で
新
た
に
購
入
し
た
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
家
に
私
を
住
ま
わ
せ
た
上
に
、

「
通
勤
に
は
遠
す
ぎ
て
仕
事
に
差
し
支
え
る
か
ら
、
君
に
家
を
も
う
1
軒
買
っ
た
よ
」
と
私
に
告
げ
た
。
そ
の
家
は
神

奈
川
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
究
室
か
ら
約
5
キ
ロ
で
、
電
車
で
わ
ず
か
3
駅
と
い
う
非
常
に
便
利
な
場
所
に
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
、
再
び
破
格
の
家
賃
で
住
居
を
提
供
し
、
家
族
を
連
れ
て
く
る
よ
う
に
と
ま
で
言
う
先
生
に
私
は
深
く

感
動
し
、
幸
せ
な
生
活
を
送
っ
た
。
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藤
嶋
先
生
は
い
つ
も
こ
う
だ
っ
た
。
学
生
に
対
し
て
常
に
さ
り
げ
な
い
気
配
り
を
寄
せ
、学
生
を
感
動
さ
せ
る
の
だ
。

先
生
に
導
か
れ
て
学
問
の
道
に
入
り
、
自
分
を
信
じ
て
修
行
を
進
め
る

藤
嶋
研
究
室
を
初
め
て
訪
れ
た
際
、
先
生
は
も
う
60
歳
近
く
に
な
ら
れ
、
研
究
に
成
功
し
て
す
で
に
海
外
で
も
有
名

だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
毎
朝
一
番
に
研
究
室
に
出
勤
さ
れ
、
夜
遅
く
ま
で
研
究
に
励
ま
れ
て
い
た
。

誰
よ
り
も
早
く
研
究
室
に
出
勤
す
る
の
は
、
楽
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
藤
嶋
研
究
室
で
は
毎
週
水
曜
日
に
定
例
の

報
告
会
を
開
い
て
い
た
。
先
生
は
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
必
ず
出
席
し
て
司
会
を
務
め
た
。
飛
行
機
に
乗
り
、
荷
物
を

引
い
て
駆
け
つ
け
る
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
定
例
報
告
会
で
の
先
生
の
最
初
の
一
言
は
常
に
、「
君
の

目
標
は
何
か
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
気
軽
な
質
問
の
よ
う
だ
が
、
聞
か
れ
る
側
に
は
大
き
な
刺
激
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
あ
り
、
今
で
も
私
の
記
憶
に
新
し
い
。

藤
嶋
研
究
室
に
は
外
国
か
ら
多
く
の
留
学
生
や
訪
問
学
者
、
さ
ら
に
は
外
国
人
の
教
員
も
在
籍
し
、
人
数
比
で
常
に

全
体
の
3
分
の
1
以
上
を
維
持
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
藤
嶋
先
生
は
開
放
的
な
考
え
の
持
ち
主
で
、
国
際
的
な
研
究

の
雰
囲
気
を
好
ん
で
い
る
の
だ
と
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
で
話
し
て
い
た
。
藤
嶋
研
究
室
は
日
常
の
意
思
疎
通
に
お
い
て

も
、
ま
た
、
研
究
上
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
定
例
の
報
告
会
に
お
い
て
も
、
英
語
を
日
本
語
と
同
じ
く
ら
い
重
要
視

し
て
い
た
。
日
本
に
初
め
て
来
た
頃
、
私
の
英
会
話
は
ひ
ど
い
も
の
だ
っ
た
が
、
国
際
的
な
雰
囲
気
の
お
か
げ
で
、
す

ぐ
に
英
語
で
研
究
報
告
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

藤
嶋
先
生
は
、
積
極
的
か
つ
前
向
き
な
姿
勢
で
思
考
し
、
仕
事
に
取
り
組
む
よ
う
呼
び
か
け
て
い
た
。
藤
嶋
研
究
室
で
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は
研
究
の
ペ
ー
ス
が
速
く
、
先
生
が
注
目
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は

研
究
グ
ル
ー
プ
で
毎
週
1
回
、
報
告
会
を
開
く
必
要
が
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
私
も
日
本
滞
在
の
最
初
の
年
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

も
含
め
、
毎
週
の
よ
う
に
報
告
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

報
告
会
は
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
長
期
間
に
わ
た
り
新
た
な

成
果
が
な
く
て
も
先
生
は
容
認
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
し
か
し
、
先
生

は
、
積
極
性
の
な
さ
は
許
さ
な
い
こ
と
に
私
は
気
づ
い
た
。
ど
ん
な

時
も
愚
痴
を
こ
ぼ
さ
ず
、
問
題
を
前
向
き
に
捉
え
る
べ
き
こ
と
は
、

私
が
藤
嶋
先
生
か
ら
学
ん
だ
最
も
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。

藤
嶋
先
生
は
、
科
学
研
究
は
社
会
の
進
歩
や
生
活
の
向
上
に
役

立
つ
べ
き
と
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
彼
の
研
究
テ
ー
マ
、
例

え
ばT

iO
2

光
触
媒
や
導
電
性
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
電
気
化
学
等
は
、

一
見
簡
単
な
よ
う
だ
が
、
常
に
新
た
な
研
究
の
話
題
を
生
み
、
産

業
界
や
一
般
の
人
々
か
ら
関
心
を
持
た
れ
、
最
終
的
に
は
多
く
の

研
究
が
実
用
に
至
っ
た
。

先
生
は
よ
く
荘
子
の
言
葉
、「
新
発
硎
（
し
ん
は
っ
け
い
）」
を

引
用
し
て
、
研
い
だ
ば
か
り
の
刀
の
よ
う
に
、
研
究
に
対
す
る
感
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覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
よ
う
に
皆
を
啓
発
し
て
い
た
。「
研
究
は
シ
ン

プ
ル
に
、
し
か
し
要
点
を
押
さ
え
て
」
と
い
う
感
覚
は
、
そ
の
後

の
私
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。「
藤
嶋
先
生
か
ら
教

え
を
受
け
る
機
会
を
得
た
こ
と
は
、
一
生
の
幸
せ
だ
」
と
私
は
誰

に
対
し
て
も
話
し
て
い
る
。

神
奈
川
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
在
籍
期
間
中
、
私
は
研
究
業

務
に
加
え
藤
嶋
先
生
の
講
演
資
料
作
成
の
仕
事
を
徐
々
に
引
き
継

ぐ
よ
う
に
な
り
、
3
年
間
で
ｐ
ｐ
ｔ
フ
ァ
イ
ル
を
３
０
０
件
以
上

作
成
し
た
。
膨
大
な
時
間
を
か
け
て
先
生
の
た
め
に
講
演
資
料
を

作
る
こ
と
は
、
時
間
の
無
駄
で
は
な
い
か
と
思
う
人
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
い
こ
と
に
私
は
す
ぐ
に
気
が
付

い
た
。
先
生
の
た
め
に
講
演
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
が
一
番
勉
強

に
な
る
。
講
演
資
料
は
科
学
研
究
と
研
究
者
と
し
て
の
社
会
責
任

に
対
す
る
先
生
の
深
い
思
考
を
凝
縮
し
た
も
の
で
あ
り
、
先
生
の

教
育
理
念
や
人
生
の
知
恵
の
縮
図
で
も
あ
る
。
講
演
資
料
の
作
成

は
先
生
の
足
跡
を
た
ど
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
得
た
こ

と
は
今
も
役
立
っ
て
い
る
。
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帰
国
後
も
さ
ら
に
支
援
を
続
け
る

藤
嶋
先
生
は
留
学
生
を
日
本
に
引
き
と
め
る
こ
と
は
決
し
て
せ
ず
、
だ
れ
も
が
帰
国
し
て
自
分
の
国
で
努
力
す
べ
き

と
考
え
て
お
ら
れ
た
。
２
０
０
６
年
に
先
生
は
私
に
対
し
「
帰
国
の
時
が
来
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
も
ず
っ
と
君

に
仕
事
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
君
の
将
来
は
保
証
し
切
れ
な
い
。
君
の
目
で
見
て
も
、
祖
国
に
帰
る
べ
き
時
期

で
は
な
い
の
か
」
と
語
り
か
け
た
。
折
し
も
、
日
本
で
東
北
師
範
大
学
の
公
募
が
あ
っ
た
た
め
、
私
は
東
北
師
範
大
学

学
長
の
招
き
で
２
０
０
７
年
10
月
に
中
国
に
帰
国
し
、
東
北
師
範
大
学
で
の
仕
事
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

２
０
０
９
年
、
私
は
帰
国
し
て
2
年
目
に
、
東
北
師
範
大
学
が
主
催
側
と
な
っ
て
中
日
双
方
間
の
交
流
会
を
開
く
よ

う
要
請
す
る
藤
嶋
先
生
か
ら
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
。
当
時
の
私
に
と
っ
て
は
、
人
材
面
で
も
資
金
面
で
も
大
き
な
困
難

が
あ
っ
た
が
、
帰
国
ま
も
な
い
私
は
こ
の
機
会
を
大
変
貴
重
な
も
の
と
受
け
取
り
、
私
に
対
す
る
藤
嶋
先
生
の
励
ま
し
と

感
じ
た
。
こ
の
会
議
で
私
は
多
く
の
不
可
能
に
挑
戦
し
て
自
ら
の
潜
在
能
力
を
発
見
す
る
に
至
り
、
最
終
的
に
は
会
議

を
成
功
に
導
い
た
。
こ
れ
も
、
弟
子
を
育
て
る
藤
嶋
先
生
の
手
法
の
一
つ
で
あ
る
。
弟
子
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
よ
り
良

い
成
果
を
上
げ
さ
せ
、
大
胆
に
取
り
組
ま
せ
、
自
分
で
も
知
ら
な
い
潜
在
能
力
を
弟
子
自
身
に
発
掘
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
の
力
で
、
学
生
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を

２
０
１
４
年
の
「
日
本
・
ア
ジ
ア
青
少
年
サ
イ
エ
ン
ス
交
流
計
画
」（
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
）
開
始
後
、
藤

嶋
先
生
は
各
国
か
ら
来
て
い
た
留
学
生
に
対
し
、
自
分
の
研
究
室
の
学
生
た
ち
を
日
本
に
連
れ
て
来
て
学
術
交
流
と
勉

強
を
行
い
、
日
本
の
科
学
研
究
と
教
育
を
理
解
さ
せ
る
よ
う
に
何
度
も
呼
び
か
け
て
い
た
。
２
０
１
４
年
11
月
、
私
の
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研
究
室
も
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
に
よ
る
招
き
を
初
め
て
受
け
、
研
究
室
に
入
っ
た
ば
か
り
の
大
学
院
生
9
名
を

連
れ
て
日
本
を
訪
問
し
、
5
日
間
の
短
期
交
流
を
行
っ
た
。

こ
の
間
ず
っ
と
藤
嶋
先
生
は
手
厚
く
も
て
な
し
、
非
常
に
行
き
届
い
た
視
察
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。

学
生
た
ち
は
5
日
の
間
に
研
究
室
、
科
学
技
術
館
、
東
京
大
学
等
を
見
学
し
、
東
京
の
生
活
と
研
究
環
境
を
全
体
的
に

理
解
し
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
ろ
す
で
に
、
藤
嶋
先
生
は
東
京
理
科
大
学
の
学
長
に
な
っ
て
お
ら

れ
た
が
、
同
校
で
も
光
触
媒
の
研
究
を
継
続
さ
れ
、
産
業
界
の
友
人
た
ち
に
出
資
し
て
も
ら
っ
て
光
触
媒
国
際
研
究

セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て
い
た
。

学
生
た
ち
は
こ
こ
で
簡
単
な
実
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
落
成
し
た
ば
か
り
で
設
備
が
揃
っ
て
い
た

が
、
研
究
者
は
ま
だ
少
な
か
っ
た
た
め
、
設
備
を
か
な
り
自
由
に
使
わ
せ
て
も
ら
え
た
。
藤
嶋
先
生
は
学
生
の
た
め
に

他
の
研
究
室
の
視
察
も
組
ん
で
く
だ
さ
っ
た
た
め
、
学
生
た
ち
は
秩
序
が
高
く
行
き
届
い
た
日
本
の
研
究
環
境
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
、
帰
国
後
の
彼
ら
の
研
究
生
活
の
大
き
な
参
考
と
な
っ
た
。

２
０
１
６
年
に
藤
嶋
先
生
が
3
年
連
続
の
提
携
交
流
を
申
請
し
て
く
だ
さ
っ
た
た
め
に
、
私
は
毎
年
、
学
生
を
率
い

て
日
本
で
21
日
間
の
交
流
を
行
い
、
研
究
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
年
、
私
は
再
び
学
生
を
連
れ
て
東
京
理

科
大
学
光
触
媒
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。
21
日
間
の
交
流
で
、
学
生
は
日
本
の
科
学
研
究
や
文
化
、
教
育
を
理

解
す
る
の
に
充
分
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
間
、
学
生
た
ち
は
藤
嶋
研
究
室
で
簡
単
な
実
験
を
行
う
と
と

も
に
、東
京
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
科
学
技
術
館
を
訪
れ
、研
究
の
み
な
ら
ず
文
化
面
で
も
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
の
開
始
以
降
、
藤
嶋
先
生
は
招
聘
事
業
に
力
を
注
ぎ
続
け
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
韓
国
な
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ら
び
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
提
携
校
か
ら
多
数
の
研
究
グ

ル
ー
プ
を
招
い
て
い
る
。
中
国
か
ら
は
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ラ
ン
に
私
の
研
究
室
の
ほ
か
、
姚
建
年
院
士
、
劉
忠
範

院
士
、
江
雷
院
士
ら
も
参
加
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
に
よ
る
招

聘
期
間
中
は
、
迎
え
る
側
に
と
っ
て
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
強

く
、
大
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る
。
藤
嶋
研

究
室
で
は
毎
年
多
く
の
研
究
グ
ル
ー
プ
を
招
く
た
め
、
研

究
室
と
し
て
は
超
負
荷
運
転
を
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。

し
か
し
、
藤
嶋
先
生
は
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
の

よ
う
な
学
術
交
流
は
非
常
に
重
要
と
考
え
、
訪
日
す
る
研

究
グ
ル
ー
プ
の
た
め
に
労
苦
を
い
と
わ
ず
素
晴
ら
し
い
訪

問
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
準
備
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。
聞
く
と
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
訪
日
後
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
答
礼
訪
問

が
計
画
さ
れ
、
藤
嶋
研
究
室
の
学
生
を
研
究
室
に
招
い
て

交
流
す
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。
こ
う
し
て
、
双
方
の
学

生
た
ち
の
間
で
、
研
究
や
文
化
の
上
で
、
よ
り
良
い
交
流

と
共
通
認
識
が
促
さ
れ
て
い
る
。

さくらサイエンスプランに参加する筆者たちのグループ
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藤
嶋
先
生
を
師
と
仰
ぎ
、
生
涯
に
わ
た
り
恩
恵
を
受
け
る

私
は
帰
国
後
、
東
北
師
範
大
学
物
理
学
院
に
勤
務
し
た
。
藤
嶋
研
究
室
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
光
機
能
材
料
で
あ

り
、
私
の
最
も
関
心
あ
る
分
野
で
も
あ
っ
た
。
日
本
留
学
の
間
、
私
は
数
十
名
の
教
授
と
共
同
で
、
文
部
科
学
省
か
ら

数
十
億
円
の
予
算
が
つ
い
た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
光
機
能
界
面
の
学
理
と
応
用
」
に
参
加
し
、
帰
国
後
も
光
化
学
分

野
に
お
け
る
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
に
つ
い
て
研
究
を
続
け
た
。

し
か
し
、
条
件
に
限
り
が
あ
っ
た
た
め
に
、
物
理
学
出
身
の
研
究
生
に
化
学
研
究
を
さ
せ
る
こ
と
は
当
時
最
大
の

困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
一
つ
に
は
物
理
学
院
の
学
生
は
化
学
の
基
礎
に
弱
く
、
入
学
後
ま
も
な
く
は
化
学
の

基
本
的
な
単
位
換
算
さ
え
わ
か
ら
な
い
た
め
で
あ
り
、
も
う
一
つ
に
は
物
理
学
院
に
は
化
学
関
連
設
備
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
た
め
だ
。
こ
の
た
め
、
帰
国
当
初
の
研
究
は
困
難
を
極
め
た
。
そ
れ
で
も
、
私
は
光
機
能
材
料
の
研
究
を
粘
り

強
く
行
い
、
恩
師
の
藤
嶋
先
生
と
長
年
に
わ
た
っ
て
緊
密
な
研
究
上
の
交
流
を
持
ち
続
け
た
。

私
が
最
初
の
困
難
を
克
服
で
き
た
の
も
、
藤
嶋
先
生
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、「
物
事
を
行
う
に
は
、

そ
の
報
酬
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
で
は
な
く
、
ま
ず
は
き
ち
ん
と
や
り
抜
く
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
」
と
い
う
先
生
の
教

え
の
た
め
だ
。
当
時
、
帰
国
の
準
備
を
し
て
い
た
こ
ろ
、
神
奈
川
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
事
務
担
当
者
が
私
の
妻
に

向
か
っ
て
「
彼
の
よ
う
な
人
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
問
題
な
い
か
ら
、
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
話
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
と
い
う
。

実
際
に
そ
の
通
り
に
な
り
、
東
北
師
範
大
学
は
中
国
の
９
８
５
工
程
の
指
定
大
学
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
当
初
予
算

が
少
な
く
、
研
究
条
件
が
厳
し
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
私
は
大
学
に
特
別
の
待
遇
を
要
求
し
た
り
し
な
か
っ
た
。
私
の
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記
憶
で
は
、
当
初
数
年
間
に
申
請
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、
最
初

の
3
つ
の
予
算
は
い
ず
れ
も
わ
ず
か
3
万
元
前
後
で
、
私
は
こ
の
微
々

た
る
資
金
を
研
究
室
の
機
器
購
入
に
使
い
な
が
ら
、
研
究
に
最
大
限
の

力
を
注
い
だ
。

帰
国
後
ま
も
な
い
頃
は
研
究
資
金
に
加
え
、
経
験
豊
富
な
研
究
者
も

不
足
し
て
い
た
。
当
時
、
藤
嶋
研
究
室
か
ら
共
に
卒
業
し
て
帰
国
し
た

姚
建
年
院
士
、
劉
忠
範
院
士
、
江
雷
院
士
の
ほ
か
、
理
化
学
研
究
所
の

先
輩
た
ち
は
み
な
北
京
で
活
躍
し
て
い
た
。
北
京
に
比
べ
て
中
国
東
北

地
方
は
研
究
の
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
と
資
金
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
研

究
初
期
は
困
難
を
き
た
し
た
。

し
か
し
、
努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
も
の
で
、
帰
国
し
て
か
ら
10
年
後

に
は
、
私
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
次
第
に
充
実
し
、
研
究
グ
ル
ー
プ
の
教

員
た
ち
も
徐
々
に
育
成
さ
れ
、
私
を
補
佐
し
て
学
生
た
ち
を
管
理
で
き

る
ま
で
に
な
っ
た
。
私
は
学
生
た
ち
と
共
に
過
ご
す
の
を
好
ん
だ
が
、

こ
れ
は
藤
嶋
研
究
室
の
伝
統
で
も
あ
っ
た
。
私
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
毎

週
の
よ
う
に
丸
一
日
を
か
け
て
ゼ
ミ
を
開
催
し
、
学
生
た
ち
の
研
究
を

把
握
し
、
彼
ら
の
方
向
性
を
把
握
し
、
指
導
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
。

筆者と学生たち
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こ
れ
も
藤
嶋
先
生
の
教
え
だ
。
学
生
の
良
き
手
本
と
な
る
た
め
に
、
私
は
永
遠
に
、
精
力
的
に
学
生
た
ち
の
前
に
立
つ

こ
と
に
し
て
い
る
。

私
の
主
な
研
究
テ
ー
マ
は
光
機
能
材
料
、
光
触
媒
、
新
型
太
陽
電
池
等
で
あ
る
。
長
年
の
努
力
の
末
、
私
は
自
ら
の

研
究
室
と
共
に
成
長
を
遂
げ
、
こ
れ
ま
で
に
累
計
で
博
士
12
人
と
修
士
22
人
を
育
て
上
げ
た
。
現
在
、
研
究
グ
ル
ー
プ

に
は
さ
ら
に
4
人
の
若
い
教
員
が
在
籍
し
、
こ
の
う
ち
副
教
授
は
3
人
で
あ
り
、
学
生
は
修
士
課
程
に
15
人
、
博
士
課

程
に
7
人
が
在
籍
し
て
い
る
。
研
究
グ
ル
ー
プ
の
人
員
増
に
伴
い
、
私
の
研
究
成
果
も
発
展
を
続
け
て
い
る
。

私
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
２
０
１
６
年
ま
で
に
累
計
で
論
文
１
５
５
編
を
発
表
し
、
特
許
6
件
を
取
得
し
、
書
籍
を
1

冊
出
版
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
論
文
は
８
３
０
０
回
引
用
さ
れ
、
ｈ
指
数
は
39
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
私
は

帰
国
後
に
多
く
の
栄
誉
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
２
０
１
６
年
11
月
に
長
白
山
学
者
特
任
教
授
、
２
０
１
１
年
10
月
に
吉

林
省
青
年
科
学
賞
、
２
０
１
０
年
10
月
に
教
育
部
新
世
紀
優
秀
人
才
計
画
を
獲
得
し
て
い
る
。
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中
国
総
合
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
を
設
立
し
て
11
年
。
そ
の
間
ず
っ
と
、
藤
嶋
先
生
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
、

東
京
理
科
大
学
学
長
に
ご
就
任
に
な
る
ま
で
は
、
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
現
Ｃ
Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
の
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
直
接
の
ご
指
導
を

頂
き
ま
し
た
。

藤
嶋
先
生
は
、
東
京
大
学
大
学
院
時
代
、
光
触
媒
を
発
見
、
研
究
を
継
続
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
日
本
で
最

も
著
名
な
研
究
者
で
あ
り
ま
す
。
光
触
媒
は
日
本
中
、
世
界
中
で
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
果
は
、
多
く
の
製

品
と
な
り
、日
本
経
済
、世
界
の
経
済
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
大
教
授
退
任
後
、神
奈
川
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事
長
、

東
京
理
科
大
学
学
長
を
務
め
ら
れ
、
研
究
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
経
営
者
と
し
て
卓
越
し
た
能
力
を
発
揮
さ
れ
、
日
本
、

世
界
の
学
術
界
、
教
育
界
に
多
大
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

内
外
か
ら
数
々
の
著
名
な
賞
を
受
け
ら
れ
、
国
内
で
は
、
紫
綬
褒
章
、
文
化
功
労
章
、
そ
し
て
、
本
年
度
、
日
本
国

内
最
高
の
栄
誉
、
文
化
勲
章
を
天
皇
陛
下
か
ら
、
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
発
表
の
時
期
に
な

沖
村　

憲
樹

国
立
研
究
開
発
法
人　

科
学
技
術
振
興
機
構　

中
国
総
合
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー
上
席
フ
ェ
ロ
ー

日
本
・
ア
ジ
ア
青
少
年
サ
イ
エ
ン
ス
交
流
事
業
推
進
室
室
長

後　

記
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る
と
、
受
賞
有
力
候
補
者
と
し
て
新
聞
紙
面
な
ど
を
に
ぎ
わ
し
て
い
ま
す
。

藤
嶋
先
生
は
、
東
大
教
授
時
代
か
ら
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
を
育
て
、
子
供
の
よ
う
に
可
愛
が
り
、
心
配
し
、
大
変

な
ご
苦
労
を
さ
れ
、
そ
の
成
長
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
も
、
何
度
か
そ
の
場
面
に
遭
遇
し
、
藤
嶋
先
生
の

偉
業
を
し
り
、
心
か
ら
尊
敬
し
て
き
ま
し
た
。

中
国
人
の
お
弟
子
さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
に
、
中
国
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
私
も
、
何
回
か
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
日
本
か
ら
も
、
百
人
近
い
参
加
者
が
集
ま
り
ま
す
。
中
国
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
る
と
大
規
模

な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。
学
術
的
に
も
、
中
国
の
お
弟
子
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
大
い
に
力
づ
け
ら
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
ご
家
族
や
、
孫
弟
子
さ
ん
た
ち
も
参
加
、
藤
嶋
先
生
の
明
る
い
お
人
柄
も
相
ま
っ
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
テ
ィ

の
よ
う
で
し
た
。
日
本
の
お
父
さ
ん
を
迎
え
て
、
嬉
し
く
て
し
よ
う
が
な
い
人
た
ち
の
…
。　

こ
の
パ
ー
テ
ィ
が
最
後
に
な
る
の
を
機
に
、
先
生
の
ご
苦
労
と
ご
功
績
を
少
し
で
も
ご
紹
介
で
き
た
ら
と
、
Ｃ
Ｒ
Ｃ
Ｃ

米
山
春
子
参
事
役
に
、
本
に
ま
と
め
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
藤
嶋
先
生
得
が
真
心
を
持
っ
て
お
弟
子
さ
ん
達
に
貢

献
し
、
お
弟
子
さ
ん
達
が
心
か
ら
感
謝
し
、
藤
嶋
先
生
を
慕
う
原
稿
を
拝
見
し
て
、
涙
が
出
ま
し
た
。

当
座
の
生
活
費
用
を
用
立
て
る
、
研
究
と
生
活
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
、
東
大
近
く
や
神
奈
川
に
ア
パ
ー
ト
を
建
て

る
、
手
続
き
の
た
め
に
大
使
館
に
出
向
く
、
ご
自
宅
に
招
く
、
等
々
愛
情
に
あ
ふ
れ
た
細
か
い
配
慮
の
数
々
が
紹
介
さ
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れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
中
国
で
研
究
活
動
を
続
け
、
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
帰
国
を
促
し
、
機
材
を
送
り
、

訪
問
し
、
激
励
す
る
努
力
を
続
け
ら
れ
る
様
子
も
。

さ
ら
に
陳
萍
先
生
や
劉
忠
範
先
生
な
ど
、
藤
嶋
先
生
の
精
神
を
見
習
い
、
後
輩
中
国
人
研
究
者
を
献
身
的
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
姿
も
感
動
的
で
す
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
お
弟
子
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
は
、
さ
ぞ
、
心
強
い
支
援
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
、
貧
し

く
、
若
く
、
地
位
が
低
か
っ
た
お
弟
子
さ
ん
た
ち
の
た
め
に
、
日
本
か
ら
、
大
挙
し
て
優
秀
な
研
究
者
や
企
業
の
人
た

ち
を
引
き
連
れ
て
の
参
加
。
中
国
お
弟
子
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
藤
嶋
先
生
の
愛
情
と
努
力
を
、
さ
ぞ
、
心
強
く
再
確
認

し
、
感
謝
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
最
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
日
本
政
府
が
讃
え
お
祝
い
す
る
よ
う
に
、
藤

嶋
先
生
は
日
本
最
高
の
栄
誉
、
文
化
勲
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
の
お
弟
子
さ
ん
た
ち
は
、
３
人
の
科
学
院
院
士
を
含
め
、
中
国
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
育
っ
て
い

ま
す
。
藤
嶋
先
生
と
お
弟
子
さ
ん
た
ち
の
人
生
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
！

藤
嶋
先
生
の
長
年
の
ご
努
力
、
お
弟
子
さ
ん
た
ち
の
長
年
の
ご
努
力
に
、
心
か
ら
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
、
こ
れ
か

ら
も
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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姓名／英語名 来日年 来日前所属 帰国年 現所属

1 黎 甜楷Li Tiankai 1981 中国科学院 1983 中国科学院

2 陳 萍Chen Ping 1983 中国科学院 1985 中国科学院

3 劉 忠範Liu Zhongfan 1984 吉林工学院 1993 北京大学

4 姚 建年Yao Jiannian 1987 福建師範大学 1995 中国科学院

5 姚 曉斌Yao Xiaobin 1990 アモイ医学院 2000 アモイ理工大学

6 只 金芳Zhi Jinfang 1991 南開大学 2003 中国科学院

7 江 雷Jiang Lei 1992 吉林大学 1999 中国科学院

8 顧 忠沢Gu Zhongze 1994 東南大学 2002 東南大学

9 孟 慶波Meng Qingbo 1999 中国科学院 2002 中国科学院

10 王 海濱Wang Haibin 2000 北京化工大学 - 東京大学

11 張 昕彤Zhang Xintong 2001 吉林大学 2007 東北師範大学

12 上官 文峰Shangguan Wenfeng 2001 上海交通大学 2001 上海交通大学

13 金 明Jin Ming 2004 吉林大学 2006 同済大学

14 包 春燕Bao Chunyan 2005 吉林大学 2006 華東理工大学

15 劉 兆閲Liu Zhaoyue 2005 吉林大学 2008 北京航空航天大学

16 潘 超Pan Chao 2006 東南大学 2007 大連水産学院

17 関 波Guan Bo 2006 中国科学院 2007 中国科学院

18 趙 勇Zhao Yong 2007 中国科学院 2007 河南大学

19 呉 良専Wu Liangzhuan 2007 中国科学院 2008 中国科学院

藤嶋先生に師事した中国人研究者一覧
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姓名／英語名 来日年 来日前所属 帰国年 現所属

20 衛 敏Wei Min 2008 東南大学 2008 河南農業大学

21 趙 天芸Zhao Tianyi 2008 中国科学院 2008 北京航空航天大学

22 劉 健Liu Jian 2009 中国科学院 2009 青島科技大学

23 王 金良Wang Jinliang 2009 中国科学院 2009 中国特許局

24 張 春永Zhang Chunyong 2009 東南大学 2009 南京農業大学

25 劉 保順Liu Baoshun 2010 武漢理工大学 2012 武漢理工大学

26 劉 山虎Liu Shanhu 2011 河南大学 2015 河南大学

27 羅 代兵Luo Daibing 2014 四川大学 2015 四川大学

28 邢 瑞敏Xing Ruimin 2014 河南大学 2015 河南大学

29 杜 青平Du Qingping 2015 広東工業大学 2015 広東工業大学

30 王 長華Wang Changhua 2015 東北師範大学 2015 東北師範大学

31 蔡 汝雄Cai Ruxiong

32 王 融Wang Rong

33 孫 仁徳Sun Rende 1995 中国科学院

34 田 如海Tian Ruhai 中国科学院

35 洪 國傑Hong Guojie

36 呉 忠伝Wu Zhongchuan

37 楊 曉敏Yang Xiaomin

38 湯 斌Tang Bin



藤嶋研究室及び関係機関に在籍した中国人研究者一覧

注：執筆者8名については「執筆者略歴」に掲載

所属 英語名 姓名 来日前の所属 現在の所属 来日 帰国 備考
東京大学  Li Tiankai 黎 甜楷 中国科学院感光化学研究所 中国科学院理化技術研究所 1981年 中国の公費訪問学者として来日
東京大学  Cai Ruxiong 蔡 汝雄
東京大学  Yao Xiaobin 姚 曉斌 厦門医学院 厦門理工大学 1990 年 10月 2000 年 12月 1990-1993 年、藤嶋研究室修士課程在学
東京大学  Wang Rong 王 融

東京大学  Sun Rende 孫 仁徳 中国科学院感光化学研究所 中国科学院感光化学研究所修士、講師、2000 年頃藤
嶋研究室で博士学位取得後、大阪で就職

東京大学  Hong Guojie 洪 國傑
東京大学  Wu Zhongchuan 呉 忠伝
東京大学  Yang Xiaomin 楊 曉敏
東京大学  Tang Bin 湯 斌

東京大学  Wang Haibin 王 海濱 北京化工大学 東京大学先端科学技術
研究センター 2000 年 9月 2000 年 9月 -2003 年 3月東京大学応用化学専攻修士課

程に在籍
東京大学  Shangguan Wenfeng 上官 文峰 上海交通大学 上海交通大学 2001年 10月 2001年 12月 2001年 10月から訪問学者として 2ヶ月滞在

KAST  Jin Ming 金 明 吉林大学 同済大学 2004 年 9月 2006 年 10月 最初の二ヶ月はポスドク、その後は日本学術振興会
（JSPS）外国人特別研究員

KAST  Liu Zhaoyue 劉 兆閲 吉林大学 北京航空航天大学 2005 年 11月 2008 年 3月
2005 年 11 月 -2007 年 11 月日本学術振興会（JSPS）
外国人特別研究員、2007 年 12 月 -2008 年 3 月博士研
究員

KAST  Tian Ruhai 田 如海 中国科学院理化技術研究所 2006 年に訪問学者として 3ヶ月滞在
KAST  Wu Liangzhuan 呉 良専 中国科学院 中国科学院理化技術研究所 2007 年 12月 2008 年 2月 訪問学者として来日
KAST  Zhao Tianyi 趙 天芸 中国科学院化学研究所 北京航空航天大学 2008 年 3月 2008 年 5月 訪問交流研究生として来日
KAST  Bao Chunyan 包 春燕 吉林大学 華東理工大学 2005 年 6月 2006 年 3月 訪問交流研究生として来日
KAST  Pan Chao 潘 超 東南大学 大連水産学院 2006 年 11月 2007 年 1月 訪問交流研究生として来日
KAST  Guan Bo 関 波 中国科学院化学研究所 2006 年 11月 2007 年 1月 訪問交流研究生として来日

KAST  Zhao Yong 趙 勇 中国科学院化学研究所 河南大学 2007 年 1月 2007 年 4月 訪問交流研究生として来日、2008 年 8月 -2015 年 9月
東京大学橋本和仁研究室の博士研究員として再び来日

KAST  Wei Min 衛 敏 東南大学 河南農業大学 2008 年 2月 2008 年 4月 訪問交流研究生として来日
KAST  Liu Jian 劉 健 中国科学院化学研究所 青島科技大学 2009 年 1月 2009 年 3月 訪問交流研究生として来日
KAST  Wang Jinliang 王 金良 中国科学院理化技術研究所 中国特許局 2009 年 1月 2009 年 3月 訪問交流研究生として来日
KAST  Zhang Chunyong 張 春永 東南大学 南京農業大学 2009 年 1月 2009 年 3月 訪問交流研究生として来日

KAST  Liu Baoshun 劉 保順 武漢理工大学 武漢理工大学 2010 年 7月 2012 年 7月
日本学術振興会（JSPS）外国人特別研究員として来日、
2016 年 7月 -2017 年 5月東京理科大学光触媒国際研究
センターで日本学術振興会（JSPS）外国人招へい研究
者として再び来日

KAST  Liu Shanhu 劉 山虎 河南大学 河南大学 2011年 10月 2015 年 3月
2011年10月-2012年4月KASTの訪問学者として来日、
2012 年 10月 -2014 年 10月東京理科大学で日本学術振
興会（JSPS）外国人特別研究員、2014 年 10 月 -2015
年 3月東京理科大学客員准教授

東京理科大学  Luo Daibing 羅 代兵 四川大学 四川大学 2014 年 4月 2015 年 11月

東京理科大学  Xing Ruimin 邢 瑞敏 河南大学 河南大学 2014 年 4月 2015 年 3月 東京理科大学光触媒国際研究センターの訪問学者とし
て来日

東京理科大学 Du Qingping 杜 青平 広東工業大学 広東工業大学 2015 年 4月 2015 年 10月 日本学術振興会（JSPS）外国人招へい研究者として
来日




